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(57)【要約】
　本発明は、少なくとも1種の式(I)の置換2-[ヒドロキ
シル(ピリジン-3-イル)メチル]アクリル酸エステル化合
物：
【化１】

［式中、R1はH、C1-C6-アルキル、C1-C6-アルコキシ-C1
-C6-アルキル、C1-C6-ハロアルキル、アリールまたはヘ
テロアリールであり、ここで最後の2個の基の環状部分
は非置換であるか、またはハロゲン、C1-C4-アルキル、
C2-C4-アルキニル、C1-C4-ハロアルキル、C1-C4-アルコ
キシ、C1-C4-アルキルチオ、C1-C4-ハロアルコキシ、シ
アノおよびニトロから選択される1、2または3個の基で
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　活性成分として、
1)　式Iの殺菌化合物：
【化１】

［式中、
　R1は、H、C1-C6-アルキル、C1-C6-アルコキシ-C1-C6-アルキル、C1-C6-ハロアルキル、
アリールまたはヘテロアリールであり、ここで最後の2個の基の環状部分は非置換である
か、またはハロゲン、C1-C4-アルキル、C2-C4-アルキニル、C1-C4-ハロアルキル、C1-C4-
アルコキシ、C1-C4-アルキルチオ、C1-C4-ハロアルコキシ、シアノおよびニトロから選択
される1、2または3個の基で置換され、
　Aは、共有結合またはC1-C4-アルキレンであり、ここでC1-C4-アルキレンは非置換であ
るか、またはC1-C4-アルキル、C1-C4-ハロアルキル、C1-C4-アルコキシおよびシアノから
選択される置換基をもつことができ、
　Arは、アリールまたはヘテロアリールであり、ここで芳香族基の環状部分は非置換であ
るか、1、2、3、4または5個の基Raで置換され、ここで基Raは同一でも異なっていてもよ
く、ハロゲン、C1-C4-アルキル、C2-C4-アルケニル、C2-C4-アルキニル、C1-C4-ハロアル
キル、C1-C4-アルコキシ、C1-C4-アルキルチオ、C1-C4-ハロアルコキシ、C1-C4-ハロアル
キルチオ、シアノ、ニトロ、アリール、ヘタリール、アリールオキシ、ヘタリールオキシ
、アリールオキシ-C1-C4-アルキルおよびヘタリールオキシ-C1-C4-アルキルから選択され
、ここで最後に挙げた6個の基の環状部分は非置換であるか、またはハロゲン、C1-C4-ア
ルキル、C1-C4-ハロアルキル、C1-C4-アルコキシ、C1-C4-アルキルチオ、C1-C4-ハロアル
コキシ、シアノおよびニトロから選択される1、2または3個の基で置換される］
またはその塩；
および
2)　以下のA)～F)から選択される殺菌化合物II：
　　A) アザコナゾール(azaconazole)、ジニコナゾール-M(diniconazole-M)、オキスポコ
ナゾール(oxpoconazol)、ウニコナゾール(uniconazole)、1-(4-クロロ-フェニル)-2-([1,
2,4]トリアゾール-1-イル)-シクロヘプタノール、イマザリル(imazalil)硫酸塩、ビテル
タノール(bitertanole)、ブロムコナゾール(bromuconazole)、シプロコナゾール(cyproco
nazole)、ジフェノコナゾール(difenoconazole)、ジニコナゾール(diniconazole)、エニ
ルコナゾール(enilconazole)、エポキシコナゾール(epoxiconazole)、フェンブコナゾー
ル(fenbuconazole)、フルシラゾール(flusilazole)、フルキンコナゾール(fluquinconazo
le)、フルトリアホール(flutriafol)、ヘキサコナゾール(hexaconazole)、イミベンコナ
ゾール(imibenconazole)、イプコナゾール(ipconazole)、メトコナゾール(metconazole)
、ミクロブタニル(myclobutanil)、パクロブトラゾール(paclobutrazol)、ペンコナゾー
ル(penconazole)、プロピコナゾール(propiconazole)、プロチオコナゾール(prothiocona
zole)、シメコナゾール(simeconazole)、テブコナゾール(tebuconazole)、テトラコナゾ
ール(tetraconazole)、ウニコナゾール-P、トリアジメノール(triadimenol)、トリアジメ
ホン(triadimefon)、トリチコナゾール(triticonazole)、シアゾファミド(cyazofamid)、
イマザリル、ペフラゾエート(pefurazoate)、プロクロラズ(prochloraz)、トリフルミゾ
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ール(triflumizol)、ベノミル(benomyl)、カルベンダジム(carbendazim)、フベリダゾー
ル(fuberidazole)、チアベンダゾール(thiabendazole)、エタボキサム(ethaboxam)、エト
リジアゾール(etridiazole)、ヒメキサゾール(hymexazole)、および1-(4-クロロ-フェニ
ル)-1-(プロピン-2-イルオキシ)-3-(4-(3,4-ジメトキシ-フェニル)-イソオキサゾール-5-
イル)-プロパン-2-オンからなる群より選択されるアゾール；
　　B) 2-(2-(6-(3-クロロ-2-メチル-フェノキシ)-5-フルオロ-ピリミジン-4-イルオキシ
)-フェニル)-2-メトキシイミノ-N-メチル-アセトアミド、3-メトキシ-2-(2-(N-(4-メトキ
シ-フェニル)-シクロプロパン-カルボキシイミドイルスルファニルメチル)-フェニル)-ア
クリル酸メチルエステル、アゾキシストロビン(azoxystrobin)、ジモキシストロビン(dim
oxystrobin)、エネストロブリン(enestroburin)、フルオキサストロビン(fluoxastrobin)
、クレソキシム-メチル(kresoxim-methyl)、メトミノストロビン(metominostrobin)、オ
リサストロビン(orysastrobin)、ピコキシストロビン(picoxystrobin)、ピラクロストロ
ビン(pyraclostrobin)、トリフロキシストロビン(trifloxystrobin)、(2-クロロ-5-[1-(3
-メチルベンジルオキシイミノ)エチル]ベンジル)カルバミン酸メチル、(2-クロロ-5-[1-(
6-メチルピリジン-2-イルメトキシイミノ)エチル]ベンジル)カルバミン酸メチル、および
2-(オルト-((2,5-ジメチルフェニルオキシメチレン)フェニル)-3-メトキシアクリル酸メ
チルからなる群より選択されるストロビルリン；
　　C) ベナラキシル-M(benalaxyl-M)、2-アミノ-4-メチル-チアゾール-5-カルボン酸ア
ニリド、2-クロロ-N-(1,1,3-トリメチル-インダン-4-イル)-ニコチンアミド、N-(2-(1,3-
ジメチルブチル)-フェニル)-1,3-ジメチル-5-フルオロ-1H-ピラゾール-4-カルボン酸アミ
ド、N-(4'-クロロ-3',5-ジフルオロ-ビフェニル-2-イル)-3-ジフルオロメチル-1-メチル-
1H-ピラゾール-4-カルボン酸アミド、N-(4'-クロロ-3',5-ジフルオロ-ビフェニル-2-イル
)-3-トリフルオロメチル-1-メチル-1H-ピラゾール-4-カルボン酸アミド、N-(3',4'-ジク
ロロ-5-フルオロ-ビフェニル-2-イル)-3-トリフルオロメチル-1-メチル-1H-ピラゾール-4
-カルボン酸アミド、N-(3',5-ジフルオロ-4'-メチル-ビフェニル-2-イル)-3-ジフルオロ
メチル-1-メチル-1H-ピラゾール-4-カルボン酸アミド、N-(3',5-ジフルオロ-4'-メチル-
ビフェニル-2-イル)-3-トリフルオロメチル-1-メチル-1H-ピラゾール-4-カルボン酸アミ
ド、N-(cis-2-ビシクロプロピル-2-イル-フェニル)-3-ジフルオロメチル-1-メチル-1H-ピ
ラゾール-4-カルボン酸アミド、N-(trans-2-ビシクロプロピル-2-イル-フェニル)-3-ジフ
ルオロメチル-1-メチル-1H-ピラゾール-4-カルボン酸アミド、フルオピラム(fluopyram)
、N-(3-エチル-3,5,5-トリメチル-シクロヘキシル)-3-ホルミルアミノ-2-ヒドロキシ-ベ
ンズアミド、オキシテトラサイクリン(oxytetracyclin)、シルチオファム(silthiofam)、
N-(6-メトキシ-ピリジン-3-イル)シクロプロパンカルボン酸アミド、カルボキシン(carbo
xin)、ベナラキシル(benalaxyl)、ボスカリド(boscalid)、フェンヘキサミド(fenhexamid
)、フルトラニル(flutolanil)、フラメトピル(furametpyr)、メプロニル(mepronil)、メ
タラキシル(metalaxyl)、メフェノキサム(mefenoxam)、オフレース(ofurace)、オキサジ
キシル(oxadixyl)、オキシカルボキシン(oxycarboxin)、ペンチオピラド(penthiopyrad)
、チフルザミド(thifluzamide)、チアジニル(tiadinil)、N-(4'-ブロモビフェニル-2-イ
ル)-4-ジフルオロメチル-2-メチルチアゾール-5-カルボキサミド、N-(4'-トリフルオロメ
チルビフェニル-2-イル)-4-ジフルオロメチル-2-メチルチアゾール-5-カルボキサミド、N
-(4'-クロロ-3'-フルオロビフェニル-2-イル)-4-ジフルオロメチル-2-メチルチアゾール-
5-カルボキサミド、N-(3',4'-ジクロロ-4-フルオロビフェニル-2-イル)-3-ジフルオロメ
チル-1-メチルピラゾール-4-カルボキサミド、N-(3',4'-ジクロロ-5-フルオロビフェニル
-2-イル)-3-ジフルオロメチル-1-メチルピラゾール-4-カルボキサミド、3,4-ジクロロ-N-
(2-シアノフェニル)イソチアゾール-5-カルボキサミド、N-(2',4'-ジフルオロビフェニル
-2-イル)-1-メチル-3-トリフルオロメチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド、N-(2',4'-
ジクロロビフェニル-2-イル)-1-メチル-3-トリフルオロメチル-1H-ピラゾール-4-カルボ
キサミド、N-(2',4'-ジフルオロビフェニル-2-イル)-3-ジフルオロメチル-1-メチル-1H-
ピラゾール-4-カルボキサミド、N-(2',4'-ジクロロビフェニル-2-イル)-3-ジフルオロメ
チル-1-メチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド、N-(2',5'-ジフルオロビフェニル-2-イ
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ル)-1-メチル-3-トリフルオロメチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド、N-(2',5'-ジク
ロロビフェニル-2-イル)-1-メチル-3-トリフルオロメチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサ
ミド、N-(2',5'-ジフルオロビフェニル-2-イル)-3-ジフルオロメチル-1-メチル-1H-ピラ
ゾール-4-カルボキサミド、N-(2',5'-ジクロロビフェニル-2-イル)-3-ジフルオロメチル-
1-メチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド、N-(3',5'-ジフルオロビフェニル-2-イル)-1
-メチル-3-トリフルオロメチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド、N-(3',5'-ジクロロビ
フェニル-2-イル)-1-メチル-3-トリフルオロメチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド、N
-(3',5'-ジフルオロビフェニル-2-イル)-3-ジフルオロメチル-1-メチル-1H-ピラゾール-4
-カルボキサミド、N-(3',5'-ジクロロビフェニル-2-イル)-3-ジフルオロメチル-1-メチル
-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド、N-(3'-フルオロビフェニル-2-イル)-1-メチル-3-ト
リフルオロメチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド、N-(3'-クロロビフェニル-2-イル)-
1-メチル-3-トリフルオロメチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド、N-(3'-フルオロビフ
ェニル-2-イル)-3-ジフルオロメチル-1-メチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド、N-(3'
-クロロビフェニル-2-イル)-3-ジフルオロメチル-1-メチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサ
ミド、N-(2'-フルオロビフェニル-2-イル)-1-メチル-3-トリフルオロメチル-1H-ピラゾー
ル-4-カルボキサミド、N-(2'-クロロビフェニル-2-イル)-1-メチル-3-トリフルオロメチ
ル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド、N-(2'-フルオロビフェニル-2-イル)-3-ジフルオロ
メチル-1-メチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド、N-(2'-クロロビフェニル-2-イル)-3
-ジフルオロメチル-1-メチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド、N-(2'-フルオロ-4'-ク
ロロ-5'-メチルビフェニル-2-イル)-1-メチル-3-トリフルオロメチル-1H-ピラゾール-4-
カルボキサミド、N-(3',4',5'-トリフルオロビフェニル-2-イル)-1-メチル-3-トリフルオ
ロメチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド、N-(3',4',5'-トリフルオロビフェニル-2-イ
ル)-1-メチル-3-ジフルオロメチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド、N-(2',4',5'-トリ
フルオロビフェニル-2-イル)-1-メチル-3-ジフルオロメチル-1H-ピラゾール-4-カルボキ
サミド、N-(3',4',5'-トリフルオロビフェニル-2-イル)-3-クロロフルオロメチル-1-メチ
ル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド、N-[2-(1,1,2,3,3,3-ヘキサフルオロプロポキシ)フ
ェニル]-1-メチル-3-トリフルオロメチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド、N-[2-(1,1,
2,3,3,3-ヘキサフルオロプロポキシ)-フェニル]-3-ジフルオロメチル-1-メチル-1H-ピラ
ゾール-4-カルボキサミド、N-[2-(2-クロロ-1,1,2-トリフルオロエトキシ)フェニル]-1-
メチル-3-トリフルオロメチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド、N-[2-(2-クロロ-1,1,2
-トリフルオロエトキシ)フェニル]-3-ジフルオロメチル-1-メチル-1H-ピラゾール-4-カル
ボキサミド、N-[2-(1,1,2,2-テトラフルオロエトキシ)フェニル]-3-ジフルオロメチル-1-
メチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド、N-[2-(1,1,2,2-テトラフルオロエトキシ)フェ
ニル]-1-メチル-3-トリフルオロメチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド、N-(4'-(トリ
フルオロメチルチオ)ビフェニル-2-イル)-3-ジフルオロメチル-1-メチル-1H-ピラゾール-
4-カルボキサミド、N-(4'-(トリフルオロメチルチオ)ビフェニル-2-イル)-1-メチル-3-ト
リフルオロメチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド、ジメトモルフ(dimethomorph)、フ
ルモルフ(flumorph)、フルメトベル(flumetover)、フルオピコリド(fluopicolide) (ピコ
ベンザミド(picobenzamid))、ゾキサミド(zoxamide)、カルプロパミド(carpropamid)、ジ
クロシメット(diclocymet)、マンジプロパミド(mandipropamid)、N-(2-{4-[3-(4-クロロ
フェニル)プロパ-2-イニルオキシ]-3-メトキシフェニル}エチル)-2-メタンスルホニルア
ミノ-3-メチルブチルアミド、およびN-(2-{4-[3-(4-クロロフェニル)-プロパ-2-イニルオ
キシ]-3-メトキシフェニル}エチル)-2-エタンスルホニルアミノ-3-メチル-ブチルアミド
からなる群より選択されるカルボキサミド;
　　D) 2,3,5,6-テトラクロロ-4-メタンスルホニル-ピリジン、3,4,5-トリクロロピリジ
ン-2,6-ジ-カルボニトリル、N-(1-(5-ブロモ-3-クロロピリジン-2-イル)-エチル)-2,4-ジ
クロロニコチンアミド、N-[(5-ブロモ-3-クロロピリジン-2-イル)-メチル]-2,4-ジクロロ
ニコチンアミド、ジフルメトリム(diflumetorim)、ニトラピリン(nitrapyrin)、ドデモル
フ酢酸塩(dodemorph acetate)、フルオロイミド(fluoroimid)、ブラスチシジン-S (blast
icidin-S)、キノメチオネート(chinomethionat)、デバカルブ(debacarb)、ジフェンゾク
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アット(difenzoquat)、ジフェンゾクアット-メチルスルファート、オキソリン酸(oxolini
c acid)、ピペラリン(piperalin)、フルアジナム(fluazinam)、ピリフェノックス(pyrife
nox)、ブピリメート(bupirimate)、シプロジニル(cyprodinil)、フェナリモル(fenarimol
)、フェリムゾン(ferimzone)、メパニピリム(mepanipyrim)、ヌアリモル(nuarimol)、ピ
リメタニル(pyrimethanil)、トリホリン(triforine)、フェンピクロニル(fenpiclonil)、
フルジオキソニル(fludioxonil)、アルジモルフ(aldimorph)、ドデモルフ(dodemorph)、
フェンプロピモルフ(fenpropimorph)、トリデモルフ(tridemorph)、フェンプロピジン(fe
npropidin)、イプロジオン(iprodione)、プロシミドン(procymidone)、ビンクロゾリン(v
inclozolin)、ファモキサドン(famoxadone)、フェナミドン(fenamidone)、オクチリノン(
octhilinone)、プロベナゾール(probenazole)、アミスルブロム(amisulbrom)、アニラジ
ン(anilazine)、ジクロメジン(diclomezine)、ピロキロン(pyroquilon)、プロキナジド(p
roquinazid)、トリシクラゾール(tricyclazole)、2-ブトキシ-6-ヨード-3-プロピルクロ
メン-4-オン、アシベンゾラル-S-メチル(acibenzolar-S-methyl)、カプタホール(captafo
l)、カプタン(captan)、ダゾメット(dazomet)、フォルペット(folpet)、フェノキサニル(
fenoxanil)、キノキシフェン(quinoxyfen)、3-[5-(4-クロロフェニル)-2,3-ジメチルイソ
オキサゾリジン-3-イル]ピリジン、5-クロロ-7-(4-メチルピペリジン-1-イル)-6-(2,4,6-
トリフルオロフェニル)-[1,2,4]トリアゾロ[1,5-a]ピリミジン、6-(3,4-ジクロロフェニ
ル)-5-メチル-[1,2,4]トリアゾロ[1,5-a]ピリミジン-7-イルアミン、6-(4-tert-ブチルフ
ェニル)-5-メチル-[1,2,4]トリアゾロ[1,5-a]ピリミジン-7-イルアミン、5-メチル-6-(3,
5,5-トリメチルヘキシル)-[1,2,4]トリアゾロ[1,5-a]ピリミジン-7-イルアミン、5-メチ
ル-6-オクチル-[1,2,4]トリアゾロ[1,5-a]ピリミジン-7-イルアミン、6-メチル-5-オクチ
ル-[1,2,4]トリアゾロ[1,5-a]ピリミジン-7-イルアミン、6-エチル-5-オクチル-[1,2,4]
トリアゾロ[1,5-a]ピリミジン-7-イルアミン、5-エチル-6-オクチル-[1,2,4]トリアゾロ[
1,5-a]ピリミジン-7-イルアミン、5-エチル-6-(3,5,5-トリメチルヘキシル)-[1,2,4]トリ
アゾロ[1,5-a]ピリミジン-7-イルアミン、6-オクチル-5-プロピル-[1,2,4]トリアゾロ[1,
5-a]ピリミジン-7-イルアミン、5-メトキシメチル-6-オクチル-[1,2,4]トリアゾロ[1,5-a
]ピリミジン-7-イルアミン、6-オクチル-5-トリフルオロメチル-[1,2,4]トリアゾロ[1,5-
a]ピリミジン-7-イルアミン、および5-トリフルオロメチル-6-(3,5,5-トリメチルヘキシ
ル)-[1,2,4]トリアゾロ[1,5-a]ピリミジン-7-イルアミンからなる群より選択される複素
環式化合物；
　　E) メタスルホカルブ(methasulphocarb)、プロパモカルブ塩酸塩(propamocarb hydro
chlorid)、マンコゼブ(mancozeb)、マネブ(maneb)、メタム(metam)、メチラム(metiram)
、フェルバム(ferbam)、プロピネブ(propineb)、チラム(thiram)、ジネブ(zineb)、ジラ
ム(ziram)、チオファネート-メチル(thiophanate-methyl)、ジエトフェンカルブ(diethof
encarb)、イプロバリカルブ(iprovalicarb)、フルベンチアバリカルブ(flubenthiavalica
rb)(ベンチアバリカルブ(benthiavalicarb))、プロパモカルブ(propamocarb)、N-(1-(1-(
4-シアノフェニル)エタンスルホニル)-ブタ-2-イル)カルバミン酸4-フルオロフェニル、
および3-(4-クロロフェニル)-3-(2-イソプロポキシカルボニルアミノ-3-メチルブチリル
アミノ)プロパン酸メチルからなる群より選択されるカルバメート；
ならびに
　　F) グアニジン：ドジン(dodine)、イミノクタジン(iminoctadine)、グアザチン(guaz
atine)、ドジン遊離塩基、グアザチン酢酸塩(guazatine-acetate)、イミノクタジン三酢
酸塩；
抗生物質：カスガマイシン、ストレプトマイシン、ポリオキシン、バリダマイシンA；
ニトロフェニル誘導体：ビナパクリル(binapacryl)、ジノカップ(dinocap)、ジノブトン(
dinobuton)；
硫黄含有複素環式化合物：ジチアノン(dithianon)、イソプロチオラン(isoprothiolane)
；
有機金属化合物：フェンチン塩、例えばフェンチンアセタート；
有機リン化合物：エジフェンホス(edifenphos)、イプロベンホス(iprobenfos)、ホセチル
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(fosetyl)、ホセチル-アルミニウム、亜リン酸とその塩、ピラゾフォス(pyrazophos)、ト
ルクロホス-メチル(tolclofos-methyl)；
有機塩素化合物：クロロタロニル(chlorothalonil)、ジクロフルアニド(dichlofluanid)
、フルスルファミド(flusulfamide)、ヘキサクロロベンゼン、フタリド、ペンシクロン(p
encycuron)、キントゼン(quintozene)、トリルフルアニド(tolylfluanid)；
無機活性化合物：ボルドー液、酢酸銅、水酸化銅、オキシ塩化銅、塩基性硫酸銅、硫黄；
その他：シフルフェナミド(cyflufenamid)、シモキサニル(cymoxanil)、ジメチリモール(
dimethirimol)、エチリモール(ethirimol)、フララキシル(furalaxyl)、メトラフェノン(
metrafenone)、スピロキサミン(spiroxamine)、イミノクタジントリスアルベシル酸塩(im
inoctadine-tris(albesilate))、カスガマイシン塩酸塩水和物、ジクロロフェン、ペンタ
クロロフェノールとその塩、N-(4-クロロ-2-ニトロ-フェニル)-N-エチル-4-メチル-ベン
ゼンスルホンアミド、ジクロラン(dicloran)、ニトロタール-イソプロピル、テクナゼン(
tecnazen)、ビフェニル、ブロノポール(bronopol)、ジフェニルアミン、ミルジオマイシ
ン(mildiomycin)、オキシン-銅、プロヘキサジオンカルシウム、N-(シクロプロピルメト
キシイミノ-(6-ジフルオロ-メトキシ-2,3-ジフルオロ-フェニル)-メチル)-2-フェニルア
セトアミド、N'-(4-(4-クロロ-3-トリフルオロメチル-フェノキシ)-2,5-ジメチル-フェニ
ル)-N-エチル-N-メチルホルムアミジン、N'-(4-(4-フルオロ-3-トリフルオロメチル-フェ
ノキシ)-2,5-ジメチル-フェニル)-N-エチル-N-メチルホルムアミジン、N'-(2-メチル-5-
トリフルオロメチル-4-(3-トリメチルシラニル-プロポキシ)-フェニル)-N-エチル-N-メチ
ルホルムアミジン、およびN'-(5-ジフルオロメチル-2-メチル-4-(3-トリメチルシラニル-
プロポキシ)-フェニル)-N-エチル-N-メチルホルムアミジン；
からなる群より選択される他の活性化合物；
を相乗的に有効な量で含んでなる殺菌混合物。
【請求項２】
　Arがフェニルであり、該フェニルが非置換であるか、またはハロゲン、C1-C4-アルキル
、C2-C4-アルケニル、C2-C4-アルキニル、C1-C4-ハロアルキル、C1-C4-アルコキシ、C1-C

4-アルキルチオ、C1-C4-ハロアルコキシ、C1-C4-ハロアルキルチオ、シアノ、ニトロ、フ
ェノキシおよびピリジルオキシから選択される1、2または3個の基で置換されており、こ
こで最後に挙げた2個の基が非置換であるか、またはハロゲン、C1-C4-アルキル、C1-C4-
ハロアルキル、C1-C4-アルコキシ、C1-C4-ハロアルコキシ、シアノおよびニトロから選択
される1、2または3個の基で置換されている式Iの化合物を含む、請求項1に記載の混合物
。
【請求項３】
　Arがフェニル、2-クロロフェニル、3-クロロフェニル、4-クロロフェニル、2-メチルフ
ェニル、3-メチルフェニル、4-メチルフェニル、2,4-ジクロロフェニル、2,3-ジクロロフ
ェニル、3,4-ジクロロフェニル、2,6-ジクロロフェニル、2-クロロ-4-フルオロフェニル
、2-フルオロフェニル、3-フルオロフェニル、4-フルオロフェニル、2,4-ジフルオロフェ
ニル、2,5-ジフルオロフェニル、3,5-ジフルオロフェニル、3,4-ジフルオロフェニル、3-
クロロ-4-フルオロフェニル、4-クロロ-2-フルオロフェニル、2-クロロ-5-トリフルオロ
メチルフェニル、2-フルオロ-4-トリフルオロメチルフェニル、2-フルオロ-5-トリフルオ
ロメチルフェニル、3-フルオロ-5-トリフルオロメチルフェニル、2-クロロ-3-トリフルオ
ロメチルフェニル、4-フルオロ-3-トリフルオロメチルフェニル、4-クロロ-3-トリフルオ
ロメチルフェニル、3-クロロ-4-メチルフェニル、2-トリフルオロメチルフェニル、3-ト
リフルオロメチルフェニル、4-トリフルオロメチルフェニル、3-メトキシフェニル、4-メ
トキシフェニル、3-トリフルオロメトキシフェニル、4-トリフルオロメトキシフェニル、
4-クロロ-3,5-ジメチルフェニル、4-ブロモ-2,6-ジメチルフェニル、4-(4-クロロフェノ
キシ)フェニル、4-フェノキシフェニル、3-(5-クロロピリジン-2-イル)オキシフェニル、
3-(5-トリフルオロメチルピリジン-2-イル)オキシフェニル、4-(5-クロロピリジン-2-イ
ル)オキシフェニル、4-(5-トリフルオロメチルピリジン-2-イル)オキシフェニル、3-(2-
クロロ-6-フルオロ-4-トリフルオロメチルフェノキシ)フェニル、4-(2-クロロ-6-フルオ
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ロ-4-トリフルオロメチルフェノキシ)フェニル、3-(2,6-ジクロロ-4-トリフルオロメチル
フェノキシ)フェニル、4-(2,6-ジクロロ-4-トリフルオロメチルフェノキシ)フェニル、2,
3,4,5-テトラフルオロフェニルおよびペンタフルオロフェニルから選択される式Iの化合
物を含む、請求項1または2に記載の混合物。
【請求項４】
　Aが共有結合またはCH2である式Iの化合物を含む、請求項1～3のいずれか1項に記載の混
合物。
【請求項５】
　R1がHまたはC1-C6-アルキルである式Iの化合物を含む、請求項1～4のいずれか1項に記
載の混合物。
【請求項６】
　R1がフェニルまたはチエニルであり、ここで前記基の環状部分が非置換であるか、また
はハロゲン、C1-C4-アルキル、C2-C4-アルキニル、C1-C4-ハロアルキル、C1-C4-アルコキ
シ、C1-C4-アルキルチオ、C1-C4-ハロアルコキシ、シアノおよびニトロから選択される1
、2または3個の基で置換されている式Iの化合物を含む、請求項1～4のいずれか1項に記載
の混合物。
【請求項７】
　R1がフェニル、3-クロロフェニル、4-クロロフェニル、3-フルオロフェニル、4-フルオ
ロフェニル、4-メトキシフェニル、3,4-ジクロロフェニル、3,5-ジクロロフェニル、2,5-
ジクロロフェニル、3,4-ジフルオロフェニル、3,5-ジフルオロフェニル、2,5-ジフルオロ
フェニル、ベンゾチエン-2-イル、2-チエニル、5-クロロ-2-チエニル、3-メチル-2-チエ
ニル、5-メチル-2-チエニル、3-チエニル、2-メチル-3-チエニル、2-クロロ-3-チエニル
または4-メチル-3-チエニルである式Iの化合物を含む、請求項6に記載の混合物。
【請求項８】
　R1が水素であり、
　Arがフェニルであり、該フェニルが非置換であるか、またはハロゲン、C1-C4-アルキル
、C2-C4-アルケニル、C2-C4-アルキニル、C1-C4-ハロアルキル、C1-C4-アルコキシ、C1-C

4-アルキルチオ、C1-C4-ハロアルコキシ、C1-C4-ハロアルキルチオ、シアノ、ニトロ、フ
ェノキシおよびピリジルオキシから選択される1、2または3個の基で置換されており、こ
こで最後に挙げた2個の基が非置換であるか、またはハロゲン、C1-C4-アルキル、C1-C4-
ハロアルキル、C1-C4-アルコキシ、C1-C4-ハロアルコキシ、シアノおよびニトロから選択
される1、2または3個の基で置換されており、
　Aが共有結合またはCH2である、
式Iの化合物またはその塩を含む、請求項1～5のいずれか1項に記載の混合物。
【請求項９】
　R1が水素であり、
　Arがフェニル、2-クロロフェニル、3-クロロフェニル、4-クロロフェニル、2-メチルフ
ェニル、3-メチルフェニル、4-メチルフェニル、2,4-ジクロロフェニル、2,3-ジクロロフ
ェニル、3,4-ジクロロフェニル、2,6-ジクロロフェニル、2-クロロ-4-フルオロフェニル
、2-フルオロフェニル、3-フルオロフェニル、4-フルオロフェニル、2,4-ジフルオロフェ
ニル、2,5-ジフルオロフェニル、3,5-ジフルオロフェニル、3,4-ジフルオロフェニル、3-
クロロ-4-フルオロフェニル、4-クロロ-2-フルオロフェニル、2-クロロ-5-トリフルオロ
メチルフェニル、2-フルオロ-4-トリフルオロメチルフェニル、2-フルオロ-5-トリフルオ
ロメチルフェニル、3-フルオロ-5-トリフルオロメチルフェニル、2-クロロ-3-トリフルオ
ロメチルフェニル、4-フルオロ-3-トリフルオロメチルフェニル、4-クロロ-3-トリフルオ
ロメチルフェニル、3-クロロ-4-メチルフェニル、2-トリフルオロメチルフェニル、3-ト
リフルオロメチルフェニル、4-トリフルオロメチルフェニル、3-メトキシフェニル、4-メ
トキシフェニル、3-トリフルオロメトキシフェニル、4-トリフルオロメトキシフェニル、
4-クロロ-3,5-ジメチルフェニル、4-ブロモ-2,6-ジメチルフェニル、4-(4-クロロフェノ
キシ)フェニル、4-フェノキシフェニル、3-(5-クロロピリジン-2-イル)オキシフェニル、
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3-(5-トリフルオロメチルピリジン-2-イル)オキシフェニル、4-(5-クロロピリジン-2-イ
ル)オキシフェニル、4-(5-トリフルオロメチルピリジン-2-イル)オキシフェニル、3-(2-
クロロ-6-フルオロ-4-トリフルオロメチルフェノキシ)フェニル、4-(2-クロロ-6-フルオ
ロ-4-トリフルオロメチルフェノキシ)フェニル、3-(2,6-ジクロロ-4-トリフルオロメチル
フェノキシ)フェニル、4-(2,6-ジクロロ-4-トリフルオロメチルフェノキシ)フェニル、2,
3,4,5-テトラフルオロフェニルおよびペンタフルオロフェニルから選択され、
　AがCH2である、
式Iの化合物またはその塩を含む、請求項1～5のいずれか1項に記載の混合物。
【請求項１０】
　R1がフェニルまたはチエニルであり、ここで前記基の環状部分が非置換であるか、また
はハロゲン、C1-C4-アルキル、C2-C4-アルキニル、C1-C4-ハロアルキル、C1-C4-アルコキ
シ、C1-C4-アルキルチオ、C1-C4-ハロアルコキシ、シアノおよびニトロから選択される1
、2または3個の基で置換されており、
　Arがフェニルであり、該フェニルが非置換であるか、またはハロゲン、C1-C4-アルキル
、C2-C4-アルケニル、C2-C4-アルキニル、C1-C4-ハロアルキル、C1-C4-アルコキシ、C1-C

4-アルキルチオ、C1-C4-ハロアルコキシ、C1-C4-ハロアルキルチオ、シアノ、ニトロ、フ
ェノキシおよびピリジルオキシから選択される1、2または3個の基で置換されており、こ
こで最後に挙げた2個の基が非置換であるか、またはハロゲン、C1-C4-アルキル、C1-C4-
ハロアルキル、C1-C4-アルコキシ、C1-C4-ハロアルコキシ、シアノおよびニトロから選択
される1、2または3個の基で置換されており、
　Aが共有結合またはCH2である、
式Iの化合物またはその塩を含む、請求項1～4のいずれか1項に記載の混合物。
【請求項１１】
　R1がフェニル、3-クロロフェニル、4-クロロフェニル、3-フルオロフェニル、4-フルオ
ロフェニル、4-メトキシフェニル、3,4-ジクロロフェニル、3,5-ジクロロフェニル、2,5-
ジクロロフェニル、3,4-ジフルオロフェニル、3,5-ジフルオロフェニル、2,5-ジフルオロ
フェニル、ベンゾチエン-2-イル、2-チエニル、5-クロロ-2-チエニル、3-メチル-2-チエ
ニル、5-メチル-2-チエニル、3-チエニル、2-メチル-3-チエニル、2-クロロ-3-チエニル
または4-メチル-3-チエニルであり、
　Arがフェニル、2-クロロフェニル、3-クロロフェニル、4-クロロフェニル、2-メチルフ
ェニル、3-メチルフェニル、4-メチルフェニル、2,4-ジクロロフェニル、2,3-ジクロロフ
ェニル、3,4-ジクロロフェニル、2,6-ジクロロフェニル、2-クロロ-4-フルオロフェニル
、2-フルオロフェニル、3-フルオロフェニル、4-フルオロフェニル、2,4-ジフルオロフェ
ニル、2,5-ジフルオロフェニル、3,5-ジフルオロフェニル、3,4-ジフルオロフェニル、3-
クロロ-4-フルオロフェニル、4-クロロ-2-フルオロフェニル、2-クロロ-5-トリフルオロ
メチルフェニル、2-フルオロ-4-トリフルオロメチルフェニル、2-フルオロ-5-トリフルオ
ロメチルフェニル、3-フルオロ-5-トリフルオロメチルフェニル、2-クロロ-3-トリフルオ
ロメチルフェニル、4-フルオロ-3-トリフルオロメチルフェニル、4-クロロ-3-トリフルオ
ロメチルフェニル、3-クロロ-4-メチルフェニル、2-トリフルオロメチルフェニル、3-ト
リフルオロメチルフェニル、4-トリフルオロメチルフェニル、3-メトキシフェニル、4-メ
トキシフェニル、3-トリフルオロメトキシフェニル、4-トリフルオロメトキシフェニル、
4-クロロ-3,5-ジメチルフェニル、4-ブロモ-2,6-ジメチルフェニル、4-(4-クロロフェノ
キシ)フェニル、4-フェノキシフェニル、3-(5-クロロピリジン-2-イル)オキシフェニル、
3-(5-トリフルオロメチルピリジン-2-イル)オキシフェニル、4-(5-クロロピリジン-2-イ
ル)オキシフェニル、4-(5-トリフルオロメチルピリジン-2-イル)オキシフェニル、3-(2-
クロロ-6-フルオロ-4-トリフルオロメチルフェノキシ)フェニル、4-(2-クロロ-6-フルオ
ロ-4-トリフルオロメチルフェノキシ)フェニル、3-(2,6-ジクロロ-4-トリフルオロメチル
フェノキシ)フェニル、4-(2,6-ジクロロ-4-トリフルオロメチルフェノキシ)フェニル、2,
3,4,5-テトラフルオロフェニルおよびペンタフルオロフェニルから選択され、
　AがCH2である、
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式Iの化合物またはその塩を含む、請求項1～4のいずれか1項に記載の混合物。
【請求項１２】
　以下の化合物：
2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]アクリル酸(3-トリフルオロメチルフェニル)
メチル；
2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]アクリル酸(4-トリフルオロメチルフェニル)
メチル；
2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]-3-フェニルアクリル酸(3-トリフルオロメチ
ルフェニル)メチル；
2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]-3-フェニルアクリル酸(4-クロロ-3-トリフル
オロメチルフェニル)メチル；
2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]-3-(4-クロロフェニル)アクリル酸(3-トリフ
ルオロメチルフェニル)メチル；
2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]-3-(2-クロロフェニル)アクリル酸(3-トリフ
ルオロメチルフェニル)メチル；
2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]-3-(3-クロロフェニル)アクリル酸(3-トリフ
ルオロメチルフェニル)メチル；
2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]-3-(4-フルオロフェニル)アクリル酸(3-トリ
フルオロメチルフェニル)メチル；
2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]-3-(2-フルオロフェニル)アクリル酸(3-トリ
フルオロメチルフェニル)メチル；
2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]-3-(3-フルオロフェニル)アクリル酸(3-トリ
フルオロメチルフェニル)メチル；
2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]-3-(3,4-ジフルオロフェニル)アクリル酸(3-
トリフルオロメチルフェニル)メチル；
2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]-3-(3,5-ジフルオロフェニル)アクリル酸(3-
トリフルオロメチルフェニル)メチル；
2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]-3-(2,5-ジフルオロフェニル)アクリル酸(3-
トリフルオロメチルフェニル)メチル；
2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]-3-(3,4-ジクロロフェニル)アクリル酸(3-ト
リフルオロメチルフェニル)メチル；
2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]-3-(3,5-ジクロロフェニル)アクリル酸(3-ト
リフルオロメチルフェニル)メチル；
2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]-3-(2,5-ジクロロフェニル)アクリル酸(3-ト
リフルオロメチルフェニル)メチル；
2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]-3-(4-メトキシフェニル)アクリル酸(3-トリ
フルオロメチルフェニル)メチル；
2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]-3-(3-チエニル)アクリル酸(3-トリフルオロ
メチルフェニル)メチル；
2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]-3-(2-チエニル)アクリル酸(3-トリフルオロ
メチルフェニル)メチル；
2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]-3-(5-クロロ-2-チエニル)アクリル酸(3-トリ
フルオロメチルフェニル)メチル；
2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]-3-(5-メチル-2-チエニル)アクリル酸(3-トリ
フルオロメチルフェニル)メチル；
2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]-3-(3-メチル-2-チエニル)アクリル酸(3-トリ
フルオロメチルフェニル)メチル；
2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]-3-(4-メチル-3-チエニル)アクリル酸(3-トリ
フルオロメチルフェニル)メチル；
2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]-3-(5-メチル-3-チエニル)アクリル酸(3-トリ
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フルオロメチルフェニル)メチル；
2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]-3-(2-クロロ-3-チエニル)アクリル酸(3-トリ
フルオロメチルフェニル)メチル；
2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]アクリル酸1-(3-トリフルオロメチルフェニル
)プロピル；
2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]アクリル酸2-(3-トリフルオロメチルフェニル
)-1-メチルエチル；
2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]アクリル酸1-(3-トリフルオロメチルフェニル
)エチル；
2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]アクリル酸2-(3-トリフルオロメチルフェニル
)エチル；
2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]アクリル酸1-(2-フェニルフェニル)エチル；
2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]-アクリル酸(3-トリフルオロメトキシフェニ
ル)メチル；
2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]-アクリル酸(4-トリフルオロメトキシフェニ
ル)メチル；
2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]-アクリル酸(4-クロロ-3-トリフルオロメチル
フェニル)メチル；
2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]-アクリル酸(3,4-ジクロロフェニル)メチル；
2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]-アクリル酸2-(4-クロロフェニル)エチル；
2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]-アクリル酸2-(3-クロロフェニル)エチル；
2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]-3-(3-チエニル)アクリル酸(2,6-ジクロロフ
ェニル)メチル；
2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]-3-(3-チエニル)アクリル酸(2-クロロ-3-トリ
フルオロメチルフェニル)メチル；
2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]-3-(3-チエニル)アクリル酸(2-フルオロ-3-ト
リフルオロメチルフェニル)メチル；
2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]-3-(3-チエニル)アクリル酸(3-クロロ-4-メチ
ルフェニル)メチル；
2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]アクリル酸4-(4-クロロフェノキシ)フェニル
メチル；
2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]アクリル酸4-(3-クロロフェノキシ)フェニル
メチル；
2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]アクリル酸4-フェノキシフェニルメチル；
2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]アクリル酸3-(5-クロロピリジン-2-イルオキ
シ)フェニルメチル；
2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]アクリル酸4-(5-クロロピリジン-2-イルオキ
シ)フェニルメチル；
2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]アクリル酸3-(5-トリフルオロメチルピリジン
-2-イルオキシ)フェニルメチル；
2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]アクリル酸4-(5-トリフルオロメチルピリジン
-2-イルオキシ)フェニルメチル；
2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]アクリル酸3-(2-クロロ-6-フルオロ-4-トリフ
ルオロメチルフェノキシ)フェニルメチル；
2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]アクリル酸4-(2-クロロ-6-フルオロ-4-トリフ
ルオロメチルフェノキシ)フェニルメチル；
2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]アクリル酸3-(2,6-ジクロロ-4-トリフルオロ
メチルフェノキシ)フェニルメチル；
2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]アクリル酸4-(2,6-ジクロロ-4-トリフルオロ
メチルフェノキシ)フェニルメチル；
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2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]アクリル酸4-クロロフェニル；
2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]アクリル酸3-クロロフェニル；
2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]アクリル酸2-クロロフェニル；
2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]アクリル酸4-フルオロフェニル；
2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]アクリル酸3-トリフルオロメチルフェニル；
2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]アクリル酸2,3-ジクロロフェニル；
2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]アクリル酸2,4-ジクロロフェニル；
2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]アクリル酸2,6-ジクロロフェニル；
2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]アクリル酸3,4-ジクロロフェニル；
2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]アクリル酸2,3-ジフルオロフェニル；
2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]アクリル酸2,4-ジフルオロフェニル；
2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]アクリル酸3,4-ジフルオロフェニル；
2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]アクリル酸2,6-ジフルオロフェニル；
2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]アクリル酸2,5-ジフルオロフェニル；
2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]アクリル酸4-クロロ-3-フルオロフェニル；
2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]アクリル酸4-クロロ-2-フルオロフェニル；
2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]アクリル酸4-メトキシフェニル；
2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]アクリル酸4-フェノキシフェニル；
2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]アクリル酸4-メチルフェニル；
2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]アクリル酸3-(5-クロロピリジン-2-イルオキ
シ)フェニルメチル；
2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]アクリル酸3-(5-トリフルオロメチルピリジン
-2-イルオキシ)フェニルメチル；および
2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]アクリル酸4-(5-トリフルオロメチルピリジン
-2-イルオキシ)フェニルメチル；
からなる群より選択される式Iの化合物を含む、請求項1～11のいずれか1項に記載の混合
物。
【請求項１３】
　以下の化合物：
2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]アクリル酸(3-トリフルオロメチルフェニル)
メチル；
2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]-3-フェニルアクリル酸(3-トリフルオロメチ
ルフェニル)メチル；
およびそれらの塩からなる群より選択される式Iの化合物を含む、請求項1～12のいずれか
1項に記載の混合物。
【請求項１４】
　化合物IIとしてカルベンダジム、シアゾファミド、エポキシコナゾール、フルキンコナ
ゾール、メトコナゾール、プロピコナゾール、プロチオコナゾール、テブコナゾール、ト
リチコナゾールおよびプロクロラズから選択される活性化合物を含む、請求項1～13のい
ずれか1項に記載の混合物。
【請求項１５】
　化合物IIとしてアゾキシストロビン、トリフロキシストロビン、クレソキシム-メチル
、ジモキシストロビン、オリサストロビン、ピコキシストロビン、ピラクロストロビン、
エネストロブリンおよびメトミノストロビンから選択される活性化合物を含む、請求項1
～13のいずれか1項に記載の混合物。
【請求項１６】
　化合物IIとしてボスカリド、メタラキシル、メタラキシル-Mおよびジメトモルフから選
択される活性化合物を含む、請求項1～13のいずれか1項に記載の混合物。
【請求項１７】
　化合物IIとしてカプタン、シプロジニル、ピリメタニル、フェンプロピモルフ、トリデ
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モルフ、フェンプロピジンおよびイプロジオンから選択される活性化合物を含む、請求項
1～13のいずれか1項に記載の混合物。
【請求項１８】
　化合物IIとしてマンコゼブ、マネブ、メタム、メチラム、チラム、チオファネート-メ
チル、フルベンチアバリカルブ(ベンチアバリカルブ)、プロピネブおよびイプロバリカル
ブから選択される活性化合物を含む、請求項1～13のいずれか1項に記載の混合物。
【請求項１９】
　化合物IIとしてドジン、ジチアノン、ホセチル-アルミニウム、亜リン酸とその塩、ク
ロロタロニル、メトラフェノンおよびスピロキサミンから選択される活性化合物を含む、
請求項1～13のいずれか1項に記載の混合物。
【請求項２０】
　化合物IIとしてボスカリド、プロピネブ、カプタン、エポキシコナゾール、ベンチアバ
リカルブ、イプロバリカルブ、シアゾファミド、ピリメタニルおよびピラクロストロビン
から選択される活性化合物を含む、請求項1～13のいずれか1項に記載の混合物。
【請求項２１】
　殺虫化合物をさらに含む、請求項1～20のいずれか1項に記載の混合物。
【請求項２２】
　殺虫化合物がピレスロイド、特にα-シペルメトリン、ならびにニコチン受容体アゴニ
スト/アンタゴニスト化合物、特にアセタミプリド、クロチアニジン、ジノテフラン、イ
ミダクロプリド、チアメトキサム、ニテンピラムおよびチアクロプリドから選択される、
請求項21に記載の混合物。
【請求項２３】
　化合物Iおよび化合物IIを100：1～1：100の重量比で含む、請求項1～22のいずれか1項
に記載の混合物。
【請求項２４】
　液体または固体の担体と、少なくとも2種の殺菌活性成分とを含んでなる殺菌組成物で
あって、少なくとも2種の殺菌活性成分が請求項1～23のいずれか1項に記載の混合物であ
る、上記殺菌組成物。
【請求項２５】
　有害な植物病原菌類、その生育場所もしくは該病原菌類の攻撃から保護すべき植物、土
壌または種子を、有効量の請求項1～23のいずれか1項に記載の混合物で処理することを含
んでなる、有害な植物病原菌類の防除方法。
【請求項２６】
　請求項1～23のいずれか1項に記載の混合物を5g/ha～2000g/haの量で施用する、請求項2
5に記載の方法。
【請求項２７】
　請求項1～23のいずれかで定義した化合物Iおよび化合物IIを同時に、すなわち一緒にも
しくは別々に、または連続して施用する、請求項25または26に記載の方法。
【請求項２８】
　種子を殺菌的に有効な量の請求項1～23のいずれか1項に記載の混合物と接触させること
を含んでなる、種子の保護方法。
【請求項２９】
　請求項1～23のいずれか1項に記載の混合物を種子100kgあたり0.01g～10kgの量で施用す
る、請求項28に記載の方法。
【請求項３０】
　種子100kgあたり0.1g～10kgの量の請求項1～23のいずれか1項に記載の混合物を含む種
子。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、少なくとも1種の置換2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]アクリル酸
エステル化合物と、少なくとも1種のさらなる殺菌活性化合物とを含んでなる殺菌活性化
合物類の混合物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　殺菌防除の分野で生起する1つの典型的な問題は、有害生物の効果的な防除を可能にす
る一方で、好ましくない環境への影響または毒物学的な影響を少なくするかまたは回避す
るために、活性成分の施用量を減らす必要があることである。
【０００３】
　直面する別の問題は、広範囲の菌類に対して有効な殺菌剤を入手できるようにする必要
があることである。
【０００４】
　さらに、ノックダウン活性と長期的防除とを兼ね備えた、すなわち迅速な作用と長期に
わたる作用とを兼ね備えた、殺菌剤の必要性が存在する。
【０００５】
　殺菌剤の使用に伴って生じるさらなる問題は、個々の殺菌化合物のみを排他的に繰り返
し使用すると、しばしば、その活性化合物に対して自然耐性または適応耐性を獲得した有
害菌類が速やかに選択されてしまうことである。通常、そのような菌株は同じ作用機構を
もつ他の活性成分に対しても交差耐性を示す。その結果、そうした活性化合物による病原
菌の効果的な防除はもはや望めない。しかしながら、新たな作用機構を有する活性成分の
開発は困難であり、また、費用もかかる。
【０００６】
　本発明の根底にあるもう一つの問題は、植物を改善する組成物への要望であり、その改
善プロセスは一般的に、そして以後、「植物の健康」(plant health)と称される。「植物
の健康」という用語には、菌類の防除と関係のない、さまざまな種類の植物の改善が含ま
れる。例えば、列挙しうる有利な性質は、以下を含む改善された作物の特性である：出芽
、収穫高、タンパク質含量、油含量、デンプン含量、より発達した根系（根の成長促進）
、ストレス耐性の向上（例えば、渇水、高温、塩、紫外線、水、低温に対する耐性）、エ
チレンの減少（生産の減少および/または感受性の抑制）、分げつ性(tillering)の増加、
植物丈の伸長、より大きな葉身、根元から出た葉の枯死の減少、より頑丈な分げつ枝(til
lers)、緑色がより濃い葉、色素含量、光合成作用、必要とされる（肥料、水などの）投
入量の減少、必要とされる種子の減少、より繁殖力のある分げつ枝、早期開花、穀実の早
期成熟、植物倒伏の減少、シュートの成長促進、植物活力の増進、植物立性の向上、良好
な早期発芽、または当業者によく知られた他の有利な性質。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　したがって、本発明の目的は、施用量を減少させる問題および/または活性スペクトル
を増強する問題および/またはノックダウン活性と長期的防除とを兼ね備える問題および/
または耐性管理に対する問題および/または植物の健康を促進する問題を解決する殺菌混
合物を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明者らは、驚いたことに、これらの目的が、以下で定義する式Iの特定の殺菌性β-
ヒドロキシ-α-メチレン-3-ピリジンプロパン酸エステル（WO2005/115148に開示される）
を特定の他の殺菌活性化合物IIと組み合わせることにより、部分的にまたは全体的に達成
されることを見い出した。
【０００９】
　特に、以下で定義する式Iの化合物と以下で定義する化合物IIとの混合物は、個々の化
合物によりなし得る防除率と比較して、菌類に対し著しく改善された作用を示し、そして
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/または、植物、植物の一部分、種子、もしくはそれらの生育場所に施用したとき、植物
の健康を改善するのに適していることが見い出された。
【００１０】
　本発明の混合物の作用は、その混合物中に存在する活性化合物単独の殺菌作用および/
または植物健康増進作用をはるかに超えることが判明した。
【００１１】
　さらに、本発明者らは、化合物Iと化合物IIの同時（すなわち、一緒または別々の）施
用、あるいは化合物Iと化合物IIの逐次施用が、個々の化合物によりなし得る防除率と比
較して、向上した有害菌類の防除を可能にすることを見い出した（相乗効果を示す混合物
）。
【００１２】
　したがって、本発明は、活性成分として、
1)　少なくとも1種の、式Iの置換2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]アクリル酸
エステル化合物：

【化１】

【００１３】
［式中、
　R1は、H、C1-C6-アルキル、C1-C6-アルコキシ-C1-C6-アルキル、C1-C6-ハロアルキル、
アリールまたはヘテロアリールであり、ここで最後の2個の基の環状部分は非置換である
か、またはハロゲン、C1-C4-アルキル、C2-C4-アルキニル、C1-C4-ハロアルキル、C1-C4-
アルコキシ、C1-C4-アルキルチオ、C1-C4-ハロアルコキシ、シアノおよびニトロから選択
される1、2または3個の基で置換され、
　Aは、共有結合またはC1-C4-アルキレンであり、ここでC1-C4-アルキレンは非置換であ
るか、またはC1-C4-アルキル、C1-C4-ハロアルキル、C1-C4-アルコキシおよびシアノから
選択される置換基をもつことができ、
　Arは、アリールまたはヘテロアリールであり、ここで芳香族基の環状部分は非置換であ
るか、1、2、3、4または5個の基Raで置換され、ここで基Raは同一でも異なっていてもよ
く、ハロゲン、C1-C4-アルキル、C2-C4-アルケニル、C2-C4-アルキニル、C1-C4-ハロアル
キル、C1-C4-アルコキシ、C1-C4-アルキルチオ、C1-C4-ハロアルコキシ、C1-C4-ハロアル
キルチオ、シアノ、ニトロ、アリール、ヘタリール、アリールオキシ、ヘタリールオキシ
、アリールオキシ-C1-C4-アルキルおよびヘタリールオキシ-C1-C4-アルキルから選択され
、ここで最後に挙げた6個の基の環状部分は非置換であるか、またはハロゲン、C1-C4-ア
ルキル、C1-C4-ハロアルキル、C1-C4-アルコキシ、C1-C4-アルキルチオ、C1-C4-ハロアル
コキシ、シアノおよびニトロから選択される1、2または3個の基で置換される］
またはその塩；
および
2)　少なくとも1種の、以下のA)～F)から選択される殺菌化合物II：
　　A) アザコナゾール(azaconazole)、ジニコナゾール-M(diniconazole-M)、オキスポコ
ナゾール(oxpoconazol)、ウニコナゾール(uniconazole)、1-(4-クロロ-フェニル)-2-([1,
2,4]トリアゾール-1-イル)-シクロヘプタノール、イマザリル(imazalil)硫酸塩、ビテル
タノール(bitertanole)、ブロムコナゾール(bromuconazole)、シプロコナゾール(cyproco
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nazole)、ジフェノコナゾール(difenoconazole)、ジニコナゾール(diniconazole)、エニ
ルコナゾール(enilconazole)、エポキシコナゾール(epoxiconazole)、フェンブコナゾー
ル(fenbuconazole)、フルシラゾール(flusilazole)、フルキンコナゾール(fluquinconazo
le)、フルトリアホール(flutriafol)、ヘキサコナゾール(hexaconazole)、イミベンコナ
ゾール(imibenconazole)、イプコナゾール(ipconazole)、メトコナゾール(metconazole)
、ミクロブタニル(myclobutanil)、パクロブトラゾール(paclobutrazol)、ペンコナゾー
ル(penconazole)、プロピコナゾール(propiconazole)、プロチオコナゾール(prothiocona
zole)、シメコナゾール(simeconazole)、テブコナゾール(tebuconazole)、テトラコナゾ
ール(tetraconazole)、ウニコナゾール-P、トリアジメノール(triadimenol)、トリアジメ
ホン(triadimefon)、トリチコナゾール(triticonazole)、シアゾファミド(cyazofamid)、
イマザリル、ペフラゾエート(pefurazoate)、プロクロラズ(prochloraz)、トリフルミゾ
ール(triflumizol)、ベノミル(benomyl)、カルベンダジム(carbendazim)、フベリダゾー
ル(fuberidazole)、チアベンダゾール(thiabendazole)、エタボキサム(ethaboxam)、エト
リジアゾール(etridiazole)、ヒメキサゾール(hymexazole)、および1-(4-クロロ-フェニ
ル)-1-(プロピン-2-イルオキシ)-3-(4-(3,4-ジメトキシ-フェニル)-イソオキサゾール-5-
イル)-プロパン-2-オンからなる群より選択されるアゾール系；
　　B) 2-(2-(6-(3-クロロ-2-メチル-フェノキシ)-5-フルオロ-ピリミジン-4-イルオキシ
)-フェニル)-2-メトキシイミノ-N-メチル-アセトアミド、3-メトキシ-2-(2-(N-(4-メトキ
シ-フェニル)-シクロプロパン-カルボキシイミドイルスルファニルメチル)-フェニル)-ア
クリル酸メチルエステル、アゾキシストロビン(azoxystrobin)、ジモキシストロビン(dim
oxystrobin)、エネストロブリン(enestroburin)、フルオキサストロビン(fluoxastrobin)
、クレソキシム-メチル(kresoxim-methyl)、メトミノストロビン(metominostrobin)、オ
リサストロビン(orysastrobin)、ピコキシストロビン(picoxystrobin)、ピラクロストロ
ビン(pyraclostrobin)、トリフロキシストロビン(trifloxystrobin)、(2-クロロ-5-[1-(3
-メチルベンジルオキシイミノ)エチル]ベンジル)カルバミン酸メチル、(2-クロロ-5-[1-(
6-メチルピリジン-2-イルメトキシイミノ)エチル]ベンジル)カルバミン酸メチル、および
2-(オルト-((2,5-ジメチルフェニルオキシメチレン)フェニル)-3-メトキシアクリル酸メ
チルからなる群より選択されるストロビルリン系；
　　C) ベナラキシル-M (benalaxyl-M)、2-アミノ-4-メチル-チアゾール-5-カルボン酸ア
ニリド、2-クロロ-N-(1,1,3-トリメチル-インダン-4-イル)-ニコチンアミド、N-(2-(1,3-
ジメチルブチル)-フェニル)-1,3-ジメチル-5-フルオロ-1H-ピラゾール-4-カルボン酸アミ
ド、N-(4'-クロロ-3',5-ジフルオロ-ビフェニル-2-イル)-3-ジフルオロメチル-1-メチル-
1H-ピラゾール-4-カルボン酸アミド、N-(4'-クロロ-3',5-ジフルオロ-ビフェニル-2-イル
)-3-トリフルオロメチル-1-メチル-1H-ピラゾール-4-カルボン酸アミド、N-(3',4'-ジク
ロロ-5-フルオロ-ビフェニル-2-イル)-3-トリフルオロメチル-1-メチル-1H-ピラゾール-4
-カルボン酸アミド、N-(3',5-ジフルオロ-4'-メチル-ビフェニル-2-イル)-3-ジフルオロ
メチル-1-メチル-1H-ピラゾール-4-カルボン酸アミド、N-(3',5-ジフルオロ-4'-メチル-
ビフェニル-2-イル)-3-トリフルオロメチル-1-メチル-1H-ピラゾール-4-カルボン酸アミ
ド、N-(cis-2-ビシクロプロピル-2-イル-フェニル)-3-ジフルオロメチル-1-メチル-1H-ピ
ラゾール-4-カルボン酸アミド、N-(trans-2-ビシクロプロピル-2-イル-フェニル)-3-ジフ
ルオロメチル-1-メチル-1H-ピラゾール-4-カルボン酸アミド、フルオピラム(fluopyram)
、N-(3-エチル-3,5,5-トリメチル-シクロヘキシル)-3-ホルミルアミノ-2-ヒドロキシ-ベ
ンズアミド、オキシテトラサイクリン(oxytetracyclin)、シルチオファム(silthiofam)、
N-(6-メトキシ-ピリジン-3-イル)シクロプロパンカルボン酸アミド、カルボキシン(carbo
xin)、ベナラキシル(benalaxyl)、ボスカリド(boscalid)、フェンヘキサミド(fenhexamid
)、フルトラニル(flutolanil)、フラメトピル(furametpyr)、メプロニル(mepronil)、メ
タラキシル(metalaxyl)、メフェノキサム(mefenoxam)、オフレース(ofurace)、オキサジ
キシル(oxadixyl)、オキシカルボキシン(oxycarboxin)、ペンチオピラド(penthiopyrad)
、チフルザミド(thifluzamide)、チアジニル(tiadinil)、N-(4'-ブロモビフェニル-2-イ
ル)-4-ジフルオロメチル-2-メチルチアゾール-5-カルボキサミド、N-(4'-トリフルオロメ
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チルビフェニル-2-イル)-4-ジフルオロメチル-2-メチルチアゾール-5-カルボキサミド、N
-(4'-クロロ-3'-フルオロビフェニル-2-イル)-4-ジフルオロメチル-2-メチルチアゾール-
5-カルボキサミド、N-(3',4'-ジクロロ-4-フルオロビフェニル-2-イル)-3-ジフルオロメ
チル-1-メチルピラゾール-4-カルボキサミド、N-(3',4'-ジクロロ-5-フルオロビフェニル
-2-イル)-3-ジフルオロメチル-1-メチルピラゾール-4-カルボキサミド、3,4-ジクロロ-N-
(2-シアノフェニル)イソチアゾール-5-カルボキサミド、N-(2',4'-ジフルオロビフェニル
-2-イル)-1-メチル-3-トリフルオロメチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド、N-(2',4'-
ジクロロビフェニル-2-イル)-1-メチル-3-トリフルオロメチル-1H-ピラゾール-4-カルボ
キサミド、N-(2',4'-ジフルオロビフェニル-2-イル)-3-ジフルオロメチル-1-メチル-1H-
ピラゾール-4-カルボキサミド、N-(2',4'-ジクロロビフェニル-2-イル)-3-ジフルオロメ
チル-1-メチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド、N-(2',5'-ジフルオロビフェニル-2-イ
ル)-1-メチル-3-トリフルオロメチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド、N-(2',5'-ジク
ロロビフェニル-2-イル)-1-メチル-3-トリフルオロメチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサ
ミド、N-(2',5'-ジフルオロビフェニル-2-イル)-3-ジフルオロメチル-1-メチル-1H-ピラ
ゾール-4-カルボキサミド、N-(2',5'-ジクロロビフェニル-2-イル)-3-ジフルオロメチル-
1-メチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド、N-(3',5'-ジフルオロビフェニル-2-イル)-1
-メチル-3-トリフルオロメチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド、N-(3',5'-ジクロロビ
フェニル-2-イル)-1-メチル-3-トリフルオロメチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド、N
-(3',5'-ジフルオロビフェニル-2-イル)-3-ジフルオロメチル-1-メチル-1H-ピラゾール-4
-カルボキサミド、N-(3',5'-ジクロロビフェニル-2-イル)-3-ジフルオロメチル-1-メチル
-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド、N-(3'-フルオロビフェニル-2-イル)-1-メチル-3-ト
リフルオロメチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド、N-(3'-クロロビフェニル-2-イル)-
1-メチル-3-トリフルオロメチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド、N-(3'-フルオロビフ
ェニル-2-イル)-3-ジフルオロメチル-1-メチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド、N-(3'
-クロロビフェニル-2-イル)-3-ジフルオロメチル-1-メチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサ
ミド、N-(2'-フルオロビフェニル-2-イル)-1-メチル-3-トリフルオロメチル-1H-ピラゾー
ル-4-カルボキサミド、N-(2'-クロロビフェニル-2-イル)-1-メチル-3-トリフルオロメチ
ル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド、N-(2'-フルオロビフェニル-2-イル)-3-ジフルオロ
メチル-1-メチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド、N-(2'-クロロビフェニル-2-イル)-3
-ジフルオロメチル-1-メチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド、N-(2'-フルオロ-4'-ク
ロロ-5'-メチルビフェニル-2-イル)-1-メチル-3-トリフルオロメチル-1H-ピラゾール-4-
カルボキサミド、N-(3',4',5'-トリフルオロビフェニル-2-イル)-1-メチル-3-トリフルオ
ロメチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド、N-(3',4',5'-トリフルオロビフェニル-2-イ
ル)-1-メチル-3-ジフルオロメチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド、N-(2',4',5'-トリ
フルオロビフェニル-2-イル)-1-メチル-3-ジフルオロメチル-1H-ピラゾール-4-カルボキ
サミド、N-(3',4',5'-トリフルオロビフェニル-2-イル)-3-クロロフルオロメチル-1-メチ
ル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド、N-[2-(1,1,2,3,3,3-ヘキサフルオロプロポキシ)フ
ェニル]-1-メチル-3-トリフルオロメチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド、N-[2-(1,1,
2,3,3,3-ヘキサフルオロプロポキシ)-フェニル]-3-ジフルオロメチル-1-メチル-1H-ピラ
ゾール-4-カルボキサミド、N-[2-(2-クロロ-1,1,2-トリフルオロエトキシ)フェニル]-1-
メチル-3-トリフルオロメチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド、N-[2-(2-クロロ-1,1,2
-トリフルオロエトキシ)フェニル]-3-ジフルオロメチル-1-メチル-1H-ピラゾール-4-カル
ボキサミド、N-[2-(1,1,2,2-テトラフルオロエトキシ)フェニル]-3-ジフルオロメチル-1-
メチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド、N-[2-(1,1,2,2-テトラフルオロエトキシ)フェ
ニル]-1-メチル-3-トリフルオロメチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド、N-(4'-(トリ
フルオロメチルチオ)ビフェニル-2-イル)-3-ジフルオロメチル-1-メチル-1H-ピラゾール-
4-カルボキサミド、N-(4'-(トリフルオロメチルチオ)ビフェニル-2-イル)-1-メチル-3-ト
リフルオロメチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド、ジメトモルフ(dimethomorph)、フ
ルモルフ(flumorph)、フルメトベル(flumetover)、フルオピコリド(fluopicolide)(ピコ
ベンザミド(picobenzamid))、ゾキサミド(zoxamide)、カルプロパミド(carpropamid)、ジ



(17) JP 2011-503155 A 2011.1.27

10

20

30

40

50

クロシメット(diclocymet)、マンジプロパミド(mandipropamid)、N-(2-{4-[3-(4-クロロ
フェニル)プロパ-2-イニルオキシ]-3-メトキシフェニル}エチル)-2-メタンスルホニルア
ミノ-3-メチルブチルアミド、およびN-(2-{4-[3-(4-クロロフェニル)-プロパ-2-イニルオ
キシ]-3-メトキシフェニル}エチル)-2-エタンスルホニルアミノ-3-メチル-ブチルアミド
からなる群より選択されるカルボキサミド系；
　　D) 2,3,5,6-テトラクロロ-4-メタンスルホニル-ピリジン、3,4,5-トリクロロピリジ
ン-2,6-ジ-カルボニトリル、N-(1-(5-ブロモ-3-クロロピリジン-2-イル)-エチル)-2,4-ジ
クロロニコチンアミド、N-[(5-ブロモ-3-クロロピリジン-2-イル)-メチル]-2,4-ジクロロ
ニコチンアミド、ジフルメトリム(diflumetorim)、ニトラピリン(nitrapyrin)、ドデモル
フ酢酸塩(dodemorph acetate)、フルオロイミド(fluoroimid)、ブラスチシジン-S (blast
icidin-S)、キノメチオネート(chinomethionat)、デバカルブ(debacarb)、ジフェンゾク
アット(difenzoquat)、ジフェンゾクアット-メチルスルファート、オキソリン酸(oxolini
c acid)、ピペラリン(piperalin)、フルアジナム(fluazinam)、ピリフェノックス(pyrife
nox)、ブピリメート(bupirimate)、シプロジニル(cyprodinil)、フェナリモル(fenarimol
)、フェリムゾン(ferimzone)、メパニピリム(mepanipyrim)、ヌアリモル(nuarimol)、ピ
リメタニル(pyrimethanil)、トリホリン(triforine)、フェンピクロニル(fenpiclonil)、
フルジオキソニル(fludioxonil)、アルジモルフ(aldimorph)、ドデモルフ(dodemorph)、
フェンプロピモルフ(fenpropimorph)、トリデモルフ(tridemorph)、フェンプロピジン(fe
npropidin)、イプロジオン(iprodione)、プロシミドン(procymidone)、ビンクロゾリン(v
inclozolin)、ファモキサドン(famoxadone)、フェナミドン(fenamidone)、オクチリノン(
octhilinone)、プロベナゾール(probenazole)、アミスルブロム(amisulbrom)、アニラジ
ン(anilazine)、ジクロメジン(diclomezine)、ピロキロン(pyroquilon)、プロキナジド(p
roquinazid)、トリシクラゾール(tricyclazole)、2-ブトキシ-6-ヨード-3-プロピルクロ
メン-4-オン、アシベンゾラル-S-メチル(acibenzolar-S-methyl)、カプタホール(captafo
l)、カプタン(captan)、ダゾメット(dazomet)、フォルペット(folpet)、フェノキサニル(
fenoxanil)、キノキシフェン(quinoxyfen)、3-[5-(4-クロロフェニル)-2,3-ジメチルイソ
オキサゾリジン-3-イル]ピリジン、5-クロロ-7-(4-メチルピペリジン-1-イル)-6-(2,4,6-
トリフルオロフェニル)-[1,2,4]トリアゾロ[1,5-a]ピリミジン、6-(3,4-ジクロロフェニ
ル)-5-メチル-[1,2,4]トリアゾロ[1,5-a]ピリミジン-7-イルアミン、6-(4-tert-ブチルフ
ェニル)-5-メチル-[1,2,4]トリアゾロ[1,5-a]ピリミジン-7-イルアミン、5-メチル-6-(3,
5,5-トリメチルヘキシル)-[1,2,4]トリアゾロ[1,5-a]ピリミジン-7-イルアミン、5-メチ
ル-6-オクチル-[1,2,4]トリアゾロ[1,5-a]ピリミジン-7-イルアミン、6-メチル-5-オクチ
ル-[1,2,4]トリアゾロ[1,5-a]ピリミジン-7-イルアミン、6-エチル-5-オクチル-[1,2,4]
トリアゾロ[1,5-a]ピリミジン-7-イルアミン、5-エチル-6-オクチル-[1,2,4]トリアゾロ[
1,5-a]ピリミジン-7-イルアミン、5-エチル-6-(3,5,5-トリメチルヘキシル)-[1,2,4]トリ
アゾロ[1,5-a]ピリミジン-7-イルアミン、6-オクチル-5-プロピル-[1,2,4]トリアゾロ[1,
5-a]ピリミジン-7-イルアミン、5-メトキシメチル-6-オクチル-[1,2,4]トリアゾロ[1,5-a
]ピリミジン-7-イルアミン、6-オクチル-5-トリフルオロメチル-[1,2,4]トリアゾロ[1,5-
a]ピリミジン-7-イルアミン、および5-トリフルオロメチル-6-(3,5,5-トリメチルヘキシ
ル)-[1,2,4]トリアゾロ[1,5-a]ピリミジン-7-イルアミンからなる群より選択される複素
環式化合物；
　　E) メタスルホカルブ(methasulphocarb)、プロパモカルブ塩酸塩(propamocarb hydro
chlorid)、マンコゼブ(mancozeb)、マネブ(maneb)、メタム(metam)、メチラム(metiram)
、フェルバム(ferbam)、プロピネブ(propineb)、チラム(thiram)、ジネブ(zineb)、ジラ
ム(ziram)、チオファネート-メチル(thiophanate-methyl)、ジエトフェンカルブ(diethof
encarb)、イプロバリカルブ(iprovalicarb)、フルベンチアバリカルブ(flubenthiavalica
rb)(ベンチアバリカルブ(benthiavalicarb))、プロパモカルブ(propamocarb)、N-(1-(1-(
4-シアノフェニル)エタンスルホニル)-ブタ-2-イル)カルバミン酸4-フルオロフェニル、
および3-(4-クロロフェニル)-3-(2-イソプロポキシカルボニルアミノ-3-メチルブチリル
アミノ)プロパン酸メチルからなる群より選択されるカルバメート系；
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ならびに
　　F) グアニジン系：ドジン(dodine)、イミノクタジン(iminoctadine)、グアザチン(gu
azatine)、ドジン遊離塩基、グアザチン酢酸塩(guazatine-acetate)、イミノクタジン三
酢酸塩、
抗生物質系：カスガマイシン、ストレプトマイシン、ポリオキシン、バリダマイシンA、
ニトロフェニル誘導体：ビナパクリル(binapacryl)、ジノカップ(dinocap)、ジノブトン(
dinobuton)、
硫黄含有複素環式化合物：ジチアノン(dithianon)、イソプロチオラン(isoprothiolane)
、
有機金属化合物：フェンチン塩、例えばフェンチンアセタート、
有機リン化合物：エジフェンホス(edifenphos)、イプロベンホス(iprobenfos)、ホセチル
(fosetyl)、ホセチル-アルミニウム、亜リン酸とその塩、ピラゾフォス(pyrazophos)、ト
ルクロホス-メチル(tolclofos-methyl)、
有機塩素化合物：クロロタロニル(chlorothalonil)、ジクロフルアニド(dichlofluanid)
、フルスルファミド(flusulfamide)、ヘキサクロロベンゼン、フタリド、ペンシクロン(p
encycuron)、キントゼン(quintozene)、トリルフルアニド(tolylfluanid)、
無機活性化合物：ボルドー液、酢酸銅、水酸化銅、オキシ塩化銅、塩基性硫酸銅、硫黄、
その他：シフルフェナミド(cyflufenamid)、シモキサニル(cymoxanil)、ジメチリモール(
dimethirimol)、エチリモール(ethirimol)、フララキシル(furalaxyl)、メトラフェノン(
metrafenone)、スピロキサミン(spiroxamine)、イミノクタジントリスアルベシル酸塩(im
inoctadine-tris(albesilate))、カスガマイシン塩酸塩水和物、ジクロロフェン、ペンタ
クロロフェノールとその塩、N-(4-クロロ-2-ニトロ-フェニル)-N-エチル-4-メチル-ベン
ゼンスルホンアミド、ジクロラン(dicloran)、ニトロタール-イソプロピル、テクナゼン(
tecnazen)、ビフェニル、ブロノポール(bronopol)、ジフェニルアミン、ミルジオマイシ
ン(mildiomycin)、オキシン-銅、プロヘキサジオンカルシウム、N-(シクロプロピルメト
キシイミノ-(6-ジフルオロ-メトキシ-2,3-ジフルオロ-フェニル)-メチル)-2-フェニルア
セトアミド、N'-(4-(4-クロロ-3-トリフルオロメチル-フェノキシ)-2,5-ジメチル-フェニ
ル)-N-エチル-N-メチルホルムアミジン、N'-(4-(4-フルオロ-3-トリフルオロメチル-フェ
ノキシ)-2,5-ジメチル-フェニル)-N-エチル-N-メチルホルムアミジン、N'-(2-メチル-5-
トリフルオロメチル-4-(3-トリメチルシラニル-プロポキシ)-フェニル)-N-エチル-N-メチ
ルホルムアミジン、およびN'-(5-ジフルオロメチル-2-メチル-4-(3-トリメチルシラニル-
プロポキシ)-フェニル)-N-エチル-N-メチルホルムアミジン、
からなる群より選択される他の活性化合物；
を相乗的に有効な相対量で含んでなる、殺菌活性成分の混合物に関する。
【００１４】
　本発明はまた、本発明の混合物を用いて有害菌類を防除する方法、前記混合物を調製す
るための化合物Iおよび活性化合物IIの使用、ならびに前記混合物を含む組成物に関する
。
【００１５】
　本発明はさらに、植物の健康を改善するための、相乗的に増強された作用を有する植物
保護活性成分の混合物、ならびにそのような本発明の混合物を植物に施用する方法に関す
る。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　本明細書に記載する化合物、および場合によりそれらの全ての異性体は、塩の形で用い
ることができる。化合物Iの一部は塩基性中心をもつため、それらは例えば酸付加塩を形
成しうる。酸付加塩は、例えば、鉱酸（典型的には、硫酸、リン酸、ハロゲン化水素酸）
、有機カルボン酸（典型的には、酢酸、シュウ酸、マロン酸、マレイン酸、フマル酸、フ
タル酸）、ヒドロキシカルボン酸（典型的には、アスコルビン酸、乳酸、リンゴ酸、酒石
酸、クエン酸）、安息香酸、または有機スルホン酸（典型的には、メタンスルホン酸、p-



(19) JP 2011-503155 A 2011.1.27

10

20

30

40

50

トルエンスルホン酸）を用いて形成される。少なくとも1個の酸性基を用いて、式Iの化合
物は塩基との塩を形成することもできる。適当な塩基との塩は、例えば、金属塩（典型的
には、アルカリ金属塩、またはアルカリ土類金属塩、例えば、ナトリウム塩、カリウム塩
、マグネシウム塩）、またはアンモニアもしくは有機アミン（例えば、モルホリン、ピペ
リジン、ピロリジン、モノ-、ジ-またはトリアルキルアミン、典型的には、エチルアミン
、ジエチルアミン、トリエチルアミンまたはジメチルプロピルアミン、あるいはモノ-、
ジ-またはトリヒドロキシアルキルアミン、典型的には、モノ-、ジ-またはトリエタノー
ルアミン）との塩である。適切な場合には、相当する内部塩の形成も可能である。本発明
の範囲内においては、農薬として許容される塩が好適である。
【００１７】
　Cn-Cmは、各置換基または置換基の各部分の炭素原子数を示す。
【００１８】
　本明細書中で用いる「ハロ」または「ハロゲン」はCl、Br、IまたはFをさす。
【００１９】
　本明細書中で用いる「シアノ」はCN基をさす。
【００２０】
　本明細書中で用いる「アルキル」とは、直鎖状または分岐鎖状でありうる炭素原子数1
～6、特に1～4の飽和炭化水素基（例えば、エチル、イソプロピル、t-アミル、またはヘ
キシル）をさす。この定義は、アルキルという用語を単独で用いる場合と、「ハロアルキ
ル」、「アルコキシ」、「アルコキシアルキル」、「アルキルチオ」および同様の語のよ
うに、複合語の一部として用いる場合のいずれにも当てはまる。ある実施形態において、
好ましいアルキル基は炭素原子数1～4のアルキル基である。
【００２１】
　本明細書中で用いる「アルキレン」とは、直鎖状の2価飽和炭化水素基をさす。アルキ
レンは非置換であるか、またはC1-C4-アルキル、C1-C4-ハロアルキル、C1-C4-アルコキシ
およびシアノから選択される置換基を有していてよい。アルキレンの代表的な例としては
、限定するものではないが、メチレン(CH2)、1,1-エタンジイル、1,2-エタンジイル、1,1
-プロパンジイル、1,2-プロパンジイル、1,3-プロパンジイル、1,1-ブタンジイル、1,2-
ブタンジイル、1,3-ブタンジイル、2,3-ブタンジイルまたは1,4-ブタンジイルが挙げられ
る。
【００２２】
　本明細書中で用いる「ハロアルキル」とは、アルキル基の一部または全部の水素原子が
ハロゲン原子（特に、フッ素または塩素原子）で置き換えられている、本明細書中で定義
したとおりのアルキルをさす。ハロアルキルの代表的な例としては、限定するものではな
いが、クロロメチル、2-フルオロエチル、フルオロメチル、ジフルオロメチル、トリフル
オロメチル、2,2,2-トリフルオロエチル、ペンタフルオロエチルなどが挙げられる。この
定義は、ハロアルキルという用語を単独で用いる場合と、「ハロアルキルオキシ」、「ハ
ロアルキルチオ」および同様の語のように、複合語の一部として用いる場合のいずれにも
当てはまる。ある実施形態において、好ましいハロアルキル基は炭素原子数1または2のも
のである。
【００２３】
　本明細書中で用いる「アルケニル」とは、2個の水素を除くことにより形成される炭素-
炭素二重結合を少なくとも1つ含む、炭素原子数2～6の直鎖状または分岐鎖状炭化水素基
をさす。「アルケニル」の代表的な例としては、限定するものではないが、エテニル、2-
プロペニル、2-メチル-2-プロペニル、3-ブテニル、4-ペンテニル、5-ヘキセニルなどが
挙げられる。本明細書中で用いる「低級アルケニル」はアルケニルの小集団であり、炭素
原子数2～4の直鎖状または分岐鎖状炭化水素基をさす。
【００２４】
　本明細書中で用いる「アルキニル」とは、少なくとも1つの炭素-炭素三重結合を含む、
炭素原子数2～6の直鎖状または分岐鎖状炭化水素基をさす。アルキニルの代表的な例とし
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ては、限定するものではないが、エチニル、1-プロピニル、2-プロピニル、3-ブチニル、
2-ペンチニル、1-ブチニルなどが挙げられる。本明細書中で用いる「低級アルキニル」は
アルキニルの小集団であり、炭素原子数2～4の直鎖状または分岐鎖状炭化水素基をさす。
【００２５】
　「アルコキシ」とは、分子の残りの部分に酸素原子を介して結合される、上記定義どお
りのアルキル基をさす（例えば、メトキシ、エトキシおよびt-ブトキシ）。
【００２６】
　本明細書中で用いる「アルキルチオ」とは、親分子の部分に硫黄原子を介して結合され
る、上記定義どおりのアルキル基をさす。アルキルチオの代表的な例としては、限定する
ものではないが、メチルチオ、エチルチオ、tert-ブチルチオなどが挙げられる。
【００２７】
　「ハロアルコキシ」とは、分子の残りの部分に酸素原子を介して結合される、上記定義
どおりのハロアルキル基をさす（例えば、2-フルオロエトキシ、フルオロメトキシ、ジフ
ルオロメトキシ、トリフルオロメトキシ、2,2,2-トリフルオロエトキシ、ペンタフルオロ
エトキシなど）。
【００２８】
　本明細書中で用いる「ハロアルキルチオ」とは、親分子の部分に硫黄原子を介して結合
される、上記定義どおりのハロアルキル基をさす。アルキルチオの代表的な例としては、
限定するものではないが、2-フルオロエチルチオ、フルオロメチルチオ、ジフルオロメチ
ルチオ、トリフルオロメチルチオ、2,2,2-トリフルオロエチルチオ、ペンタフルオロエチ
ルチオなどが挙げられる。
【００２９】
　「アリール」または「芳香環部分」とは、単一の環または複数の環でありうる芳香族炭
化水素置換基をさし、複数の環は一緒に縮合されているか、共有結合で連結されているか
、エチレンやメチレン部分のような共通の基に連結されている。アリールの代表的な例と
しては、アズレニル、インダニル、インデニル、ナフチル、フェニル、テトラヒドロナフ
チル、ビフェニル、ジフェニルメチル、2,2-ジフェニル-1-エチル、特にフェニルが挙げ
られる。
【００３０】
　「アリールオキシ」とは、分子の残りの部分に酸素原子を介して結合される、上記定義
どおりの芳香族炭化水素置換基をさす。アリールオキシの代表的な例としては、フェノキ
シ、ナフチルオキシ、テトラヒドロナフチルオキシ、特にフェニルオキシが挙げられる。
【００３１】
　「ヘテロアリール」または「ヘタリール」とは、1個以上、例えば1、2、3または4個の
環炭素原子がO、SまたはNのようなヘテロ原子で置き換えられている環状の芳香族基を意
味する。ヘテロアリール基が1個より多いヘテロ原子を含む場合、そのヘテロ原子は同じ
でも異なっていてもよい。ヘテロアリール基の例としては、ピリジル、ピリミジニル、イ
ミダゾリル、チエニル、フリル、ピラジニル、ピロリル、ベンゾフラニル、イソベンゾフ
ラニル、クロメニル、キサンテニル、インドリル、イソインドリル、インドリジニル、ト
リアゾリル、ピリダジニル、インダゾリル、キノリジニル、イソキノリル、キノリル、フ
タラジニル、ナフチリジニル、キノキサリニル、イソチアゾリル、ベンゾチアゾリル、ピ
リド[5,4-b]チアゾリルおよびベンゾ[b]チエニルが挙げられる。好ましいヘテロアリール
基は5および6員環であり、O、NおよびSから独立に選択される1～3個のヘテロ原子を含む
。
【００３２】
　「ヘタリールオキシ」とは、分子の残りの部分に酸素原子を介して結合される、上記定
義どおりのヘタリール置換基をさす。ヘタリールオキシの代表的な例としては、ピリジル
オキシ、ピリミジニルオキシ、チエニルオキシ、フリルオキシなどが挙げられる。
【００３３】
　「アリールオキシアルキル」とは、分子の残りの部分にO-アルキレン部分（例えば、O-
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CH2、O-CH(CH3)、O-CH2CH2、O-CH(CH3)CH2またはO-CH2-CH(CH3)-部分）により連結される
、上記定義どおりの芳香族炭化水素置換基をさす。アリールオキシアルキルの代表的な例
としては、フェノキシメチル、1-フェノキシエチル、2-フェノキシエチル、1-フェノキシ
プロピル、2-フェノキシプロピルおよび1-メチル-2-フェノキシエチルが挙げられる。
【００３４】
　「ヘタリールオキシアルキル」とは、分子の残りの部分にO-アルキレン部分（例えば、
O-CH2、O-CH(CH3)、O-CH2CH2、O-CH(CH3)CH2またはO-CH2-CH(CH3)-部分）により連結され
る、上記定義どおりのヘテロアリール置換基をさす。ヘタリールオキシアルキルの代表的
な例としては、ヘタリールオキシメチル、1-ヘタリールオキシエチル、2-ヘタリールオキ
シエチル、1-ヘタリールオキシプロピル、2-ヘタリールオキシプロピルおよび1-メチル-2
-ヘタリールオキシエチルが挙げられる。
【００３５】
　「農業上許容される塩」とは、その塩のカチオンが農業用または園芸用の塩を形成する
ことについて当技術分野で知られておりかつ認められている塩を意味する。好ましくは、
塩は水溶性である。
【００３６】
　R1が水素と異なる式Iの化合物は、E異性体I-EおよびZ異性体I-Zの形で存在することが
できる。本発明の混合物において、化合物Iは純粋なE異性体もしくはZ異性体として存在
してもよいし、または任意の比率のE異性体とZ異性体の混合物として存在してもよい。
【化２】

【００３７】
　式Iの化合物において、ヒドロキシル基をもつ炭素原子はキラリティーの中心である。
したがって、式Iの化合物はSエナンチオマーI-SおよびRエナンチオマーI-Rの形で存在す
ることができる。本発明の混合物において、化合物Iは純粋なSエナンチオマーもしくはR
エナンチオマーとして存在してもよいし、または任意の比率のSエナンチオマーとRエナン
チオマーの混合物として存在してもよい。
【化３】

【００３８】
　好ましい式Iの化合物は、R1、AおよびArが、それぞれ独立して、または好ましくは組み
合わせで、以下の意味の1つを有するものである：
　R1は、H、C1-C6-アルキル、フェニルまたはチエニルであり、ここで前記基の環状部分
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は非置換であるか、またはハロゲン、C1-C4-アルキル、C2-C4-アルキニル、C1-C4-ハロア
ルキル、C1-C4-アルコキシ、C1-C4-アルキルチオ、C1-C4-ハロアルコキシ、シアノおよび
ニトロから選択される、特にフルオロ、クロロ、メチル、メトキシ、ジフルオロメチルお
よびトリフルオロメチルから選択される、1、2または3個の基で置換される。R1は特に水
素、フェニル、3-クロロフェニル、4-クロロフェニル、3-フルオロフェニル、4-フルオロ
フェニル、4-メトキシフェニル、3,4-ジクロロフェニル、3,5-ジクロロフェニル、2,5-ジ
クロロフェニル、3,4-ジフルオロフェニル、3,5-ジフルオロフェニル、2,5-ジフルオロフ
ェニル、ベンゾチエン-2-イル、2-チエニル、5-クロロ-2-チエニル、3-メチル-2-チエニ
ル、5-メチル-2-チエニル、3-チエニル、2-メチル-3-チエニル、2-クロロ-3-チエニルお
よび4-メチル-3-チエニルから選択される。
【００３９】
　Aは、共有結合または特にCH2である；
　Arは、フェニルであり、該フェニルは非置換であるか、1、2または3個の上記定義どお
りの基Raで置換される。Raは特にハロゲン、C1-C4-アルキル、C2-C4-アルケニル、C2-C4-
アルキニル、C1-C4-ハロアルキル、C1-C4-アルコキシ、C1-C4-アルキルチオ、C1-C4-ハロ
アルコキシ、C1-C4-ハロアルキルチオ、シアノ、ニトロ、フェノキシおよびピリジルオキ
シから選択され、ここで最後に挙げた2個の基は非置換であるか、またはハロゲン、C1-C4
-アルキル、C1-C4-ハロアルキル、C1-C4-アルコキシ、C1-C4-ハロアルコキシ、シアノお
よびニトロから選択される、特にフルオロ、クロロ、ジフルオロメチルおよびトリフルオ
ロメチルから選択される、1、2または3個の基で置換される。Arは特にフッ素、塩素、ト
リフルオロメチル、メトキシ、トリフルオロメトキシ、フェノキシおよびピリジルオキシ
から選択される1または2個の基をもつフェニルから選択され、ここで最後に挙げた2個の
基は非置換であるか、またはフッ素、塩素およびトリフルオロメチルから選択される1ま
たは2個の基で置換される。Arの例としては、以下が挙げられる：フェニル、2-クロロフ
ェニル、3-クロロフェニル、4-クロロフェニル、2-メチルフェニル、3-メチルフェニル、
4-メチルフェニル、2,4-ジクロロフェニル、2,3-ジクロロフェニル、3,4-ジクロロフェニ
ル、2,6-ジクロロフェニル、2-クロロ-4-フルオロフェニル、2-フルオロフェニル、3-フ
ルオロフェニル、4-フルオロフェニル、2,4-ジフルオロフェニル、2,5-ジフルオロフェニ
ル、3,5-ジフルオロフェニル、3,4-ジフルオロフェニル、3-クロロ-4-フルオロフェニル
、4-クロロ-2-フルオロフェニル、2-クロロ-5-トリフルオロメチルフェニル、2-フルオロ
-4-トリフルオロメチルフェニル、2-フルオロ-5-トリフルオロメチルフェニル、3-フルオ
ロ-5-トリフルオロメチルフェニル、2-クロロ-3-トリフルオロメチルフェニル、4-フルオ
ロ-3-トリフルオロメチルフェニル、4-クロロ-3-トリフルオロメチルフェニル、3-クロロ
-4-メチルフェニル、2-トリフルオロメチルフェニル、3-トリフルオロメチルフェニル、4
-トリフルオロメチルフェニル、3-メトキシフ
ェニル、4-メトキシフェニル、3-トリフルオロメトキシフェニル、4-トリフルオロメトキ
シフェニル、4-クロロ-3,5-ジメチルフェニル、4-ブロモ-2,6-ジメチルフェニル、4-(4-
クロロフェノキシ)フェニル、4-フェノキシフェニル、3-(5-クロロピリジン-2-イル)オキ
シフェニル、3-(5-トリフルオロメチルピリジン-2-イル)オキシフェニル、4-(5-クロロピ
リジン-2-イル)オキシフェニル、4-(5-トリフルオロメチルピリジン-2-イル)オキシフェ
ニル、3-(2-クロロ-6-フルオロ-4-トリフルオロメチルフェノキシ)フェニル、4-(2-クロ
ロ-6-フルオロ-4-トリフルオロメチルフェノキシ)フェニル、3-(2,6-ジクロロ-4-トリフ
ルオロメチルフェノキシ)フェニル、4-(2,6-ジクロロ-4-トリフルオロメチルフェノキシ)
フェニル、2,3,4,5-テトラフルオロフェニルおよびペンタフルオロフェニル。
【００４０】
　本発明の特に好ましい実施形態は、AおよびArが先に定義したとおりであり、特に、好
ましい意味を有し、そしてR1が以下の意味の1つを有する式Iの化合物、その互変異性体ま
たは塩を含有する混合物に関する：
　R1は、水素またはC1-C6-アルキル、特に水素である。
【００４１】
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　本発明の別の特に好ましい実施形態は、AおよびArが先に定義したとおりであり、特に
、好ましい意味を有し、そしてR1が以下の意味の1つを有する式Iの化合物、その互変異性
体または塩を含有する混合物に関する：
　R1は、フェニルまたはチエニルであり、ここで前記基の環状部分は非置換であるか、ま
たはハロゲン、C1-C4-アルキル、C2-C4-アルキニル、C1-C4-ハロアルキル、C1-C4-アルコ
キシ、C1-C4-アルキルチオ、C1-C4-ハロアルコキシ、シアノおよびニトロから選択される
、特にフルオロ、クロロ、メチル、メトキシ、ジフルオロメチルおよびトリフルオロメチ
ルから選択される、1、2または3個の基で置換される。R1は特に水素、フェニル、3-クロ
ロフェニル、4-クロロフェニル、3-フルオロフェニル、4-フルオロフェニル、4-メトキシ
フェニル、3,4-ジクロロフェニル、3,5-ジクロロフェニル、2,5-ジクロロフェニル、3,4-
ジフルオロフェニル、3,5-ジフルオロフェニル、2,5-ジフルオロフェニル、ベンゾチエン
-2-イル、2-チエニル、5-クロロ-2-チエニル、3-メチル-2-チエニル、5-メチル-2-チエニ
ル、3-チエニル、2-メチル-3-チエニル、2-クロロ-3-チエニルおよび4-メチル-3-チエニ
ルから選択される。
【００４２】
　本発明の特に好ましい実施形態は、R1、AおよびArが以下の意味を有する式Iの化合物、
その互変異性体または塩を含有する混合物に関する：
　R1は、水素であり、
　Aは、共有結合または特にCH2であり、
　Arは、フェニルであり、該フェニルは非置換であるか、1、2または3個の上記定義どお
りの基Raで置換される。Raは特にハロゲン、C1-C4-アルキル、C2-C4-アルケニル、C2-C4-
アルキニル、C1-C4-ハロアルキル、C1-C4-アルコキシ、C1-C4-アルキルチオ、C1-C4-ハロ
アルコキシ、C1-C4-ハロアルキルチオ、シアノ、ニトロ、フェノキシおよびピリジルオキ
シから選択され、ここで最後に挙げた2個の基は非置換であるか、またはハロゲン、C1-C4
-アルキル、C1-C4-ハロアルキル、C1-C4-アルコキシ、C1-C4-ハロアルコキシ、シアノお
よびニトロから選択される、特にフルオロ、クロロ、ジフルオロメチルおよびトリフルオ
ロメチルから選択される、1、2または3個の基で置換される。Arは特にフッ素、塩素、ト
リフルオロメチル、メトキシ、トリフルオロメトキシ、フェノキシおよびピリジルオキシ
から選択される1または2個の基をもつフェニルから選択され、ここで最後に挙げた2個の
基は非置換であるか、またはフッ素、塩素およびトリフルオロメチルから選択される1ま
たは2個の基で置換される。Arの例としては、以下が挙げられる：フェニル、2-クロロフ
ェニル、3-クロロフェニル、4-クロロフェニル、2-メチルフェニル、3-メチルフェニル、
4-メチルフェニル、2,4-ジクロロフェニル、2,3-ジクロロフェニル、3,4-ジクロロフェニ
ル、2,6-ジクロロフェニル、2-クロロ-4-フルオロフェニル、2-フルオロフェニル、3-フ
ルオロフェニル、4-フルオロフェニル、2,4-ジフルオロフェニル、2,5-ジフルオロフェニ
ル、3,5-ジフルオロフェニル、3,4-ジフルオロフェニル、3-クロロ-4-フルオロフェニル
、4-クロロ-2-フルオロフェニル、2-クロロ-5-トリフルオロメチルフェニル、2-フルオロ
-4-トリフルオロメチルフェニル、2-フルオロ-5-トリフルオロメチルフェニル、3-フルオ
ロ-5-トリフルオロメチルフェニル、2-クロロ-3-トリフルオロメチルフェニル、4-フルオ
ロ-3-トリフルオロメチルフェニル、4-クロロ-3-トリフルオロメチルフェニル、3-クロロ
-4-メチルフェニル、2-トリフルオロメチルフェニル、3-トリフルオロメチルフェニル、4
-トリフルオロメチルフェニル、3-メトキシフ
ェニル、4-メトキシフェニル、3-トリフルオロメトキシフェニル、4-トリフルオロメトキ
シフェニル、4-クロロ-3,5-ジメチルフェニル、4-ブロモ-2,6-ジメチルフェニル、4-(4-
クロロフェノキシ)フェニル、4-フェノキシフェニル、3-(5-クロロピリジン-2-イル)オキ
シフェニル、3-(5-トリフルオロメチルピリジン-2-イル)オキシフェニル、4-(5-クロロピ
リジン-2-イル)オキシフェニル、4-(5-トリフルオロメチルピリジン-2-イル)オキシフェ
ニル、3-(2-クロロ-6-フルオロ-4-トリフルオロメチルフェノキシ)フェニル、4-(2-クロ
ロ-6-フルオロ-4-トリフルオロメチルフェノキシ)フェニル、3-(2,6-ジクロロ-4-トリフ
ルオロメチルフェノキシ)フェニル、4-(2,6-ジクロロ-4-トリフルオロメチルフェノキシ)
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フェニル、2,3,4,5-テトラフルオロフェニルおよびペンタフルオロフェニル。
【００４３】
　本発明の別の特に好ましい実施形態は、R1、AおよびArが以下の意味を有する式Iの化合
物、その互変異性体または塩を含有する混合物に関する：
　R1は、フェニルまたはチエニルであり、ここで前記基の環状部分は非置換であるか、ま
たはハロゲン、C1-C4-アルキル、C2-C4-アルキニル、C1-C4-ハロアルキル、C1-C4-アルコ
キシ、C1-C4-アルキルチオ、C1-C4-ハロアルコキシ、シアノおよびニトロから選択される
、特にフルオロ、クロロ、メチル、メトキシ、ジフルオロメチルおよびトリフルオロメチ
ルから選択される、1、2または3個の基で置換される。R1は特に水素、フェニル、3-クロ
ロフェニル、4-クロロフェニル、3-フルオロフェニル、4-フルオロフェニル、4-メトキシ
フェニル、3,4-ジクロロフェニル、3,5-ジクロロフェニル、2,5-ジクロロフェニル、3,4-
ジフルオロフェニル、3,5-ジフルオロフェニル、2,5-ジフルオロフェニル、ベンゾチエン
-2-イル、2-チエニル、5-クロロ-2-チエニル、3-メチル-2-チエニル、5-メチル-2-チエニ
ル、3-チエニル、2-メチル-3-チエニル、2-クロロ-3-チエニルおよび4-メチル-3-チエニ
ルから選択され、
　Aは、共有結合または特にCH2であり、
　Arは、フェニルであり、該フェニルは非置換であるか、1、2または3個の上記定義どお
りの基Raで置換される。Raは特にハロゲン、C1-C4-アルキル、C2-C4-アルケニル、C2-C4-
アルキニル、C1-C4-ハロアルキル、C1-C4-アルコキシ、C1-C4-アルキルチオ、C1-C4-ハロ
アルコキシ、C1-C4-ハロアルキルチオ、シアノ、ニトロ、フェノキシおよびピリジルオキ
シから選択され、ここで最後に挙げた2個の基は非置換であるか、またはハロゲン、C1-C4
-アルキル、C1-C4-ハロアルキル、C1-C4-アルコキシ、C1-C4-ハロアルコキシ、シアノお
よびニトロから選択される、特にフルオロ、クロロ、ジフルオロメチルおよびトリフルオ
ロメチルから選択される、1、2または3個の基で置換される。Arは特にフッ素、塩素、ト
リフルオロメチル、メトキシ、トリフルオロメトキシ、フェノキシおよびピリジルオキシ
から選択される1または2個の基をもつフェニルから選択され、ここで最後に挙げた2個の
基は非置換であるか、またはフッ素、塩素およびトリフルオロメチルから選択される1ま
たは2個の基で置換される。Arの例としては、以下が挙げられる：フェニル、2-クロロフ
ェニル、3-クロロフェニル、4-クロロフェニル、2-メチルフェニル、3-メチルフェニル、
4-メチルフェニル、2,4-ジクロロフェニル、2,3-ジクロロフェニル、3,4-ジクロロフェニ
ル、2,6-ジクロロフェニル、2-クロロ-4-フルオロフェニル、2-フルオロフェニル、3-フ
ルオロフェニル、4-フルオロフェニル、2,4-ジフルオロフェニル、2,5-ジフルオロフェニ
ル、3,5-ジフルオロフェニル、3,4-ジフルオロフェニル、3-クロロ-4-フルオロフェニル
、4-クロロ-2-フルオロフェニル、2-クロロ-5-トリフルオロメチルフェニル、2-フルオロ
-4-トリフルオロメチルフェニル、2-フルオロ-5-トリフルオロメチルフェニル、3-フルオ
ロ-5-トリフルオロメチルフェニル、2-クロロ-3-トリフルオロメチルフェニル、4-フルオ
ロ-3-トリフルオロメチルフェニル、4-クロロ-3-トリフルオロメチルフェニル、3-クロロ
-4-メチルフェニル、2-トリフルオロメチルフェニル、3-トリフルオロメチルフェニル、4
-トリフルオロメチルフェニル、3-メトキシフ
ェニル、4-メトキシフェニル、3-トリフルオロメトキシフェニル、4-トリフルオロメトキ
シフェニル、4-クロロ-3,5-ジメチルフェニル、4-ブロモ-2,6-ジメチルフェニル、4-(4-
クロロフェノキシ)フェニル、4-フェノキシフェニル、3-(5-クロロピリジン-2-イル)オキ
シフェニル、3-(5-トリフルオロメチルピリジン-2-イル)オキシフェニル、4-(5-クロロピ
リジン-2-イル)オキシフェニル、4-(5-トリフルオロメチルピリジン-2-イル)オキシフェ
ニル、3-(2-クロロ-6-フルオロ-4-トリフルオロメチルフェノキシ)フェニル、4-(2-クロ
ロ-6-フルオロ-4-トリフルオロメチルフェノキシ)フェニル、3-(2,6-ジクロロ-4-トリフ
ルオロメチルフェノキシ)フェニル、4-(2,6-ジクロロ-4-トリフルオロメチルフェノキシ)
フェニル、2,3,4,5-テトラフルオロフェニルおよびペンタフルオロフェニル。
【００４４】
　本発明の化合物の例として、限定するものではないが、表Aに記載する下記の化合物I.1
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～I.73が挙げられる：
表Ａ
I.1　2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]アクリル酸(3-トリフルオロメチルフェ
ニル)メチル；
I.2　2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]アクリル酸(4-トリフルオロメチルフェ
ニル)メチル；
I.3　2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]-3-フェニルアクリル酸(3-トリフルオロ
メチルフェニル)メチル；
I.4　2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]-3-フェニルアクリル酸(4-クロロ-3-ト
リフルオロメチルフェニル)メチル；
I.5　2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]-3-(4-クロロフェニル)アクリル酸(3-ト
リフルオロメチルフェニル)メチル；
I.6　2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]-3-(2-クロロフェニル)アクリル酸(3-ト
リフルオロメチルフェニル)メチル；
I.7　2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]-3-(3-クロロフェニル)アクリル酸(3-ト
リフルオロメチルフェニル)メチル；
I.8　2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]-3-(4-フルオロフェニル)アクリル酸(3-
トリフルオロメチルフェニル)メチル；
I.9　2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]-3-(2-フルオロフェニル)アクリル酸(3-
トリフルオロメチルフェニル)メチル；
I.10　2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]-3-(3-フルオロフェニル)アクリル酸(3
-トリフルオロメチルフェニル)メチル；
I.11　2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]-3-(3,4-ジフルオロフェニル)アクリル
酸(3-トリフルオロメチルフェニル)メチル；
I.12　2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]-3-(3,5-ジフルオロフェニル)アクリル
酸(3-トリフルオロメチルフェニル)メチル；
I.13　2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]-3-(2,5-ジフルオロフェニル)アクリル
酸(3-トリフルオロメチルフェニル)メチル；
I.14　2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]-3-(3,4-ジクロロフェニル)アクリル酸
(3-トリフルオロメチルフェニル)メチル；
I.15　2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]-3-(3,5-ジクロロフェニル)アクリル酸
(3-トリフルオロメチルフェニル)メチル；
I.16　2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]-3-(2,5-ジクロロフェニル)アクリル酸
(3-トリフルオロメチルフェニル)メチル；
I.17　2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]-3-(4-メトキシフェニル)アクリル酸(3
-トリフルオロメチルフェニル)メチル；
I.18　2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]-3-(3-チエニル)アクリル酸(3-トリフ
ルオロメチルフェニル)メチル；
I.19　2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]-3-(2-チエニル)アクリル酸(3-トリフ
ルオロメチルフェニル)メチル；
I.20　2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]-3-(5-クロロ-2-チエニル)アクリル酸(
3-トリフルオロメチルフェニル)メチル；
I.21　2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]-3-(5-メチル-2-チエニル)アクリル酸(
3-トリフルオロメチルフェニル)メチル；
I.22　2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]-3-(3-メチル-2-チエニル)アクリル酸(
3-トリフルオロメチルフェニル)メチル；
I.23　2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]-3-(4-メチル-3-チエニル)アクリル酸(
3-トリフルオロメチルフェニル)メチル；
I.24　2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]-3-(5-メチル-3-チエニル)アクリル酸(
3-トリフルオロメチルフェニル)メチル；
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I.25　2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]-3-(2-クロロ-3-チエニル)アクリル酸(
3-トリフルオロメチルフェニル)メチル；
I.26　2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]-アクリル酸(3-トリフルオロメトキシ
フェニル)メチル；
I.27　2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]-アクリル酸(4-トリフルオロメトキシ
フェニル)メチル；
I.28　2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]-アクリル酸(4-クロロ-3-トリフルオロ
メチルフェニル)メチル；
I.29　2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]-アクリル酸(3,4-ジクロロフェニル)メ
チル；
I.30　2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]-3-(3-チエニル)アクリル酸(2,6-ジク
ロロフェニル)メチル；
I.31　2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]-3-(3-チエニル)アクリル酸(2-クロロ-
3-トリフルオロメチルフェニル)メチル；
I.32　2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]-3-(3-チエニル)アクリル酸(2-フルオ
ロ-3-トリフルオロメチルフェニル)メチル；
I.33　2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]-3-(3-チエニル)アクリル酸(3-クロロ-
4-メチルフェニル)メチル；
I.34　2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]アクリル酸1-(3-トリフルオロメチルフ
ェニル)プロピル；
I.35　2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]アクリル酸2-(3-トリフルオロメチルフ
ェニル)-1-メチルエチル；
I.36　2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]アクリル酸1-(3-トリフルオロメチルフ
ェニル)エチル；
I.37　2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]アクリル酸2-(3-トリフルオロメチルフ
ェニル)エチル；
I.38　2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]アクリル酸1-(2-フェニルフェニル)エ
チル；
I.39　2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]-アクリル酸2-(4-クロロフェニル)エチ
ル；
I.40　2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]-アクリル酸2-(3-クロロフェニル)エチ
ル；
I.41　2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]アクリル酸4-(4-クロロフェノキシ)フ
ェニルメチル；
I.42　2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]アクリル酸4-(3-クロロフェノキシ)フ
ェニルメチル；
I.43　2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]アクリル酸4-フェノキシフェニルメチ
ル；
I.44　2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]アクリル酸3-(5-クロロピリジン-2-イ
ルオキシ)フェニルメチル；
I.45　2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]アクリル酸4-(5-クロロピリジン-2-イ
ルオキシ)フェニルメチル；
I.46　2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]アクリル酸3-(5-トリフルオロメチルピ
リジン-2-イルオキシ)フェニルメチル；
I.47　2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]アクリル酸4-(5-トリフルオロメチルピ
リジン-2-イルオキシ)フェニルメチル；
I.48　2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]アクリル酸3-(2-クロロ-6-フルオロ-4-
トリフルオロメチルフェノキシ)フェニルメチル；
I.49　2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]アクリル酸4-(2-クロロ-6-フルオロ-4-
トリフルオロメチルフェノキシ)フェニルメチル；
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I.50　2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]アクリル酸3-(2,6-ジクロロ-4-トリフ
ルオロメチルフェノキシ)フェニルメチル；
I.51　2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]アクリル酸4-(2,6-ジクロロ-4-トリフ
ルオロメチルフェノキシ)フェニルメチル；
I.52　2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]アクリル酸4-クロロフェニル；
I.53　2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]アクリル酸3-クロロフェニル；
I.54　2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]アクリル酸2-クロロフェニル；
I.55　2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]アクリル酸4-フルオロフェニル；
I.56　2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]アクリル酸3-トリフルオロメチルフェ
ニル；
I.57　2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]アクリル酸2,3-ジクロロフェニル；
I.58　2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]アクリル酸2,4-ジクロロフェニル；
I.59　2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]アクリル酸2,6-ジクロロフェニル；
I.60　2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]アクリル酸3,4-ジクロロフェニル；
I.61　2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]アクリル酸2,3-ジフルオロフェニル；
I.62　2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]アクリル酸2,4-ジフルオロフェニル；
I.63　2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]アクリル酸3,4-ジフルオロフェニル；
I.64　2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]アクリル酸2,6-ジフルオロフェニル；
I.65　2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]アクリル酸2,5-ジフルオロフェニル；
I.66　2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]アクリル酸4-クロロ-3-フルオロフェニ
ル；
I.67　2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]アクリル酸4-クロロ-2-フルオロフェニ
ル；
I.68　2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]アクリル酸4-メトキシフェニル；
I.69　2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]アクリル酸4-フェノキシフェニル；
I.70　2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]アクリル酸4-メチルフェニル；
I.71　2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]アクリル酸3-(5-クロロピリジン-2-イ
ルオキシ)フェニルメチル；
I.72　2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]アクリル酸3-(5-トリフルオロメチルピ
リジン-2-イルオキシ)フェニルメチル；
I.73　2-[ヒドロキシル(ピリジン-3-イル)メチル]アクリル酸4-(5-トリフルオロメチルピ
リジン-2-イルオキシ)フェニルメチル；
およびそれらの塩。
【００４５】
　表Aに記載する化合物のうち、好ましいものは化合物I.1～I.40であり、より好ましいも
のは化合物I.1～I.33である。特に好ましいものは、化合物Iが化合物I.1およびI.3から選
択される混合物である。
【００４６】
　上記の活性化合物II、それらの製法、および有害菌類に対するそれらの作用は一般的に
知られている（http://www.hclrss.demon.co.uk/index.html参照); それらは市販されて
いる。特に、それらは以下の文献から公知である：
ビテルタノール、β-([1,1'-ビフェニル]-4-イルオキシ)-α-(1,1-ジメチルエチル)-1H-1
,2,4-トリアゾール-1-エタノール(DE 23 24 020)；
ブロムコナゾール、1-[[4-ブロモ-2-(2,4-ジクロロフェニル)テトラヒドロ-2-フラニル]
メチル]-1H-1,2,4-トリアゾール(Proc. 1990 Br. Crop. Prot. Conf. - Pests Dis. Vol.
 1, p. 459); 
シプロコナゾール、2-(4-クロロフェニル)-3-シクロプロピル-1-[1,2,4]トリアゾール-1-
イルブタン-2-オール(US 4 664 696); 
ジフェノコナゾール、1-{2-[2-クロロ-4-(4-クロロフェノキシ)フェニル]-4-メチル-[1,3
]ジオキソラン-2-イルメチル}-1H-[1,2,4]トリアゾール(GB-A 2 098 607); 
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ジニコナゾール、(βE)-β-[(2,4-ジクロロフェニル)メチレン]-α-(1,1-ジメチルエチル
)-1H-1,2,4-トリアゾール-1-エタノール(Noyaku Kagaku, 1983, Vol. 8, p. 575); 
エニルコナゾール(イマザリル)、1-[2-(2,4-ジクロロフェニル)-2-(2-プロペニルオキシ)
エチル]-1H-イミダゾール(Fruits, 1973, Vol. 28, p. 545); 
エポキシコナゾール、(2RS,3SR)-1-[3-(2-クロロフェニル)-2,3-エポキシ-2-(4-フルオロ
フェニル)プロピル]-1H-1,2,4-トリアゾール(EP-A 196 038); 
フルキンコナゾール、3-(2,4-ジクロロフェニル)-6-フルオロ-2-[1,2,4]-トリアゾール-1
-イル-3H-キナゾリン-4-オン(Proc. Br. Crop Prot. Conf.-Pests Dis., 5-3, 411 (1992
)); 
フェンブコナゾール、α-[2-(4-クロロフェニル)エチル]-α-フェニル-1H-1,2,4-トリア
ゾール-1-プロパンニトリル(Proc. 1988 Br. Crop Prot. Conf. - Pests Dis. Vol. 1, p
. 33); 
フルシラゾール、1-{[ビス-(4-フルオロフェニル)メチルシラニル]メチル}-1H-[1,2,4]ト
リアゾール(Proc. Br. Crop Prot. Conf.-Pests Dis., 1, 413 (1984)); 
フルトリアホール、α-(2-フルオロフェニル)-α-(4-フルオロフェニル)-1H-1,2,4-トリ
アゾール-1-エタノール(EP 15 756); 
ヘキサコナゾール、2-(2,4-ジクロロフェニル)-1-[1,2,4]トリアゾール-1-イルヘキサン-
2-オール(CAS RN 79983-71-4); 
イミベンコナゾール、N-(2,4-ジクロロフェニル)-1H-1,2,4-トリアゾール-1-エタンイミ
ドチオ酸(4-クロロフェニル)メチル(Proc. 1988 Br. Crop Prot. Conf. - Pests Dis. Vo
l. 2, p. 519); 
イミドチオエート(Proc. 1988 Br. Crop Prot. Conf. - Pests Dis. Vol. 2, p. 519); 
イプコナゾール、2-[(4-クロロフェニル)メチル]-5-(1-メチルエチル)-1-(1H-1,2,4-トリ
アゾール-1-イルメチル)シクロペンタノール(EP 267 778); 
メトコナゾール、5-(4-クロロベンジル)-2,2-ジメチル-1-[1,2,4]トリアゾール-1-イルメ
チルシクロペンタノール(GB 857 383); 
ミクロブタニル、2-(4-クロロフェニル)-2-[1,2,4]トリアゾール-1-イルメチルペンタン
ニトリル(CAS RN 88671-89-0); 
ペンコナゾール、1-[2-(2,4-ジクロロフェニル)ペンチル]-1H-[1,2,4]トリアゾール(Pest
icide Manual, 第12版 (2000), p.712); 
プロピコナゾール、1-[[2-(2,4-ジクロロフェニル)-4-プロピル-1,3-ジオキソラン-2-イ
ル]メチル]-1H-1,2,4-トリアゾール(BE 835 579); 
プロチオコナゾール、2-[2-(1-クロロシクロプロピル)-3-(2-クロロフェニル)-2-ヒドロ
キシプロピル]-2,4-ジヒドロ-[1,2,4]トリアゾール-3-チオン(WO 96/16048); 
シメコナゾール、α-(4-フルオロフェニル)-α-[(トリメチルシリル)メチル]-1H-1,2,4-
トリアゾール-1-エタノール[CAS RN 149508-90-7]; 
トリアジメホン、1-(4-クロロフェノキシ)-3,3-ジメチル-1-(1H-1,2,4-トリアゾール-1-
イル)-2-ブタノン; 
トリアジメノール、β-(4-クロロフェノキシ)-α-(1,1-ジメチルエチル)-1H-1,2,4-トリ
アゾール-1-エタノール; 
テブコナゾール、1-(4-クロロフェニル)-4,4-ジメチル-3-[1,2,4]トリアゾール-1-イルメ
チルペンタン-3-オール(EP-A 40 345); 
テトラコナゾール、1-[2-(2,4-ジクロロフェニル)-3-(1,1,2,2-テトラフルオロエトキシ)
プロピル]-1H-1,2,4-トリアゾール(EP 234 242); 
トリチコナゾール、(5E)-5-[(4-クロロフェニル)メチレン]-2,2-ジメチル-1-(1H-1,2,4-
トリアゾール-1-イルメチル)シクロペンタノール(FR 26 41 277); 
プロクロラズ、N-{プロピル-[2-(2,4,6-トリクロロフェノキシ)エチル]}イミダゾール-1-
カルボキサミド(US 3 991 071); 
ペフラゾエート、2-[(2-フラニルメチル)(1H-イミダゾール-1-イルカルボニル)アミノ]ブ
タン酸4-ペンテニル[CAS RN 101903-30-4]; 
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トリフルミゾール、(4-クロロ-2-トリフルオロメチルフェニル)-(2-プロポキシ-1-[1,2,4
]トリアゾール-1-イルエチリデン)アミン(JP-A 79/119 462); 
シアゾファミド、4-クロロ-2-シアノ-N,N-ジメチル-5-(4-メチルフェニル)-1H-イミダゾ
ール-1-スルホンアミド(CAS RN 120116-88-3]; 
ベノミル、N-ブチル-2-アセチルアミノベンゾイミダゾール-1-カルボキサミド(US 3 631 
176); 
カルベンダジム、(1H-ベンゾイミダゾール-2-イル)-カルバミン酸メチル(US 3 657 443);
 
チアベンダゾール、2-(1,3-チアゾール-4-イル)ベンゾイミダゾール(US 3 017 415); 
フベリダゾール、2-(2-フラニル)-1H-ベンゾイミダゾール(DE 12 09 799); 
エタボキサム、N-(シアノ-2-チエニルメチル)-4-エチル-2-(エチルアミノ)-5-チアゾール
カルボキサミド(EP-A 639 574); 
エトリジアゾール; 
ヒメキサゾール、5-メチル-1,2-オキサゾール-3-オール(JP 518249、JP 532202); 
アゾキシストロビン、2-{2-[6-(2-シアノ-1-ビニルペンタ-1,3-ジエニルオキシ)ピリミジ
ン-4-イルオキシ]フェニル}-3-メトキシアクリル酸メチル(EP-A 382 375); 
ジモキシストロビン、(E)-2-(メトキシイミノ)-N-メチル-2-[α-(2,5-キシリルオキシ)-o
-トリル]アセトアミド(EP-A 477 631); 
フルオキサストロビン、(E)-{2-[6-(2-クロロフェノキシ)-5-フルオロピリミジン-4-イル
オキシ]フェニル}(5,6-ジヒドロ-1,4,2-ジオキサジン-3-イル)メタノンO-メチルオキシム
(WO 97/27189); 
クレソキシム-メチル、(E)-メトキシイミノ[α-(o-トリルオキシ)-o-トリル]酢酸メチル(
EP-A 253 213); 
メトミノストロビン、(E)-2-(メトキシイミノ)-N-メチル-2-(2-フェノキシフェニル)アセ
トアミド(EP-A 398 692); 
オリサストロビン、(2E)-2-(メトキシイミノ)-2-{2-[(3E,5E,6E)-5-(メトキシイミノ)-4,
6-ジメチル-2,8-ジオキサ-3,7-ジアザノナ-3,6-ジエン-1-イル]フェニル}-N-メチルアセ
トアミド(WO 97/15552); 
ピコキシストロビン、3-メトキシ-2-[2-(6-トリフルオロメチルピリジン-2-イルオキシメ
チル)フェニル]アクリル酸メチル(EP-A 278 595); 
トリフロキシストロビン、(E)-メトキシイミノ-{(E)-α-[1-(α,α,α-トリフルオロ-m-
トリル)エチリデンアミノオキシ]-o-トリル}酢酸メチル(EP-A 460 575); 
カルボキシン、5,6-ジヒドロ-2-メチル-N-フェニル-1,4-オキサチイン-3-カルボキサミド
(US 3 249 499); 
ベナラキシル、N-(フェニルアセチル)-N-(2,6-キシリル)-DL-アラニンメチル(DE 29 03 6
12); 
ボスカリド、2-クロロ-N-(4'-クロロビフェニル-2-イル)ニコチンアミド(EP-A 545 099);
 
フェンヘキサミド、N-(2,3-ジクロロ-4-ヒドロキシフェニル)-1-メチルシクロヘキサンカ
ルボキサミド(Proc. Br. Crop Prot. Conf. - Pests Dis., 1998, Vol. 2, p. 327); 
フルトラニル、α,α,α-トリフルオロ-3'-イソプロポキシ-o-トルアニリド(JP 1104514)
; 
フラメトピル、5-クロロ-N-(1,3-ジヒドロ-1,1,3-トリメチル-4-イソベンゾフラニル)-1,
3-ジメチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド[CAS RN 123572-88-3]; 
メプロニル、3'-イソプロポキシ-o-トルアニリド(US 3 937 840); 
メタラキシル、N-(メトキシアセチル)-N-(2,6-キシリル)-DL-アラニンメチル(GB 15 00 5
81); 
メフェノキサム、N-(2,6-ジメチルフェニル)-N-(メトキシアセチル)-D-アラニンメチル; 
オフレース、(RS)-α-(2-クロロ-N-2,6-キシリルアセトアミド)-γ-ブチロラクトン[CAS 
RN 58810-48-3]; 
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オキサジキシル、N-(2,6-ジメチルフェニル)-2-メトキシ-N-(2-オキソ-3-オキサゾリジニ
ル)アセトアミド(GB 20 58 059); 
オキシカルボキシン、5,6-ジヒドロ-2-メチル-1,4-オキサチイン-3-カルボキサニリド4,4
-ジオキシド(US 3 399 214); 
ペンチオピラド、N-[2-(1,3-ジメチルブチル)-3-チエニル]-1-メチル-3-(トリフルオロメ
チル)-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド(JP 10130268); 
チフルザミド、N-[2,6-ジブロモ-4-(トリフルオロメトキシ)フェニル]-2-メチル-4-(トリ
フルオロメチル)-5-チアゾールカルボキサミド; 
チアジニル、3'-クロロ-4,4'-ジメチル-1,2,3-チアジアゾール-5-カルボキサニリド[CAS 
RN 223580-51-6]; 
ジメトモルフ、3-(4-クロロフェニル)-3-(3,4-ジメトキシフェニル)-1-モルホリン-4-イ
ルプロペノン(EP-A 120 321); 
フルモルフ、3-(4-フルオロフェニル)-3-(3,4-ジメトキシフェニル)-1-モルホリン-4-イ
ルプロペノン(EP-A 860 438); 
フルメトベル、2-(3,4-ジメトキシフェニル)-N-エチル-α,α,α-トリフルオロ-N-メチル
-p-トルアミド[AGROW No. 243, 22 (1995)]; 
フルオピコリド(ピコベンザミド)、2,6-ジクロロ-N-(3-クロロ-5-トリフルオロメチルピ
リジン-2-イルメチル)ベンズアミド (WO 99/42447); 
ゾキサミド、(RS)-3,5-ジクロロ-N-(3-クロロ-1-エチル-1-メチル-2-オキソプロピル)-p-
トルアミド[CAS RN 156052-68-5]; 
カルプロパミド、2,2-ジクロロ-N-[1-(4-クロロフェニル)エチル]-1-エチル-3-メチルシ
クロプロパンカルボキサミド[CAS RN 104030-54-8]; 
ジクロシメット、2-シアノ-N-[(1R)-1-(2,4-ジクロロフェニル)エチル]-3,3-ジメチルブ
タンアミド; 
マンジプロパミド、(RS)-2-(4-クロロフェニル)-N-[3-メトキシ-4-(プロパ-2-イニルオキ
シ)フェネチル]-2-(プロパ-2-イニルオキシ)アセトアミド[CAS RN 374726-62-2]; 
フルアジナム、3-クロロ-N-[3-クロロ-2,6-ジニトロ-4-(トリフルオロメチル)フェニル]-
5-(トリフルオロメチル)-2-ピリジンアミン(The Pesticide Manual, 発行 The British C
rop Protection Council, 第10版 (1995), p. 474); 
ピリフェノックス、1-(2,4-ジクロロフェニル)-2-(3-ピリジニル)エタノン O-メチルオキ
シム(EP-A 49 854); 
ブピリメート、5-ブチル-2-エチルアミノ-6-メチルピリミジン-4-イルジメチルスルファ
メート[CAS RN 41483-43-6]; 
シプロジニル、(4-シクロプロピル-6-メチルピリミジン-2-イル)フェニルアミン(EP-A 31
0 550); 
フェナリモル、(4-クロロフェニル) (2-クロロフェニル) ピリミジン-5-イルメタノール(
GB 12 18 623); 
フェリムゾン、(Z)-2'-メチルアセトフェノン 4,6-ジメチルピリミジン-2-イルヒドラゾ
ン[CAS RN 89269-64-7]; 
メパニピリム、(4-メチル-6-プロパ-1-イニルピリミジン-2-イル)フェニルアミン(EP-A 2
24 339); 
ヌアリモル、α-(2-クロロフェニル)-α-(4-フルオロフェニル)-5-ピリミジンメタノール
(GB 12 18 623); 
ピリメタニル、4,6-ジメチルピリミジン-2-イルフェニルアミン(DD-A 151 404); 
トリホリン、N,N-{ピペラジン-1,4-ジイルビス[(トリクロロメチル)メチレン]}ジホルム
アミド(DE 19 01 421); 
フェンピクロニル、4-(2,3-ジクロロフェニル)-1H-ピロール-3-カルボニトリル(Proc. 19
88 Br. Crop Prot. Conf. - Pests Dis., Vol. 1, p. 65); 
フルジオキソニル、4-(2,2-ジフルオロベンゾ[1,3]ジオキソール-4-イル)-1H-ピロール-3
-カルボニトリル(The Pesticide Manual, 発行 The British Crop Protection Council, 



(31) JP 2011-503155 A 2011.1.27

10

20

30

40

50

第10版 (1995), p. 482); 
アルジモルフ、4-アルキル-2,5(または2,6)-ジメチルモルホリン、65～75％の2,6-ジメチ
ルモルホリンと25～35％の2,5-ジメチルモルホリンを含む、85％を超える4-ドデシル-2,5
(または2,6)-ジメチルモルホリンを含む、ここで「アルキル」はオクチル、デシル、テト
ラデシルまたはヘキサデシルをも含みうる、シス/トランス比は1：1である; 
ドデモルフ、4-シクロドデシル-2,6-ジメチルモルホリン(DE 1198125); 
フェンプロピモルフ、(RS)-cis-4-[3-(4-tert-ブチルフェニル)-2-メチルプロピル]-2,6-
ジメチルモルホリン(DE 27 52 096); 
トリデモルフ、2,6-ジメチル-4-トリデシルモルホリン(DE 11 64 152); 
フェンプロピジン、(RS)-1-[3-(4-tert-ブチルフェニル)-2-メチルプロピル]ピペリジン(
DE 27 52 096); 
イプロジオン、N-イソプロピル-3-(3,5-ジクロロフェニル)-2,4-ジオキソイミダゾリジン
-1-カルボキサミド(GB 13 12 536); 
プロシミドン、N-(3,5-ジクロロフェニル)-1,2-ジメチルシクロプロパン-1,2-ジカルボキ
シイミド(US 3 903 090); 
ビンクロゾリン、3-(3,5-ジクロロフェニル)-5-メチル-5-ビニルオキサゾリジン-2,4-ジ
オン(DE-OS 22 07 576); 
ファモキサドン、(RS)-3-アニリノ-5-メチル-5-(4-フェノキシフェニル)-1,3-オキサゾリ
ジン-2,4-ジオン; 
フェナミドン、(S)-1-アニリノ-4-メチル-2-メチルチオ-4-フェニルイミダゾリン-5-オン
; 
オクチリノン; 
プロベナゾール、3-アリルオキシ-1,2-ベンゾチアゾール 1,1-ジオキシド; 
アミスルブロム、N,N-ジメチル-3-(3-ブロモ-6-フルオロ-2-メチルインドール-1-スルホ
ニル)-[1,2,4]トリアゾール-1-スルホンアミド(WO 03/053145); 
アニラジン、4,6-ジクロロ-N-(2-クロロフェニル)-1,3,5-トリアジン-2-アミン(US 2 720
 480); 
ジクロメジン、6-(3,5-ジクロロフェニル)-p-トリル)ピリダジン-3(2H)-オン; 
ピロキロン; 
プロキナジド、6-ヨード-2-プロポキシ-3-プロピルキナゾリン-4(3H)-オン(WO 97/48684)
; 
トリシクラゾール、5-メチル-1,2,4-トリアゾロ[3,4-b]ベンゾチアゾール(GB 14 19 121)
; 
アシベンゾラル-S-メチル、ベンゾ[1,2,3]チアジアゾール-7-カルボチオ酸メチル; 
カプタホール、N-(1,1,2,2-テトラクロロエチルチオ)シクロヘキサ-4-エン-1,2-ジカルボ
キシイミド; 
カプタン、2-トリクロロメチルスルファニル-3a,4,7,7a-テトラヒドロイソインドール-1,
3-ジオン(US 2 553 770); 
ダゾメット、3,5-ジメチル-1,3,5-チアジアジナン-2-チオン; 
ホルペット、2-トリクロロメチルスルファニルイソインドール-1,3-ジオン(US 2 553 770
); 
フェノキサニル、N-(1-シアノ-1,2-ジメチルプロピル)-2-(2,4-ジクロロフェノキシ)プロ
パンアミド; 
キノキシフェン、5,7-ジクロロ-4-(4-フルオロフェノキシ)キノリン(US 5 240 940); 
マンコゼブ、エチレンビス(ジチオカルバミン酸)マンガン亜鉛錯体(US 3 379 610); 
マネブ、エチレンビス(ジチオカルバミン酸)マンガン (US 2 504 404); 
メタム、ジチオカルバミン酸メチル(US 2 791 605); 
メチラム、エチレンビス(ジチオカルバミン酸)亜鉛アンモニア錯塩(US 3 248 400); 
プロピネブ、プロピレンビス(ジチオカルバミン酸)亜鉛ポリマー(BE 611 960); 
フェルバム、ジメチルジチオカルバミン酸鉄(3+) (US 1 972 961); 
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チラム、ビス(ジメチルチオカルバモイル)ジスルフィド(DE 642 532); 
ジラム、ジメチルジチオカルバミン酸塩; 
ジネブ、エチレンビス(ジチオカルバミン酸)亜鉛(US 2 457 674); 
ジエトフェンカルブ、イソプロピル 3,4-ジエトキシカルバニラート; 
イプロバリカルブ、[(1S)-2-メチル-1-(1-p-トリルエチルカルバモイル)プロピル]カルバ
ミン酸イソプロピル(EP-A 472 996); 
フルベンチアバリカルブ(ベンチアバリカルブ)、{(S)-1-[(1R)-1-(6-フルオロベンゾチア
ゾール-2-イル)エチルカルバモイル]-2-メチルプロピル}カルバミン酸イソプロピル(JP-A
 09/323 984); 
プロパモカルブ、3-(ジメチルアミノ)プロピルカルバミン酸プロピル(DE 16 43 040); 
ドジン、(2,4-ジクロロフェノキシ)酢酸(US 2 867 562); 
イミノクタジン、ビス(8-グアニジノオクチル)アミン(GB 11 14 155); 
グアザチン、イミノジ(オクタメチレン)ジアミンのアミド化から得られる生成物の混合物
、すなわちイミノクタジン; 
カスガマイシン、1L-1,3,4/2,5,6-1-デオキシ-2,3,4,5,6-ペンタヒドロキシシクロヘキシ
ル 2-アミノ-2,3,4,6-テトラデオキシ-4-(α-イミノグリシノ)-α-D-アラビノ-ヘキソピ
ラノシド; 
ストレプトマイシン、O-2-デオキシ-2-メチルアミノ-α-L-グルコピラノシル-(1→2)-O-5
-デオキシ-3-C-ホルミル-α-L-リクソフラノシル-(1→4)N1,N3-ジアミジノ-D-ストレプト
アミン; 
ポリオキシン類、5-(2-アミノ-5-O-カルバモイル-2-デオキシ-L-キシロナミド)-1-(5-カ
ルボキシ-1,2,3,4-テトラヒドロ-2,4-ジオキソピリミジン-1-イル)-1,5-ジデオキシ-β-D
-アロフラヌロン酸およびその塩; 
バリダマイシンA、ビナパクリル、(RS)-2-sec-ブチル-4,6-ジニトロフェニル 3-メチルク
ロトナート; 
ジノカップ、2,6-ジニトロ-4-オクチルフェニルクロトナートと2,4-ジニトロ-6-オクチル
フェニル クロトナートの混合物、ここで「オクチル」は1-メチルヘプチル、1-エチルヘ
キシルおよび1-プロピルペンチルの混合物である(US 2 526 660); 
ジノブトン、(RS)-2-sec-ブチル-4,6-ジニトロフェニル イソプロピル カーボネート; 
ジチアノン、5,10-ジオキソ-5,10-ジヒドロナフト[2,3-b][1,4]ジチイン-2,3-ジカルボニ
トリル(GB 857 383); 
イソプロチオラン、インドール-3-イル酢酸; 
フェンチンアセタート、フェンチンアセタート(US 3 499 086); 
エジフェンホス、O-エチル S,S-ジフェニル ホスホロジチオアート; 
イプロベンホス、S-ベンジル O,O-ジイソプロピル ホスホロチオアート(Jpn. Pesticide 
Inf., No. 2, S. 11 (1970)); 
ホセチル、ホセチル-アルミニウム、(アルミニウム) ホスホン酸エチル(FR 22 54 276); 
ピラゾホス、2-ジエトキシホスフィノチオイルオキシ-5-メチルピラゾロ[1,5-a]ピリミジ
ン-6-カルボン酸エチル(DE 15 45 790); 
トルクロホス-メチル、O-2,6-ジクロロ-p-トリル O,O-ジメチル ホスホロチオアート(GB 
14 67 561); 
クロロタロニル、2,4,5,6-テトラクロロイソフタロニトリル(US 3 290 353); 
ジクロフルアニド、N-ジクロロフルオロメチルチオ-N,N-ジメチル-N-フェニルスルファミ
ド(DE 11 93 498); 
フルスルファミド、2',4-ジクロロ-α,α,α-トリフルオロ-4'-ニトロ-m-トルエンスルフ
ァニリド(EP-A 199 433); 
ヘキサクロロベンゼン(C. R. Seances Acad. Agric. Fr., Vol. 31, p. 24 (1945)); 
フタリド(DE 16 43 347); 
ペンシクロン、1-(4-クロロベンジル)-1-シクロペンチル-3-フェニル尿素(DE 27 32 257)
; 
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キントゼン、ペンタクロロニトロベンゼン(DE 682 048); 
チオファナート-メチル、1,2-フェニレンビス(イミノカルボノチオイル)ビス(ジメチルカ
ルバメート) (DE-OS 19 30 540); 
トリルフルアニド、N-ジクロロフルオロメチルチオ-N,N-ジメチル-N-p-トリルスルファミ
ド(DE 11 93 498); 
ボルドー液、水酸化カルシウムと硫酸銅(II)の混合物; 
水酸化銅、Cu(OH)2; 
オキシ塩化銅、Cu2Cl(OH)3; 
シフルフェナミド、(Z)-N-[α-(シクロプロピルメトキシイミノ)-2,3-ジフルオロ-6-(ト
リフルオロメチル)ベンジル]-2-フェニルアセトアミド(WO 96/19442); 
シモキサニル、1-(2-シアノ-2-メトキシイミノアセチル)-3-エチル尿素(US 3 957 847); 
ジメチリモール、5-ブチル-2-ジメチルアミノ-6-メチルピリミジン-4-オール(GB 11 82 5
84); 
エチリモール、5-ブチル-2-エチルアミノ-6-メチルピリミジン-4-オール(GB 11 82 584);
 
フララキシル、N-(2-フロイル)-N-(2,6-キシリル)-DL-アラニンメチル(GB 14 48 810); 
メトラフェノン、3'-ブロモ-2,3,4,6'-テトラメトキシ-2',6-ジメチルベンゾフェノン(US
 5 945 567); 
スピロキサミン、(8-tert-ブチル-1,4-ジオキサスピロ[4.5]デカ-2-イル)ジエチルアミン
(EP-A 281 842)。
【００４７】
　IUPACに従って命名された化合物、それらの製法およびそれらの殺菌活性も同様に知ら
れている：
(2-クロロ-5-[1-(3-メチルベンジルオキシイミノ)エチル]ベンジル)カルバミン酸メチル
、(2-クロロ-5-[1-(6-メチルピリジン-2-イルメトキシイミノ)エチル]ベンジル)カルバミ
ン酸メチル(EP-A 12 01 648); 
2-(オルト-((2,5-ジメチルフェニルオキシメチレン)フェニル)-3-メトキシアクリル酸メ
チル(EP-A 226 917); 
5-クロロ-7-(4-メチルピペリジン-1-イル)-6-(2,4,6-トリフルオロフェニル)-[1,2,4]ト
リアゾロ[1,5-a]ピリミジン(WO 98/46608)；
3,4-ジクロロ-N-(2-シアノフェニル)イソチアゾール-5-カルボキサミド(WO 99/24413)；
N-(2-{4-[3-(4-クロロフェニル)プロパ-2-イニルオキシ]-3-メトキシフェニル}エチル)-2
-メタンスルホニルアミノ-3-メチルブチルアミド、N-(2-{4-[3-(4-クロロフェニル)プロ
パ-2-イニルオキシ]-3-メトキシフェニル}エチル)-2-エタンスルホニルアミノ-3-メチル
ブチルアミド(WO 04/049804);
N-(4'-ブロモビフェニル-2-イル)-4-ジフルオロメチル-2-メチルチアゾール-5-カルボキ
サミド、N-(4'-トリフルオロメチルビフェニル-2-イル)-4-ジフルオロメチル-2-メチルチ
アゾール-5-カルボキサミド、N-(4'-クロロ-3'-フルオロビフェニル-2-イル)-4-ジフルオ
ロメチル-2-メチルチアゾール-5-カルボキサミド、N-(3',4'-ジクロロ-4-フルオロビフェ
ニル-2-イル)-3-ジフルオロメチル-1-メチルピラゾール-4-カルボキサミド(WO 03/066609
); 
N-(3',4'-ジクロロ-5-フルオロビフェニル-2-イル)-3-ジフルオロメチル-1-メチルピラゾ
ール-4-カルボキサミド(WO 03/053145); 
2-ブトキシ-6-ヨード-3-プロピルクロメン-4-オン(WO 03/14103); 
3-[5-(4-クロロフェニル)-2,3-ジメチルイソオキサゾリジン-3-イル]ピリジン(EP-A 10 3
5 122); 
アミスルブロム、N,N-ジメチル-3-(3-ブロモ-6-フルオロ-2-メチルインドール-1-スルホ
ニル)-[1,2,4]トリアゾール-1-スルホンアミド(WO 03/053145); 
3-(4-クロロフェニル)-3-(2-イソプロポキシカルボニルアミノ-3-メチルブチリルアミノ)
プロパン酸メチル(EP-A 1028125)。
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【００４８】
　6-(3,4-ジクロロフェニル)-5-メチル-[1,2,4]トリアゾロ[1,5-a]ピリミジン-7-イルア
ミン；6-(4-tert-ブチルフェニル)-5-メチル-[1,2,4]トリアゾロ[1,5-a]ピリミジン-7-イ
ルアミン；5-メチル-6-(3,5,5-トリメチル-ヘキシル)-[1,2,4]トリアゾロ[1,5-a]ピリミ
ジン-7-イルアミン；5-メチル-6-オクチル-[1,2,4]トリアゾロ[1,5-a]ピリミジン-7-イル
アミン；6-メチル-5-オクチル-[1,2,4]トリアゾロ[1,5-a]ピリミジン-7-イルアミン；6-
エチル-5-オクチル-[1,2,4]トリアゾロ[1,5-a]ピリミジン-7-イルアミン；5-エチル-6-オ
クチル-[1,2,4]トリアゾロ[1,5-a]ピリミジン-7-イルアミン；5-エチル-6-(3,5,5-トリメ
チル-ヘキシル)-[1,2,4]トリアゾロ[1,5-a]ピリミジン-7-イルアミン；6-オクチル-5-プ
ロピル-[1,2,4]トリアゾロ[1,5-a]ピリミジン-7-イルアミン；5-メトキシメチル-6-オク
チル-[1,2,4]トリアゾロ[1,5-a]ピリミジン-7-イルアミン；6-オクチル-5-トリフルオロ
メチル-[1,2,4]トリアゾロ[1,5-a]ピリミジン-7-イルアミン；および5-トリフルオロメチ
ル-6-(3,5,5-トリメチル-ヘキシル)-[1,2,4]トリアゾロ[1,5-a]ピリミジン-7-イルアミン
は、EP-A 71 792、EP-A 141 317、WO 03/009687、WO 05/087771、WO 05/087772 (= PCT/E
P/05/002426)、WO 05/087773、PCT/EP2006/050922 (= WO 2006/087325)、および/またはP
CT/EP2006/060399 (= WO 2006/092428)から公知である。
【００４９】
　N-(2',4'-ジフルオロビフェニル-2-イル)-1-メチル-3-トリフルオロメチル-1H-ピラゾ
ール-4-カルボキサミド; N-(2',4'-ジクロロビフェニル-2-イル)-1-メチル-3-トリフルオ
ロメチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド; N-(2',4'-ジフルオロビフェニル-2-イル)-3
-ジフルオロメチル-1-メチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド; N-(2',4'-ジクロロビフ
ェニル-2-イル)-3-ジフルオロメチル-1-メチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド; N-(2'
,5'-ジフルオロビフェニル-2-イル)-1-メチル-3-トリフルオロメチル-1H-ピラゾール-4-
カルボキサミド; N-(2',5'-ジクロロビフェニル-2-イル)-1-メチル-3-トリフルオロメチ
ル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド; N-(2',5'-ジフルオロビフェニル-2-イル)-3-ジフ
ルオロメチル-1-メチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド; N-(2',5'-ジクロロビフェニ
ル-2-イル)-3-ジフルオロメチル-1-メチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド; N-(3',5'-
ジフルオロビフェニル-2-イル)-1-メチル-3-トリフルオロメチル-1H-ピラゾール-4-カル
ボキサミド; N-(3',5'-ジクロロビフェニル-2-イル)-1-メチル-3-トリフルオロメチル-1H
-ピラゾール-4-カルボキサミド; N-(3',5'-ジフルオロビフェニル-2-イル)-3-ジフルオロ
メチル-1-メチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド; N-(3',5'-ジクロロビフェニル-2-イ
ル)-3-ジフルオロメチル-1-メチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド; N-(3'-フルオロビ
フェニル-2-イル)-1-メチル-3-トリフルオロメチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド; N
-(3'-クロロビフェニル-2-イル)-1-メチル-3-トリフルオロメチル-1H-ピラゾール-4-カル
ボキサミド; N-(3'-フルオロビフェニル-2-イル)-3-ジフルオロメチル-1-メチル-1H-ピラ
ゾール-4-カルボキサミド; N-(3'-クロロビフェニル-2-イル)-3-ジフルオロメチル-1-メ
チル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド; N-(2'-フルオロビフェニル-2-イル)-1-メチル-3
-トリフルオロメチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド; N-(2'-クロロビフェニル-2-イ
ル)-1-メチル-3-トリフルオロメチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド; N-(2'-フルオロ
ビフェニル-2-イル)-3-ジフルオロメチル-1-メチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド; N
-(2'-クロロビフェニル-2-イル)-3-ジフルオロメチル-1-メチル-1H-ピラゾール-4-カルボ
キサミド; N-(2'-フルオロ-4'-クロロ-5'-メチルビフェニル-2-イル)-1-メチル-3-トリフ
ルオロメチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド; N-(3',4',5'-トリフルオロビフェニル-
2-イル)-1-メチル-3-トリフルオロメチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド; N-(3',4',5
'-トリフルオロビフェニル-2-イル)-1-メチル-3-ジフルオロメチル-1H-ピラゾール-4-カ
ルボキサミド; N-(2',4',5'-トリフルオロビフェニル-2-イル)-1-メチル-3-ジフルオロメ
チル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド; N-(3',4',5'-トリフルオロビフェニル-2-イル)-
3-クロロフルオロメチル-1-メチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド; N-[2-(1,1,2,3,3,
3-ヘキサフルオロプロポキシ)フェニル]-1-メチル-3-トリフルオロメチル-1H-ピラゾール
-4-カルボキサミド; N-[2-(1,1,2,3,3,3-ヘキサフルオロプロポキシ)-フェニル]-3-ジフ
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ルオロメチル-1-メチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド; N-[2-(2-クロロ-1,1,2-トリ
フルオロエトキシ)フェニル]-1-メチル-3-トリフルオロメチル-1H-ピラゾール-4-カルボ
キサミド; N-[2-(2-クロロ-1,1,2-トリフルオロエトキシ)フェニル]-3-ジフルオロメチル
-1-メチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド; N-[2-(1,1,2,2-テトラフルオロエトキシ)
フェニル]-3-ジフルオロメチル-1-メチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド; N-[2-(1,1,
2,2-テトラフルオロエトキシ)フェニル]-1-メチル-3-トリフルオロメチル-1H-ピラゾール
-4-カルボキサミド; N-(4'-(トリフルオロメチルチオ)ビフェニル-2-イル)-3-ジフルオロ
メチル-1-メチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサミド; およびN-(4'-(トリフルオロメチル
チオ)ビフェニル-2-イル)-1-メチル-3-トリフルオロメチル-1H-ピラゾール-4-カルボキサ
ミドは、WO 2006/087343、WO 2001/42223、WO 2005/34628、WO 2005/123689、WO 2005/12
3690、WO 2006/120219、PCT/EP2006/064991 (= WO 2007/017450)、および/またはWO 2008
/053044 (より早いEP出願第06123463.9号)から公知である。
【００５０】
　本発明の混合物において、少なくとも1種の化合物Iおよび少なくとも1種の化合物IIは
相乗効果を示す量で存在する。このことは、混合物中の少なくとも1種の化合物Iと少なく
とも1種の化合物IIの相対量（すなわち重量比）が、その混合物の化合物の相加的殺菌効
果（所定の施用量での各化合物の殺菌効果から算出される）を上回る殺菌効果の増強をも
たらすことを意味する。相加的殺菌効果の計算は、例えば、コルビー(Colby)の式(Colby,
 S.R. "Calculating synergistic and antagonistic responses of herbicide Combinati
ons"(組み合わせた除草剤の相乗的および拮抗的応答の計算), Weeds, 15, 20-22, 1967)
により行うことができる。観察された効果が算出された効果を上回るならば、相乗効果が
存在する。
【００５１】
　相乗効果を確実にするために、少なくとも1種の式Iの化合物と少なくとも1種の化合物I
Iは、通常500：1～1：100、好ましくは100：1～1：100、さらに好ましくは50：1～1：50
、特に20：1～1：20の重量比で本発明の混合物中に存在する。
【００５２】
　本発明によれば、二元および三元混合物が好適である。二元混合物は、少なくとも1種
の式Iの活性化合物（特に、きっかり1種の式Iの化合物）とグループIIの殺菌化合物に属
する殺菌化合物1種とを含む混合物である。
【００５３】
　三元混合物は、少なくとも1種の式Iの活性化合物（特に、きっかり1種の式Iの化合物）
とグループIIの殺菌化合物に属する異なる殺菌化合物2種（以後、化合物IIaおよびIIbと
もいう）とを含む混合物である。
【００５４】
　本発明の二元混合物において、少なくとも1種の式Iの化合物と1種の化合物IIは、通常5
00：1～1：100、好ましくは100：1～1：100、さらに好ましくは50：1～1：50、特に20：1
～1：20の重量比で存在する。
【００５５】
　本発明の三元混合物において、少なくとも1種の式Iの化合物と2種の化合物IIaおよびII
bは、通常500：1～1：100、好ましくは100：1～1：100、さらに好ましくは50：1～1：50
、特に20：1～1：20の化合物Iと化合物IIa＋IIbの重量比で存在する。第1化合物IIaと第2
化合物IIbの重量比は、通常100：1～1：100、さらに好ましくは50：1～1：50、特に20：1
～1：20の範囲である。
【００５６】
　好ましい混合物は、化合物Iと、アゾール系：シプロコナゾール、ジフェノコナゾール
、エポキシコナゾール、フェンブコナゾール、フルキンコナゾール、フルトリアホール、
ヘキサコナゾール、イプコナゾール、メトコナゾール、プロピコナゾール、プロチオコナ
ゾール、テブコナゾール、テトラコナゾール、トリアジメノール、トリアジメホン、トリ
チコナゾール、シアゾファミド、イマザリル、プロクロラズ、トリフルミゾール、ベノミ
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ル、カルベンダジム、チアベンダゾール、エタボキサムおよびヒメキサゾールを含むリス
トから選択される殺菌化合物IIとを含有する二元混合物である。特に好ましいものは、化
合物Iとアゾール系：エポキシコナゾールおよびシアゾファミドを含むリストから選択さ
れる殺菌化合物IIとを含有する二元混合物である。
【００５７】
　好ましい混合物は、化合物Iと、ストロビルリン系：アゾキシストロビン、ジモキシス
トロビン、フルオキサストロビン、クレソキシム-メチル、メトミノストロビン、ピコキ
シストロビンおよびトリフロキシストロビンを含むリストから選択される殺菌化合物IIと
を含有する二元混合物である。同様に、好ましいものは、化合物Iと、ストロビルリン系
：ピラクロストロビンを含むリストから選択される殺菌化合物IIとを含有する二元混合物
である。特に好ましいものは、化合物Iと、ストロビルリン系：ピコキシストロビン、ピ
ラクロストロビンおよびトリフロキシストロビンを含むリストから選択される殺菌化合物
IIとを含有する二元混合物である。
【００５８】
　好ましいものは、化合物Iと、カルボキサミド系：ボスカリド、カルボキシン、ベナラ
キシル、フェンヘキサミド、フルトラニル、フラメトピル、メタラキシル、メフェノキサ
ム(メタラキシル-M)、オフレース、オキサジキシル、オキシカルボキシン、ペンチオピラ
ド、チフルザミド、チアジニル、ジメトモルフ、フルオピコリド(ピコベンザミド)、およ
びジクロシメットを含むリストから選択される殺菌化合物IIとを含有する二元混合物であ
る。特に好ましいものは、化合物Iと、カルボキサミド系：ボスカリドを含むリストから
選択される殺菌化合物IIとを含有する二元混合物である。
【００５９】
　好ましいものは、化合物Iと、複素環式化合物：ピリメタニル、フェンピクロニル、フ
ルジオキソニル、アルジモルフ、ドデモルフ、フェンプロピモルフ、トリデモルフ、イプ
ロジオン、プロシミドン、ファモキサドン、フェナミドン、オクチリノン、プロベナゾー
ル、ジクロメジン、ピロキロン、プロキナジド、トリシクラゾール、カプタホール、カプ
タン、ダゾメット、フェノキサニル、およびキノキシフェンを含むリストから選択される
殺菌化合物IIとを含有する二元混合物である。特に好ましいものは、化合物Iと複素環式
化合物：ピリメタニルおよびカプタンを含むリストから選択される殺菌化合物IIとを含有
する二元混合物である。
【００６０】
　好ましいものは、化合物Iと、カルバメート系：マンコゼブ、マネブ、メタム、メチラ
ム、フェルバム、プロピネブ、チラム、ジネブ、ジラム、チオファネート-メチル、ジエ
トフェンカルブ、イプロバリカルブ、プロパモカルブ、および3-(4-クロロフェニル)-3-(
2-イソプロポキシカルボニルアミノ-3-メチルブチリルアミノ)プロパン酸メチルを含むリ
ストから選択される殺菌化合物IIとを含有する二元混合物である。好ましいものはさらに
、化合物Iと、フルベンチアバリカルブ（ベンチアバリカルブ）を含むリストから選択さ
れる殺菌化合物IIとを含有する二元混合物である。特に好ましいものは、化合物Iと、カ
ルバメート系：イプロバリカルブ、プロピネブおよびフルベンチアバリカルブ（ベンチア
バリカルブ）を含むリストから選択される殺菌化合物IIとを含有する二元混合物である。
【００６１】
　好ましいものは、化合物Iと、グアザチン、ストレプトマイシン、バリダマイシンA、ビ
ナパクリル、ジノカップ、ジノブトン、ジチアノン、イソプロチオラン、フェンチン塩（
例えば、フェンチンアセタート）、エジフェンホス、イプロベンホス、ホセチル、ピラゾ
フォス、クロロタロニル、ジクロフルアニド、フルスルファミド、フタリド、キントゼン
、トリルフルアニド、酢酸銅、水酸化銅、オキシ塩化銅、塩基性硫酸銅、硫黄、シフルフ
ェナミド、シモキサニル、ジメチリモール、エチリモール、フララキシル、メトラフェノ
ンおよびスピロキサミンを含むリストから選択される殺菌化合物IIとを含有する二元混合
物である。特に好ましいものは、化合物Iとクロロタロニルを含むリストから選択される
殺菌化合物IIとを含有する二元混合物である。
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【００６２】
　本発明の特定の実施形態は混合物B-1.1～B-243.1であり、ここで式Iの化合物は表Aの化
合物I.1であり、そして化合物IIは表Bの1つの列に示した化合物である。
【００６３】
　本発明の特定の実施形態は混合物B-1.2～B-243.2であり、ここで式Iの化合物は表Aの化
合物I.2であり、そして化合物IIは表Bの1つの列に示した化合物である。
【００６４】
　本発明の特定の実施形態は混合物B-1.3～B-243.3であり、ここで式Iの化合物は表Aの化
合物I.3であり、そして化合物IIは表Bの1つの列に示した化合物である。
【００６５】
　本発明の特定の実施形態は混合物B-1.4～B-243.4であり、ここで式Iの化合物は表Aの化
合物I.4であり、そして化合物IIは表Bの1つの列に示した化合物である。
【００６６】
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　本発明の特定の実施形態は混合物B-1.5～B-243.5であり、ここで式Iの化合物は表Aの化
合物I.5であり、そして化合物IIは表Bの1つの列に示した化合物である。
【００６７】
　本発明の特定の実施形態は混合物B-1.6～B-243.6であり、ここで式Iの化合物は表Aの化
合物I.6であり、そして化合物IIは表Bの1つの列に示した化合物である。
【００６８】
　本発明の特定の実施形態は混合物B-1.7～B-243.7であり、ここで式Iの化合物は表Aの化
合物I.7であり、そして化合物IIは表Bの1つの列に示した化合物である。
【００６９】
　本発明の特定の実施形態は混合物B-1.8～B-243.8であり、ここで式Iの化合物は表Aの化
合物I.8であり、そして化合物IIは表Bの1つの列に示した化合物である。
【００７０】
　本発明の特定の実施形態は混合物B-1.9～B-243.9であり、ここで式Iの化合物は表Aの化
合物I.9であり、そして化合物IIは表Bの1つの列に示した化合物である。
【００７１】
　本発明の特定の実施形態は混合物B-1.10～B-243.10であり、ここで式Iの化合物は表Aの
化合物I.10であり、そして化合物IIは表Bの1つの列に示した化合物である。
【００７２】
　本発明の特定の実施形態は混合物B-1.11～B-243.11であり、ここで式Iの化合物は表Aの
化合物I.11であり、そして化合物IIは表Bの1つの列に示した化合物である。
【００７３】
　本発明の特定の実施形態は混合物B-1.12～B-243.12であり、ここで式Iの化合物は表Aの
化合物I.12であり、そして化合物IIは表Bの1つの列に示した化合物である。
【００７４】
　本発明の特定の実施形態は混合物B-1.13～B-243.13であり、ここで式Iの化合物は表Aの
化合物I.13であり、そして化合物IIは表Bの1つの列に示した化合物である。
【００７５】
　本発明の特定の実施形態は混合物B-1.14～B-243.14であり、ここで式Iの化合物は表Aの
化合物I.14であり、そして化合物IIは表Bの1つの列に示した化合物である。
【００７６】
　本発明の特定の実施形態は混合物B-1.15～B-243.15であり、ここで式Iの化合物は表Aの
化合物I.15であり、そして化合物IIは表Bの1つの列に示した化合物である。
【００７７】
　本発明の特定の実施形態は混合物B-1.16～B-243.16であり、ここで式Iの化合物は表Aの
化合物I.16であり、そして化合物IIは表Bの1つの列に示した化合物である。
【００７８】
　本発明の特定の実施形態は混合物B-1.17～B-243.17であり、ここで式Iの化合物は表Aの
化合物I.17であり、そして化合物IIは表Bの1つの列に示した化合物である。
【００７９】
　本発明の特定の実施形態は混合物B-1.18～B-243.18であり、ここで式Iの化合物は表Aの
化合物I.18であり、そして化合物IIは表Bの1つの列に示した化合物である。
【００８０】
　本発明の特定の実施形態は混合物B-1.19～B-243.19であり、ここで式Iの化合物は表Aの
化合物I.19であり、そして化合物IIは表Bの1つの列に示した化合物である。
【００８１】
　本発明の特定の実施形態は混合物B-1.20～B-243.20であり、ここで式Iの化合物は表Aの
化合物I.20であり、そして化合物IIは表Bの1つの列に示した化合物である。
【００８２】
　本発明の特定の実施形態は混合物B-1.21～B-243.21であり、ここで式Iの化合物は表Aの
化合物I.21であり、そして化合物IIは表Bの1つの列に示した化合物である。
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【００８３】
　本発明の特定の実施形態は混合物B-1.22～B-243.22であり、ここで式Iの化合物は表Aの
化合物I.22であり、そして化合物IIは表Bの1つの列に示した化合物である。
【００８４】
　本発明の特定の実施形態は混合物B-1.23～B-243.23であり、ここで式Iの化合物は表Aの
化合物I.23であり、そして化合物IIは表Bの1つの列に示した化合物である。
【００８５】
　本発明の特定の実施形態は混合物B-1.24～B-243.24であり、ここで式Iの化合物は表Aの
化合物I.24であり、そして化合物IIは表Bの1つの列に示した化合物である。
【００８６】
　本発明の特定の実施形態は混合物B-1.25～B-243.25であり、ここで式Iの化合物は表Aの
化合物I.25であり、そして化合物IIは表Bの1つの列に示した化合物である。
【００８７】
　本発明の特定の実施形態は混合物B-1.26～B-243.26であり、ここで式Iの化合物は表Aの
化合物I.26であり、そして化合物IIは表Bの1つの列に示した化合物である。
【００８８】
　本発明の特定の実施形態は混合物B-1.27～B-243.27であり、ここで式Iの化合物は表Aの
化合物I.27であり、そして化合物IIは表Bの1つの列に示した化合物である。
【００８９】
　本発明の特定の実施形態は混合物B-1.28～B-243.28であり、ここで式Iの化合物は表Aの
化合物I.28であり、そして化合物IIは表Bの1つの列に示した化合物である。
【００９０】
　本発明の特定の実施形態は混合物B-1.29～B-243.29であり、ここで式Iの化合物は表Aの
化合物I.29であり、そして化合物IIは表Bの1つの列に示した化合物である。
【００９１】
　本発明の特定の実施形態は混合物B-1.30～B-243.30であり、ここで式Iの化合物は表Aの
化合物I.30であり、そして化合物IIは表Bの1つの列に示した化合物である。
【００９２】
　本発明の特定の実施形態は混合物B-1.31～B-243.31であり、ここで式Iの化合物は表Aの
化合物I.31であり、そして化合物IIは表Bの1つの列に示した化合物である。
【００９３】
　本発明の特定の実施形態は混合物B-1.32～B-243.32であり、ここで式Iの化合物は表Aの
化合物I.32であり、そして化合物IIは表Bの1つの列に示した化合物である。
【００９４】
　本発明の特定の実施形態は混合物B-1.33～B-243.33であり、ここで式Iの化合物は表Aの
化合物I.33であり、そして化合物IIは表Bの1つの列に示した化合物である。
【００９５】
　本発明の特定の実施形態は混合物B-1.34～B-243.34であり、ここで式Iの化合物は表Aの
化合物I.34であり、そして化合物IIは表Bの1つの列に示した化合物である。
【００９６】
　本発明の特定の実施形態は混合物B-1.35～B-243.35であり、ここで式Iの化合物は表Aの
化合物I.35であり、そして化合物IIは表Bの1つの列に示した化合物である。
【００９７】
　本発明の特定の実施形態は混合物B-1.36～B-243.36であり、ここで式Iの化合物は表Aの
化合物I.36であり、そして化合物IIは表Bの1つの列に示した化合物である。
【００９８】
　本発明の特定の実施形態は混合物B-1.37～B-243.37であり、ここで式Iの化合物は表Aの
化合物I.37であり、そして化合物IIは表Bの1つの列に示した化合物である。
【００９９】
　本発明の特定の実施形態は混合物B-1.38～B-243.38であり、ここで式Iの化合物は表Aの
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化合物I.38であり、そして化合物IIは表Bの1つの列に示した化合物である。
【０１００】
　本発明の特定の実施形態は混合物B-1.39～B-243.39であり、ここで式Iの化合物は表Aの
化合物I.39であり、そして化合物IIは表Bの1つの列に示した化合物である。
【０１０１】
　本発明の特定の実施形態は混合物B-1.40～B-243.40であり、ここで式Iの化合物は表Aの
化合物I.40であり、そして化合物IIは表Bの1つの列に示した化合物である。
【０１０２】
　本発明の特定の実施形態は混合物B-1.41～B-243.41であり、ここで式Iの化合物は表Aの
化合物I.41であり、そして化合物IIは表Bの1つの列に示した化合物である。
【０１０３】
　本発明の特定の実施形態は混合物B-1.42～B-243.42であり、ここで式Iの化合物は表Aの
化合物I.42であり、そして化合物IIは表Bの1つの列に示した化合物である。
【０１０４】
　本発明の特定の実施形態は混合物B-1.43～B-243.43であり、ここで式Iの化合物は表Aの
化合物I.43であり、そして化合物IIは表Bの1つの列に示した化合物である。
【０１０５】
　本発明の特定の実施形態は混合物B-1.44～B-243.44であり、ここで式Iの化合物は表Aの
化合物I.44であり、そして化合物IIは表Bの1つの列に示した化合物である。
【０１０６】
　本発明の特定の実施形態は混合物B-1.45～B-243.45であり、ここで式Iの化合物は表Aの
化合物I.45であり、そして化合物IIは表Bの1つの列に示した化合物である。
【０１０７】
　本発明の特定の実施形態は混合物B-1.46～B-243.46であり、ここで式Iの化合物は表Aの
化合物I.46であり、そして化合物IIは表Bの1つの列に示した化合物である。
【０１０８】
　本発明の特定の実施形態は混合物B-1.47～B-243.47であり、ここで式Iの化合物は表Aの
化合物I.47であり、そして化合物IIは表Bの1つの列に示した化合物である。
【０１０９】
　本発明の特定の実施形態は混合物B-1.48～B-243.48であり、ここで式Iの化合物は表Aの
化合物I.48であり、そして化合物IIは表Bの1つの列に示した化合物である。
【０１１０】
　本発明の特定の実施形態は混合物B-1.49～B-243.49であり、ここで式Iの化合物は表Aの
化合物I.49であり、そして化合物IIは表Bの1つの列に示した化合物である。
【０１１１】
　本発明の特定の実施形態は混合物B-1.50～B-243.50であり、ここで式Iの化合物は表Aの
化合物I.50であり、そして化合物IIは表Bの1つの列に示した化合物である。
【０１１２】
　本発明の特定の実施形態は混合物B-1.51～B-243.51であり、ここで式Iの化合物は表Aの
化合物I.51であり、そして化合物IIは表Bの1つの列に示した化合物である。
【０１１３】
　本発明の特定の実施形態は混合物B-1.52～B-243.52であり、ここで式Iの化合物は表Aの
化合物I.52であり、そして化合物IIは表Bの1つの列に示した化合物である。
【０１１４】
　本発明の特定の実施形態は混合物B-1.53～B-243.53であり、ここで式Iの化合物は表Aの
化合物I.53であり、そして化合物IIは表Bの1つの列に示した化合物である。
【０１１５】
　本発明の特定の実施形態は混合物B-1.54～B-243.54であり、ここで式Iの化合物は表Aの
化合物I.54であり、そして化合物IIは表Bの1つの列に示した化合物である。
【０１１６】
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　本発明の特定の実施形態は混合物B-1.55～B-243.55であり、ここで式Iの化合物は表Aの
化合物I.55であり、そして化合物IIは表Bの1つの列に示した化合物である。
【０１１７】
　本発明の特定の実施形態は混合物B-1.56～B-243.56であり、ここで式Iの化合物は表Aの
化合物I.56であり、そして化合物IIは表Bの1つの列に示した化合物である。
【０１１８】
　本発明の特定の実施形態は混合物B-1.57～B-243.57であり、ここで式Iの化合物は表Aの
化合物I.57であり、そして化合物IIは表Bの1つの列に示した化合物である。
【０１１９】
　本発明の特定の実施形態は混合物B-1.58～B-243.58であり、ここで式Iの化合物は表Aの
化合物I.58であり、そして化合物IIは表Bの1つの列に示した化合物である。
【０１２０】
　本発明の特定の実施形態は混合物B-1.59～B-243.59であり、ここで式Iの化合物は表Aの
化合物I.59であり、そして化合物IIは表Bの1つの列に示した化合物である。
【０１２１】
　本発明の特定の実施形態は混合物B-1.60～B-243.60であり、ここで式Iの化合物は表Aの
化合物I.60であり、そして化合物IIは表Bの1つの列に示した化合物である。
【０１２２】
　本発明の特定の実施形態は混合物B-1.61～B-243.61であり、ここで式Iの化合物は表Aの
化合物I.61であり、そして化合物IIは表Bの1つの列に示した化合物である。
【０１２３】
　本発明の特定の実施形態は混合物B-1.62～B-243.62であり、ここで式Iの化合物は表Aの
化合物I.62であり、そして化合物IIは表Bの1つの列に示した化合物である。
【０１２４】
　本発明の特定の実施形態は混合物B-1.63～B-243.63であり、ここで式Iの化合物は表Aの
化合物I.63であり、そして化合物IIは表Bの1つの列に示した化合物である。
【０１２５】
　本発明の特定の実施形態は混合物B-1.64～B-243.64であり、ここで式Iの化合物は表Aの
化合物I.64であり、そして化合物IIは表Bの1つの列に示した化合物である。
【０１２６】
　本発明の特定の実施形態は混合物B-1.65～B-243.65であり、ここで式Iの化合物は表Aの
化合物I.65であり、そして化合物IIは表Bの1つの列に示した化合物である。
【０１２７】
　本発明の特定の実施形態は混合物B-1.66～B-243.66であり、ここで式Iの化合物は表Aの
化合物I.66であり、そして化合物IIは表Bの1つの列に示した化合物である。
【０１２８】
　本発明の特定の実施形態は混合物B-1.67～B-243.67であり、ここで式Iの化合物は表Aの
化合物I.67であり、そして化合物IIは表Bの1つの列に示した化合物である。
【０１２９】
　本発明の特定の実施形態は混合物B-1.68～B-243.68であり、ここで式Iの化合物は表Aの
化合物I.68であり、そして化合物IIは表Bの1つの列に示した化合物である。
【０１３０】
　本発明の特定の実施形態は混合物B-1.69～B-243.69であり、ここで式Iの化合物は表Aの
化合物I.69であり、そして化合物IIは表Bの1つの列に示した化合物である。
【０１３１】
　本発明の特定の実施形態は混合物B-1.70～B-243.70であり、ここで式Iの化合物は表Aの
化合物I.70であり、そして化合物IIは表Bの1つの列に示した化合物である。
【０１３２】
　本発明の特定の実施形態は混合物B-1.71～B-243.71であり、ここで式Iの化合物は表Aの
化合物I.71であり、そして化合物IIは表Bの1つの列に示した化合物である。
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【０１３３】
　本発明の特定の実施形態は混合物B-1.72～B-243.72であり、ここで式Iの化合物は表Aの
化合物I.72であり、そして化合物IIは表Bの1つの列に示した化合物である。
【０１３４】
　本発明の特定の実施形態は混合物B-1.73～B-243.73であり、ここで式Iの化合物は表Aの
化合物I.73であり、そして化合物IIは表Bの1つの列に示した化合物である。
【０１３５】
　特に好ましいものは、混合物B-1.1～B-243.1である。
【０１３６】
　特に好ましいものはさらに、混合物B-1.3～B-243.3である。
【０１３７】
　本発明による使用のために、本発明の混合物、すなわち化合物Iと活性化合物IIは、従
来の製剤、例えば溶液剤、乳剤、懸濁液剤、散剤、粉剤、ペースト剤および粒剤に処方す
ることができる。使用剤形は意図した特定の目的によって決まる。いずれの場合にも、本
発明による化合物の微細かつ均質な分散が確実になされるようにすべきである。
【０１３８】
　製剤は公知の方法で調製され、例えば、活性化合物を、溶媒および/または担体を用い
て、必要に応じて乳化剤および分散剤を加えて、のばすことにより調製する。液状担体と
しては、水性および非水性の溶媒があり、例えば以下に挙げる溶媒が含まれる。
【０１３９】
　好適な溶媒/補助剤は本質的に以下のものである：
-　水、芳香族溶媒（例：Solvesso製品、キシレン）、パラフィン類（例：鉱油留分）、
アルコール類（例：メタノール、ブタノール、ペンタノール、ベンジルアルコール）、ケ
トン類（例：シクロヘキサノン、γ-ブチロラクトン）、ピロリドン類（NMP、NOP）、酢
酸エステル（二酢酸グリコール）、グリコール類、脂肪酸ジメチルアミド、脂肪酸および
脂肪酸エステル。基本的に、混合溶媒も使用可能である；
-　固形担体、例えば、粉砕天然鉱物（例：カオリン、クレイ、タルク、白亜）および粉
砕合成鉱物（例：高分散シリカ、ケイ酸塩）；
-　乳化剤、例えば、非イオン性およびアニオン性乳化剤（例：ポリオキシエチレン脂肪
アルコールエーテル、アルキルスルホナートおよびアリールスルホナート）および分散剤
（例：リグニン亜硫酸廃液およびメチルセルロース）。
【０１４０】
　好適な界面活性剤は、以下のものである：リグノスルホン酸、ナフタレンスルホン酸、
フェノールスルホン酸、ジブチルナフタレンスルホン酸、アルキルアリールスルホン酸、
アルキル硫酸、アルキルスルホン酸、脂肪アルコール硫酸、脂肪酸、および硫酸化脂肪ア
ルコールグリコールエーテルのアルカリ金属塩、アルカリ土類金属塩およびアンモニウム
塩、さらにはスルホン化ナフタレンおよびナフタレン誘導体とホルムアルデヒドとの縮合
物、ナフタレンまたはナフタレンスルホン酸とフェノールおよびホルムアルデヒドとの縮
合物、ポリオキシエチレンオクチルフェノールエーテル、エトキシル化イソオクチルフェ
ノール、オクチルフェノール、ノニルフェノール、アルキルフェノールポリグリコールエ
ーテル、トリブチルフェニルポリグリコールエーテル、トリステアリルフェニルポリグリ
コールエーテル、アルキルアリールポリエーテルアルコール、アルコールと脂肪アルコー
ルエチレンオキシドの縮合物、エトキシル化ヒマシ油、ポリオキシエチレンアルキルエー
テル、エトキシル化ポリオキシプロピレン、ラウリルアルコールポリグリコールエーテル
アセタール、ソルビトールエステル、リグニン亜硫酸廃液およびメチルセルロース。
【０１４１】
　直接散布可能な溶液剤、乳剤、ペースト剤、または油分散液剤を調製するのに好適なも
のは、中～高沸点の鉱油留分、例えばケロシンまたはディーゼルオイル、さらにはコール
タールオイル、および植物または動物起源の油、脂肪族、環状および芳香族の炭化水素、
例えばトルエン、キシレン、パラフィン、テトラヒドロナフタレン、アルキル化ナフタレ



(48) JP 2011-503155 A 2011.1.27

10

20

30

40

50

ンもしくはその誘導体、メタノール、エタノール、プロパノール、ブタノール、シクロヘ
キサノール、シクロヘキサノン、イソホロン、強極性溶媒、例えばジメチルスルホキシド
、N-メチルピロリドン、および水である。
【０１４２】
　さらに、凍結防止剤（例えば、グリセリン、エチレングリコール、プロピレングリコー
ル）および殺細菌剤を製剤に添加することもできる。
【０１４３】
　好適な消泡剤は、例えばシリコン系またはステアリン酸マグネシウム系の消泡剤である
。
【０１４４】
　種子処理用の製剤はさらに結合剤を含むことができ、場合により着色剤を含んでもよい
。
【０１４５】
　結合剤は、処理後の種子への活性物質の付着を高めるために添加される。好適な結合剤
はブロックコポリマーEO/PO界面活性剤であるが、ポリビニルアルコール、ポリビニルピ
ロリドン、ポリアクリレート、ポリメタクリレート、ポリブテン、ポリイソブチレン、ポ
リスチレン、ポリエチレンアミン、ポリエチレンアミド、ポリエチレンイミン(Lupasol(
登録商標)、Polymin(登録商標))、ポリエーテル、ポリウレタン、ポリ酢酸ビニル、チロ
ーゼ(tylose)、およびこれらのポリマーから誘導されるコポリマーもそうである。
【０１４６】
　場合により、製剤には着色剤をも添加することができる。種子処理製剤に好適な着色剤
または染料は、以下のものである：ローダミンB、C.I.ピグメントレッド112、C.I.ソルベ
ントレッド1、ピグメントブルー15：4、ピグメントブルー15：3、ピグメントブルー15：2
、ピグメントブルー15：1、ピグメントブルー80、ピグメントイエロー1、ピグメントイエ
ロー13、ピグメントレッド112、ピグメントレッド48：2、ピグメントレッド48：1、ピグ
メントレッド57：1、ピグメントレッド53：1、ピグメントオレンジ43、ピグメントオレン
ジ34、ピグメントオレンジ5、ピグメントグリーン36、ピグメントグリーン7、ピグメント
ホワイト6、ピグメントブラウン25、ベーシックバイオレット10、ベーシックバイオレッ
ト49、アシッドレッド51、アシッドレッド52、アシッドレッド14、アシッドブルー9、ア
シッドイエロー23、ベーシックレッド10、ベーシックレッド108。
【０１４７】
　ゲル化剤の例はカラギーナン（Satiagel(登録商標)）である。
【０１４８】
　粉剤、広域散布剤および散剤は、活性物質と固形担体を混合するか、または同時に粉砕
することによって製造することができる。
【０１４９】
　粒剤（例えば、コーティング粒剤、含浸粒剤、均質粒剤）は、活性化合物を固形担体に
結合させることにより製造することができる。固形担体の例は、鉱物質土類（例：シリカ
ゲル、ケイ酸塩、タルク、カオリン、アタクレイ、石灰石、石灰、白亜、赤土、黄土、ク
レイ、ドロマイト、珪藻土、硫酸カルシウム、硫酸マグネシウム、酸化マグネシウム）、
粉砕合成材料、肥料（例：硫酸アンモニウム、リン酸アンモニウム、硝酸アンモニウム、
尿素）、植物起源の材料（例：穀粉、樹皮粉、木粉、堅果殻粉）、セルロース粉末、なら
びにその他の固形担体である。
【０１５０】
　一般に、製剤は、活性化合物を0.01～95重量％、好ましくは0.1～90重量％含有する。
活性化合物は、純度90％～100％、好ましくは95％～100％（NMRスペクトルによる）で用
いられる。
【０１５１】
　種子処理を目的とする場合は、それぞれの製剤を2～10倍に希釈して、即使用可能製剤
中の活性化合物濃度を0.01～60重量％（好ましくは0.1～40重量％）とすることができる
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。
【０１５２】
　以下に製剤の例を示す：
1.　水で希釈する製品（種子処理を目的とする場合は、その製品を希釈してからまたは希
釈せずに種子に施用する）
A) 水溶性濃縮液剤(SL、LS)
　10重量部の活性化合物を90重量部の水または水溶性溶媒に溶解する。別法として、湿潤
剤または他の助剤を加える。活性化合物は水で希釈したとき溶解する。この方法で10重量
％の活性化合物含量を有する製剤が得られる。
【０１５３】
B) 分散性濃縮液剤(DC)
　20重量部の活性化合物を、10重量部の分散剤（例えばポリビニルピロリドン）を加えな
がら、70重量部のシクロヘキサノンに溶解する。水で希釈すると分散剤が得られる。活性
化合物含量は20重量％である。
【０１５４】
C) 乳化性濃縮液剤(EC)
　15重量部の活性化合物を、ドデシルベンゼンスルホン酸カルシウムおよびエトキシル化
ヒマシ油（それぞれ5重量部）を加えながら、75重量部のキシレンに溶解する。水で希釈
すると乳剤が得られる。この製剤の活性化合物含量は15重量％である。
【０１５５】
D) 乳剤(EW、EO、ES)
　25重量部の活性化合物を、ドデシルベンゼンスルホン酸カルシウムおよびエトキシル化
ヒマシ油（それぞれ5重量部）を加えながら、35重量部のキシレンに溶解する。この混合
物を、乳化装置(例えば、Ultraturrax)を用いて30重量部の水に加えて、均質なエマルシ
ョンにする。水で希釈すると乳剤が得られる。この製剤の活性化合物含量は25重量％であ
る。
【０１５６】
E) 懸濁液剤(SC、OD、FS)
　撹拌型ボールミル内で、20重量部の活性化合物を、10重量部の分散剤と湿潤剤および70
重量部の水または有機溶媒を加えて粉砕し、微細な活性化合物の懸濁液を得る。水で希釈
すると、安定した活性化合物の懸濁液剤が得られる。この製剤の活性化合物含量は20重量
％である。
【０１５７】
F) 水分散性粒剤および水溶性粒剤(WG、SG)
　50重量部の活性化合物を、50重量部の分散剤と湿潤剤を加えながら微細に粉砕し、専用
の装置（例えば、押出機、噴霧塔、流動床）を用いて水分散性または水溶性の顆粒を調製
する。水で希釈すると、安定した活性化合物の分散液剤または溶液剤が得られる。この製
剤の活性化合物含量は50重量％である。
【０１５８】
G) 水分散性粉剤および水溶性粉剤(WP、SP、SS、WS)
　75重量部の活性化合物を、25重量部の分散剤と湿潤剤、およびシリカゲルを加えてロー
ターステーターミル内で粉砕する。水で希釈すると、安定した活性化合物の分散液剤また
は溶液剤が得られる。この製剤の活性化合物含量は75重量％である。
【０１５９】
H) ゲル剤(GF)
　ボールミル内で、20重量部の活性化合物、10重量部の分散剤、1重量部のゲル化剤、お
よび70重量部の水または有機溶媒を粉砕して微細な懸濁液を得る。水で希釈すると、安定
した懸濁液剤が得られ、その活性化合物含量は20重量％である。
【０１６０】
2. 希釈せずに施用する製品
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I) 散粉剤(DP、DS)
　5重量部の活性化合物を微粉砕し、95重量部の微粉砕カオリンと十分に混合する。これ
により5重量％の活性化合物含量を有する散粉用製品が得られる。
【０１６１】
J) 粒剤(GR、FG、GG、MG)
　0.5重量部の活性化合物を微粉砕し、99.5重量部の担体と結合させる。現在の方法は押
出、噴霧乾燥または流動床である。これにより希釈せずに施用する粒剤が得られ、その活
性化合物含量は0.5重量％である。
【０１６２】
K) ULV液剤(UL)
　10重量部の活性化合物を90重量部の有機溶媒（例えば、キシレン）に溶解する。これに
より希釈せずに施用する製品が得られ、その活性化合物含量は10重量％である。
【０１６３】
　種子処理のために、通常、水溶性濃縮液剤(LS)、懸濁液剤(FS)、散粉用粉剤(DS)、水分
散性および水溶性粉剤(WS、SS)、乳剤(ES)、乳化性濃縮液剤(EC)、およびゲル剤(GF)が用
いられる。これらの製剤は希釈しないで、好ましくは希釈して、種子に施用する。種子へ
の施用は播種前に行うことができる。
【０１６４】
　好ましい実施形態では、FS剤を種子処理に用いる。一般的に、FS剤は1～800g/Lの活性
成分、1～200g/Lの界面活性剤、0～200g/Lの凍結防止剤、0～400g/Lの結合剤、0～200g/L
の顔料、および1リットルまでの溶媒（好ましくは、水）を含む。
【０１６５】
　本発明の混合物は、そのままで、またはその製剤の形で、またはその製剤から調製され
た使用形態で使用することができ、例えば、直接散布可能な溶液剤、粉剤、懸濁液剤もし
くは分散液剤、乳剤、油分散液剤、ペースト剤、散剤、広域散布剤、または粒剤の形で、
スプレー、噴霧、散布、広域散布または注水により使用することができる。使用形態はも
っぱらその所期の目的によって決まるが、いずれの場合にも、本発明の活性成分の可能な
かぎり微細な分散が確実になされるようにすべきである。
【０１６６】
　水性の使用形態は、濃縮乳剤、ペースト剤または湿潤性粉剤（スプレー可能な粉剤、油
分散液剤）に水を加えることにより調製することができる。乳剤、ペースト剤または油分
散液剤を調製するためには、活性物質を、そのままで、または油もしくは溶媒に溶解して
、湿潤剤、粘着付与剤、分散剤または乳化剤を用いて水中でホモジナイズする。あるいは
、活性物質、湿潤剤、粘着付与剤、分散剤または乳化剤、適宜に溶媒または油、を含む濃
縮液を調製することができるが、そのような濃縮液は水で希釈するのに適している。
【０１６７】
　即使用可能な製剤中の活性化合物の濃度は、比較的広い範囲内で変化し得る。一般的に
、上記濃度は0.0001～10％、好ましくは0.01～1％である。
【０１６８】
　活性化合物はまた、高濃度少量散布（ULV: ultra-low-volume）法でも首尾よく使用す
ることができ、95重量％を超える活性化合物を含む製剤を施用することが可能であり、添
加剤を含まない活性成分を施用することさえも可能である。
【０１６９】
　さまざまな種類の油、湿潤剤、助剤、除草剤、殺菌剤、他の殺虫剤、または殺細菌剤を
、適切な場合、使用の直前になってから、活性化合物に加えることができる（タンクミッ
クス）。これらの剤は本発明による混合物と1：100～100：1、好ましくは1：10～10：1の
重量比で混合しうる。
【０１７０】
　本発明の組成物はまた、肥料（例えば、硝酸アンモニウム、尿素、炭酸カリウム、過リ
ン酸塩）、植物に有害な物質、植物成長調整剤および薬害軽減剤を含んでもよい。これら
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は、逐次または上記組成物と組み合わせて使用することが可能であり、適宜、使用の直前
に加えることもできる（タンクミックス）。例えば、本発明の組成物を植物にスプレーす
るのは、肥料を施す前または後のいずれでもよい。
【０１７１】
　本化合物は同時に（すなわち、一緒にまたは別々に）施用しても、連続的に施用しても
よいが、別々の施用の場合には、一般に防除対策の結果に影響を及ぼさない順序とする。
【０１７２】
　有利には、それらは以下の植物の病気を抑制するのに適している：
・アルテルナリア(Alternaria)属の種：野菜、アブラナ、テンサイ、果実、イネに発生、
例えばジャガイモおよびトマトのA. solani(ジャガイモ夏疫病菌、トマト輪紋病菌)また
はA. alternata(黒斑病菌); 
・アファノマイセス(Aphanomyces)属の種：テンサイ、野菜に発生; 
・アスコチタ(Ascochyta)属の種：穀類、野菜に発生; 
・ビポラリス(Bipolaris)属の種およびドレクスレラ(Drechslera)属の種：トウモロコシ
、穀類、イネ、芝に発生、例えばトウモロコシのD. maydis(ごま葉枯病菌); 
・Blumeria graminis(うどんこ病菌)：穀類に発生; 
・Botrytis cinerea(灰色カビ病菌)：イチゴ、野菜、花、ブドウの木に発生; 
・Bremia lactucae(べと病菌)：レタスに発生; 
・セルコスポラ(Cercospora)属の種：トウモロコシ、ダイズ、イネ、テンサイに発生; 
・コクリオボルス(Cochliobolus)属の種：トウモロコシ、穀類、イネに発生、例えば穀類
のCochliobolus sativus(斑点病菌)、イネのCochliobolus miyabeanus(ごま葉枯病菌); 
・コレトリクム(Colletotrichum)属の種：ダイズ、ワタに発生; 
・ドレクスレラ(Drechslera)属の種、ピレノフォラ(Pyrenophora)属の種：トウモロコシ
、穀類、イネ、芝に発生、例えばオオムギのD. teres(網斑病菌)、コムギのD. tritici-r
epentis(黄斑病菌); 
・エスカ病(Esca)：ブドウの木に発生、原因菌Phaeoacremonium chlamydosporium、Ph. A
leophilumおよびFormitipora punctata (同義語Phellinus punctatus);
・エクセロヒルム(Exserohilum)属の種：トウモロコシに発生；
・Erysiphe cichoracearum(うどんこ病菌)およびSphaerotheca fuliginea(うどんこ病菌)
：キュウリに発生；
・フザリウム(Fusarium)属の種およびバーティシリウム(Verticillium)属の種：各種の植
物に発生、例えば穀類のF. graminearum(赤かび病菌)またはF. culmorum(赤かび病菌)、
多数の植物（トマトなど）のF. oxysporum(萎ちょう病菌)；
・Gaeumannomyces graminis(立枯病菌)：穀類に発生; 
・ジベレラ(Gibberella)属の種：穀類、イネに発生、例えばイネのGibberella fujikuroi
(ばか苗病菌); 
・グレインステイニング・コンプレックス(grainstaining complex)：イネに発生; 
・ヘルミンソスポリウム(Helminthosporium)属の種：トウモロコシ、イネに発生; 
・Microdochium nivale(紅色雪腐病菌)：穀類に発生; 
・マイコスファレラ(Mycosphaerella)属の種：穀類、バナナ、落花生に発生、例えばコム
ギのM. graminicola(葉枯病菌)、バナナのM. fijiensis(ブラックシガトカ病菌); 
・ペロノスポラ(Peronospora)属の種：キャベツ、球根植物に発生、例えばキャベツのP. 
brassicae(べと病菌)、タマネギのP. destructor(べと病菌); 
・Phakopsora pachyrhizi(さび病菌)およびPhakopsora meibomiae(さび病菌)：ダイズに
発生; 
・ホモプシス(Phomopsis)属の種：ダイズ、ヒマワリに発生; 
・Phytophthora infestans(疫病菌)：ジャガイモ、トマトに発生; 
・フィトフトラ(Phytophthora)属の種：各種の植物に発生、例えばピーマンのP. capsici
(灰色疫病菌);
・Plasmopara viticola(べと病菌)：ブドウの木に発生; 
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・Podosphaera leucotricha(うどんこ病菌)：リンゴに発生; 
・Pseudocercosporella herpotrichoides(眼紋病菌)：穀類に発生; 
・シュードペロノスポラ(Pseudoperonospora)：各種の植物に発生、例えばキュウリのP. 
cubensis(べと病菌)、ホップのP. humili(うどんこ病菌); 
・パクシニア(Puccinia)属の種：各種の植物に発生、例えば穀類のP. triticina(赤さび
病菌)、P. striiformis(黄さび病菌)、P. hordei(小さび病菌)、またはP. graminis(さび
病菌)、アスパラガスのP. asparagi(さび病菌); 
・Pyricularia oryzae(いもち病菌)、Corticium sasakii(紋枯病菌)、Sarocladium oryza
e(葉しょう腐敗病菌)、S. attenuatum(褐色米病菌)、Entyloma oryzae(黒しゅ病菌)：イ
ネに発生; 
・Pyricularia grisea(いもち病菌)：芝、穀類に発生；
・ピチウム(Pythium)属の種：芝、イネ、トウモロコシ、ワタ、アブラナ、ヒマワリ、テ
ンサイ、野菜、他の植物に発生、例えば各種の植物のP. ultiumum(立枯病菌)、芝のP. ap
hanidermatum(立枯病菌); 
・リゾクトニア(Rhizoctonia)属の種：ワタ、イネ、ジャガイモ、芝、トウモロコシ、ア
ブラナ、ジャガイモ、テンサイ、野菜、他の各種植物に発生、例えばテンサイおよび各種
植物のR. solani(葉腐病菌); 
・Rhynchosporium secalis(雲形病菌)：オオムギ、ライムギ、ライコムギに発生; 
・スクレロチニア(Sclerotinia)属の種：アブラナ、ヒマワリに発生; 
・Septoria tritici(葉枯病菌)およびStagonospora nodorum(ふ枯病菌)：コムギに発生; 
・Erysiphe (同義語Uncinula) necator(うどんこ病菌)：ブドウの木に発生; 
・セトスパエリア(Setospaeria)属の種：トウモロコシ、芝に発生; 
・Sphacelotheca reiliana(黒穂病菌):トウモロコシに発生; 
・チエバリオプシス(Thievaliopsis)属の種：ダイズ、ワタに発生; 
・チレチア(Tilletia)属の種：穀類に発生; 
・ウスチラゴ(Ustilago)属の種：穀類、トウモロコシ、サトウキビに発生、例えばトウモ
ロコシのU. maydis(黒穂病菌); 
・ベンツリア(Venturia)属の種（黒星病）：リンゴ、ナシに発生、例えばリンゴのV. ina
equalis(黒星病菌)。
【０１７３】
　さらに、本発明の混合物は、材料（例えば、木材、紙、塗料、繊維または織物）を保護
する際の、また、貯蔵品を保護する際の、有害菌類の防除に適している。木材を保護する
上で特に注目すべき有害菌類は次のものである：子嚢菌類(Ascomycetes)、例えばオフィ
オストマ属の種(Ophiostoma spp.)、セラトシスチス属の種(Ceratocystis spp.)、黒酵母
(Aureobasidium pullulans)、スクレロフォーマ属の種(Sclerophoma spp.)、ケトミウム
属の種(Chaetomium spp.)、フミコーラ属の種(Humicola spp.)、ペトリエラ属の種(Petri
ella spp.)、トリチュルス属の種(Trichurus spp.)；担子菌類(Basidiomycetes)、例えば
コニオフォーラ属の種(Coniophora spp.)、コリオラス属の種(Coriolus spp.)、キカイガ
ラタケ属の種(Gloeophyllum spp.)、レンチヌス属の種(Lentinus spp.)、ヒラタケ属の種
(Pleurotus spp.)、アナタケ属の種(Poria spp.)、セルプラ属の種(Serpula spp.)、およ
びシミタケ属の種(Tyromyces spp.)；不完全菌類(Deuteromycetes)、例えばアスペルギル
ス属の種(Aspergillus spp.)、クラドスポリウム属の種(Cladosporium spp.)、ペニシリ
ウム属の種(Penicillium spp.)、トリコデルマ属の種(Trichoderma spp.)、アルターナリ
ア属の種(Alternaria spp.)、ペシロマイセス属の種(Paecilomyces spp.)；ならびに接合
菌類(Zygomycetes)、例えばケカビ属の種(Mucor spp.)。さらに、材料を保護する上で特
に注目すべき有害菌類は次の酵母菌である：カンジダ属の種(Candida spp.)およびサッカ
ロマイセス・セレビシエ(Saccharomyces cerevisae)。
【０１７４】
　それらは特に、種々の栽培植物、例えばバナナ、ワタ、野菜類（例：キュウリ、豆類、
ウリ科植物）、オオムギ、イネ科植物、カラスムギ、コーヒー、ジャガイモ、トウモロコ
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シ、果実、イネ、ライムギ、ダイズ、トマト、ブドウの木、コムギ、観賞植物、サトウキ
ビに、または多数の種子に発生した無数の菌類を防除するのに重要である。
【０１７５】
　「生育場所」とは、有害生物が生育しているか生育するかもしれない植物、種子、土壌
、地域、材料または環境を意味する。
【０１７６】
　本発明の混合物において、少なくとも1種の化合物Iおよび少なくとも1種の化合物IIは
殺菌的に有効な量で存在する。一般に、「殺菌的に有効な量」とは、標的生物の成長に対
する目に見える効果（例えば、標的生物の壊死、死滅、成長の遅延、阻止、除去、破壊、
あるいは標的生物の発生および活動の低減といった効果）を達成するために必要とされる
本発明の混合物または該混合物を含む組成物の量を意味する。殺菌的に有効な量は、本発
明において用いる各種の混合物/組成物ごとに変化しうる。混合物/組成物の殺菌的に有効
な量は、一般的な条件、例えば希望する殺菌効果および持続時間、天候、標的生物種、生
育場所、施用方式などによっても変化するだろう。
【０１７７】
　化合物Iおよび化合物IIは、通常500：1～1：100、好ましくは100：1～1：100、さらに
好ましくは20：1～1：20、特に10：1～1：10の重量比で施用する。
【０１７８】
　混合物を調製する場合は、純粋な活性化合物IおよびIIを用いることが好適であり、こ
の混合物に、有害生物（例えば、昆虫、クモ形類、線虫類）に対するさらなる活性化合物
、除草性もしくは成長調節化合物、または肥料を、必要に応じて、さらなる活性成分とし
て添加してもよい。
【０１７９】
　本発明の混合物は、菌類、または菌類の攻撃から保護すべき植物、種子、材料または土
壌を、殺菌的に有効な量の本活性化合物で処理することにより利用される。本化合物を施
用するのは、菌類が材料、植物または種子に感染する前でも後でもよい。
【０１８０】
　有害菌類を駆除する方法において、本発明の混合物の施用量は、化合物の種類および希
望する効果に応じて、5g/ha～2000g/ha、好ましくは50～900g/ha、特に50～750g/haであ
る。
【０１８１】
　本発明の混合物または該混合物を含む組成物は、植物または植物が生育している土壌も
しくは水に接触させることにより、昆虫、クモ形類もしくは線虫類による攻撃または侵入
から植物を保護するためにも利用することができる。
【０１８２】
　本発明との関係において、植物という語は植物全体、植物の一部、または植物の繁殖材
料、すなわち種子もしくは苗をさす。
【０１８３】
　前記処理は、田畑に植える前に、種子ボックスに行ってもよい。
【０１８４】
　本発明の混合物で処理することができる植物には、全ての遺伝子改変植物またはトラン
スジェニック植物（例えば、遺伝子工学的手法を含む品種改良のために除草剤、殺菌剤ま
たは殺虫剤の作用に耐性を示す作物）、あるいは既存の植物と比較して改良された特性を
有する植物（例えば、伝統的な育種法および/または突然変異体の作出により、または組
換え法により作製される）が含まれる。
【０１８５】
　本発明の混合物のいくつかは浸透作用を有し、したがって、葉の有害生物から新芽を保
護するだけでなく、土壌の有害生物に対して種子や根を処理するためにも使用しうる。種
子処理という語は、当技術分野で知られるあらゆる適当な種子処理技術を含み、例えば、
種子粉衣、種子被覆、種子散粉、種子浸漬、および種子ペレット形成などがある。
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【０１８６】
　化合物Iおよび化合物IIは、通常500：1～1：100、好ましくは20：1～1：50、特に5：1
～1：20の重量比で施用する。
【０１８７】
　希望する効果にもよるが、本発明の混合物の施用量は一般に5g/ha～2000g/ha、好まし
くは50～1500g/ha、特に50～750g/haである。
【０１８８】
　本発明の混合物はまた、土壌の有害生物から種子および苗根と新芽を、好ましくは種子
を保護するのに適している。
【０１８９】
　組成物、特に種子処理に有用な組成物は、例えば以下のものである：
A　可溶性濃縮液剤(SL、LS)
D　乳剤(EW、EO、ES)
E　懸濁液剤(SC、OD、FS)
F　水分散性粒剤および水溶性粒剤(WG、SG)
G　水分散性粉剤および水溶性粉剤(WP、SP、WS)
H　ゲル製剤(GF)
I　散粉剤(DP、DS)。
【０１９０】
　FS剤が好ましいものである。
【０１９１】
　種子の処理において、本発明の混合物の施用量は、希望する効果および種子の種類に応
じて、一般に種子100kgあたり0.001～10kgである。施用量は好ましくは種子100kgあたり1
～1000g、さらに好ましくは1～750g/100kg、特に5～500g/100kgである。化合物IおよびII
の、または化合物IおよびIIの混合物の、別々のまたは一緒の施用は、種子、苗、植物、
または土壌（播種前もしくは後、または出芽前もしくは後）に噴霧または散布することに
より行う。
【０１９２】
　本発明はまた、上記定義どおりの混合物、または2種以上の活性成分の混合物を含む組
成物、または2種以上の組成物（それぞれが1種の活性成分を提供する）の混合物を含んで
なる（すなわち、コーティングされたおよび/または含有する）植物の繁殖材料、特に種
子に関する。前記種子は本発明の混合物を種子100kgあたり0.1g～10kgの量で含む。
【０１９３】
　本発明の混合物は、接触（土壌、ガラス、壁、蚊帳、カーペット、植物部位または動物
部位での接触）と摂取（餌または植物部位）の両方を介して、また、栄養交換(trophalla
xis)および転移(transfer)を介して、効果的である。
【０１９４】
　好ましい施用法は、水塊、土壌、割れ目および裂け目、牧草地、堆肥の山、下水管、水
中、床、壁への施用、または周辺への噴霧施用および餌による施用である。
【０１９５】
　本発明の混合物およびそれを含む組成物は、木製の材料（例えば、木、板塀、枕木など
）および建物（例えば、家、納屋、工場など）、さらに建設資材、家具、皮製品、繊維、
ビニル製品、電線、ケーブルなどを菌類から保護するために使用することができる。
【０１９６】
　材料を保護する際の通常の施用量は、例えば、処理材料1m2あたり0.01g～1000gの活性
化合物であり、好ましくは0.1g～50g/m2である。
【０１９７】
　噴霧組成物中で用いる場合、活性成分の混合物の含有量は0.001～80重量％、好ましく
は0.01～50重量％、最も好ましくは0.01～15重量％である。
【０１９８】
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　作物の処理に用いる場合、本発明による活性成分の混合物の施用量は、0.1g～4000g/ヘ
クタール、好ましくは25g～600g/ヘクタール、さらに好ましくは50g～500g/ヘクタールの
範囲でありうる。
【０１９９】
生物学的例
殺菌作用
　本化合物および本混合物の殺菌効果は以下の試験により証明することができた：
　活性化合物を、別々にまたは一緒に、アセトンまたはDMSO中に0.25重量％の活性化合物
を含む原液として調製した。この溶液に1重量％の乳化剤Uniperol(登録商標)EL（乳化お
よび分散作用を有するエトキシル化アルキルフェノール系の湿潤剤）を加え、この混合物
を水により希望の濃度に希釈した。
【０２００】
　感染した葉の面積を肉眼で判定したパーセントを、未処理対照に対する％として効果に
換算した：
効果(E)はアボット(Abbot)の式を用いて次のように算出される：
　　　　E＝(1－α/β)・100
αは、％で表される処理植物の菌感染に相当し、そして
βは、％で表される未処理（対照）植物の菌感染に相当する。
【０２０１】
　効果0は、処理植物の感染レベルが未処理対照植物のそれに一致することを意味する；
効果100は、処理植物が感染しなかったことを意味する。
【０２０２】
　活性化合物の混合物の期待効果を、コルビー(Colby)の式(Colby, S.R. "Calculating s
ynergistic and antagonistic responses of herbicide Combinations"(組み合わせた除
草剤の相乗的および拮抗的応答の計算), Weeds, 15, 20-22, 1967)を用いて決定し、観察
された効果と比較した。
【０２０３】
コルビーの式：
　　　　E＝x＋y－x・y/100
Eは、活性化合物AおよびBの混合物を濃度aおよびbで用いたときの、未処理対照に対する
％で表される期待効果であり、
xは、活性化合物Aを濃度aで用いたときの、未処理対照に対する％で表される効果であり
、
yは、活性化合物Bを濃度bで用いたときの、未処理対照に対する％で表される効果である
。
【０２０４】
使用例1 - Cochliobolus miyabeanusが原因で発生するイネごま葉枯病の殺菌防除（保護
的）
　鉢で育てたイネ苗の葉に、原液から調製した下記濃度の本活性化合物を含む水性懸濁液
を流れ落ちる程度までスプレーした。その植物を空気乾燥させた。翌日、植物にCochliob
olus miyabeanusの胞子の水性懸濁液を感染させた。その後直ちに、この被験植物を加湿
チャンバーに移した。22～24℃、100％近い相対湿度で6日後、葉に対する真菌攻撃の程度
を、病変した葉の面積を％として肉眼により評価した。
【０２０５】
マイクロタイター試験（使用例2～5）
　本活性化合物を、ジメチルスルホキシド中の濃度10000ppmの原液として別々に処方した
。製品エポキシコナゾール、トリフロキシストロビン、ピラクロストロビン、ベンチアバ
リカルブおよびボスカリドを市販の完成製剤として使用し、活性化合物の既定濃度へと水
で希釈した。
【０２０６】
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使用例2 - マイクロタイター試験での疫病菌Phytophthora infestans（Phytin）に対する
活性
　原液を比率に応じて混合し、マイクロタイタープレート（MTP）に分注し、水で希釈し
て既定濃度にした。続いて、豆エキスをベースとした水性栄養培地を含むPhytophthora i
nfestansの胞子の懸濁液を加えた。プレートを温度18℃の水蒸気飽和チャンバーに入れた
。吸収光度計を用いて、接種後7日目にMTPを405nmで測定した。
【０２０７】
　測定したパラメーターを、活性化合物フリーの対照サンプルの成長（100％）および病
原菌フリーで活性化合物フリーのブランク値と比較して、各活性化合物の存在下での病原
菌の相対成長（％で表される）を評価した。これらのパーセントを効果に換算した。効果
0は、病原菌の成長レベルが未処理対照のそれに一致することを意味する；効果100は、病
原菌が成長していなかったことを意味する。これらの試験結果を表1に示す。
【０２０８】
　用いた式Iの化合物は化合物I.1およびI.3であった。
【０２０９】
　殺菌化合物IIは以下から選択した：
-　アゾール系：エポキシコナゾール；
-　ストロビルリン系：ピコキシストロビン、トリフロキシストロビン；
-　複素環式化合物：カプタン；
-　他の活性化合物：クロロタロニル。
【表２】

【０２１０】
使用例3 - マイクロタイタープレート試験でのいもち病菌Pyricularia oryzae（Pyrior）
に対する活性
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　原液を比率に応じて混合し、マイクロタイタープレート（MTP）に分注し、水で希釈し
て既定濃度にした。続いて、バイオモルト(biomalt)水溶液中のPyricularia oryzaeの胞
子の懸濁液を加えた。プレートを温度18℃の水蒸気飽和チャンバーに入れた。吸収光度計
を用いて、接種後7日目にMTPを405nmで測定した。
【０２１１】
　測定したパラメーターを、活性化合物フリーの対照サンプルの成長（100％）および病
原菌フリーで活性化合物フリーのブランク値と比較して、各活性化合物の存在下での病原
菌の相対成長（％で表される）を評価した。これらのパーセントを効果に換算した。効果
0は、病原菌の成長レベルが未処理対照のそれに一致することを意味する；効果100は、病
原菌が成長していなかったことを意味する。これらの試験結果を表2に示す。
【０２１２】
　用いた式Iの化合物は化合物I.1およびI.3であった。
【０２１３】
　殺菌化合物IIは以下から選択した：
-　ストロビルリン系：ピコキシストロビン、フルオキサストロビン
【表３】

【０２１４】
使用例4 - マイクロタイタープレート試験でのBotrytis cinerea（Botrici）が原因で発
生する灰色カビ病に対する活性
　原液を比率に応じて混合し、マイクロタイタープレート（MTP）に分注し、水で希釈し
て既定濃度にした。続いて、バイオモルト(biomalt)水溶液中のBotrytis cinereaの胞子
の懸濁液を加えた。プレートを温度18℃の水蒸気飽和チャンバーに入れた。吸収光度計を
用いて、接種後7日目にMTPを405nmで測定した。
【０２１５】
　測定したパラメーターを、活性化合物フリーの対照サンプルの成長（100％）および病
原菌フリーで活性化合物フリーのブランク値と比較して、各活性化合物の存在下での病原
菌の相対成長（％で表される）を評価した。これらのパーセントを効果に換算した。効果
0は、病原菌の成長レベルが未処理対照のそれに一致することを意味する；効果100は、病
原菌が成長していなかったことを意味する。これらの試験結果を表3に示す。
【０２１６】
　用いた式Iの化合物は化合物I.1およびI.3であった。
【０２１７】
　殺菌化合物IIは以下から選択した：
-　アゾール系：シアゾファミド、エポキシコナゾール；
-　カルボキサミド系：ボスカリド；
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-　複素環式化合物：カプタン；
-　カルバメート系：プロピネブ、ベンチアバリカルブ、イプロバリカルブ。
【表４】

【０２１８】
使用例5 - Septoria tritici（Septtr）が原因で発生するコムギ葉枯病に対する活性
　原液を比率に応じて混合し、マイクロタイタープレート（MTP）に分注し、水で希釈し
て既定濃度にした。続いて、バイオモルト(biomalt)水溶液中のSeptoria triticiの胞子
の懸濁液を加えた。プレートを温度18℃の水蒸気飽和チャンバーに入れた。吸収光度計を
用いて、接種後7日目にMTPを405nmで測定した。
【０２１９】
　測定したパラメーターを、活性化合物フリーの対照サンプルの成長（100％）および病
原菌フリーで活性化合物フリーのブランク値と比較して、各活性化合物の存在下での病原
菌の相対成長（％で表される）を評価した。これらのパーセントを効果に換算した。効果
0は、病原菌の成長レベルが未処理対照のそれに一致することを意味する；効果100は、病
原菌が成長していなかったことを意味する。これらの試験結果を表4に示す。
【０２２０】
　用いた式Iの化合物は化合物I.1およびI.3であった。
【０２２１】
　殺菌化合物IIは以下から選択した：
-　アゾール系：エポキシコナゾール；
-　ストロビルリン系：ピラクロストロビン；
-　複素環式化合物：ピリメタニル。
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【表５】

【０２２２】
　これらの試験結果は、強い相乗効果によって、本発明による混合物の活性がコルビーの
式を用いて予測された活性よりかなり高いことを示している。
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【要約の続き】
置換され；Aは共有結合またはC1-C4-アルキレンであり、ここでC1-C4-アルキレンは非置換であるか、またはC1-C4-
アルキル、C1-C4-ハロアルキル、C1-C4-アルコキシおよびシアノから選択される置換基をもつことができ；Arはアリ
ールまたはヘテロアリールであり、ここで芳香族基の環状部分は非置換であるか、1、2または3個の基Raで置換され
、ここで基Raは同一でも異なっていてもよく、ハロゲン、C1-C4-アルキル、C2-C4-アルケニル、C2-C4-アルキニル、
C1-C4-ハロアルキル、C1-C4-アルコキシ、C1-C4-アルキルチオ、C1-C4-ハロアルコキシ、C1-C4-ハロアルキルチオ、
シアノ、ニトロ、アリール、ヘタリール、アリールオキシ、ヘタリールオキシ、アリールオキシ-C1-C4-アルキルお
よびヘタリールオキシ-C1-C4-アルキルから選択され、ここで最後に挙げた6個の基の環状部分は非置換であるか、ま
たはハロゲン、C1-C4-アルキル、C1-C4-ハロアルキル、C1-C4-アルコキシ、C1-C4-アルキルチオ、C1-C4-ハロアルコ
キシ、シアノおよびニトロから選択される1、2または3個の基で置換される］またはその塩と、少なくとも1種のさら
なる殺菌活性化合物IIとを含んでなる、殺菌活性化合物類の混合物に関する。
【選択図】　なし
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